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1. はじめに 
Cipher Basicは、CipherLab独自の OS(Cipher OS)を搭載した 8 ｼﾘｰｽﾞﾓﾊﾞｲﾙﾀｰﾐﾅﾙ(以下、ﾀｰﾐﾅﾙ)用ﾕｰｻﾞｰｱﾌﾟ

ﾘｹｰｼｮﾝを安価で容易に開発することができる Widows ﾍﾞｰｽの開発ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑです。COM ﾎﾟｰﾄ設定、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ設定、

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ設定など、簡単にﾒﾆｭｰ形式で行えるため、ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞを最低限に抑えることができます。 
Cipher Basicは、1997年にﾘﾘｰｽされ、現在に至るまで進化し続けています。より早く、容易に、そして安価に

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発が行える Cipher Basicの世界をお楽しみください。 
尚、本書は、BASIC言語によるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを学ぶための入門書ではありません。BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ経験をお持ちの

方を対象に書かれたﾘﾌｧﾚﾝｽﾏﾆｭｱﾙです。BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの知識をお持ちでない方は、適切な入門書をお読みくだ

さい。 
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2. 開発環境 
Cipher Basicをｲﾝｽﾄｰﾙする前に、ご使用になる PC環境をﾁｪｯｸしてください。 
環境条件 

 CPU Windows XP以上が動作する CPU 
 OS  Windows XP/Vista/7 
 RAM 128MB 
 HDD 20MB以上の空き領域 

 
 

2.1. 構成ﾌｧｲﾙとｲﾝｽﾄｰﾙ 
Cipher Basicの CDは、幾つかのﾌｫﾙﾀﾞで構成され、それぞれに BASIC ｺﾝﾊﾟｲﾗ, ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾕｰﾃｨﾘﾃｨ, BASIC ﾗﾝﾀｲ

ﾑ, ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙが収録されています。Cipher Basicのｲﾝｽﾄｰﾙは非常にｼﾝﾌﾟﾙで、ご使用になる PCに任意の作業ﾌｫﾙﾀﾞ

を準備し、必要な以下のﾌｧｲﾙをｺﾋﾟｰすれば完了です。 
 
BASIC Compailer 
bc.exe BASIC ｺﾝﾊﾟｲﾗ本体です。 
release.txt 改訂履歴です。 
samples BASIC ｻﾝﾌﾟﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ本体(.bas)と初期化ﾌｧｲﾙ(.ini)がｾｯﾄになります。 
 
Download Utility 
progload.exe ﾀｰﾐﾅﾙにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするためのﾕｰﾃｨﾘﾃｨﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。 
 RS232C/IrDA･ｸﾚｰﾄﾞﾙ IR･TCP/IP経由で下記のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可能です。 
  

 ﾓﾄﾛｰﾗ S ﾌｫｰﾏｯﾄｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ(.shx) 
 BASIC ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ(.syn & .ini) 

 
BASIC Runtimes 
bc8000.shx 8000/8001 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙ用 BASIC ﾗﾝﾀｲﾑです。 
bc8200.shx 8200 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙ用 BASIC ﾗﾝﾀｲﾑです。 
bc8300.shx 8300 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙ用 BASIC ﾗﾝﾀｲﾑです。 
bc8400.shx 8400 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙ用 BASIC ﾗﾝﾀｲﾑです。 
bc8500.shx 8500 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙ用 BASIC ﾗﾝﾀｲﾑです。 
bc8700.shx 8700 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙ用 BASIC ﾗﾝﾀｲﾑです。 
 
Font Files 
8000.8001 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙ用ﾌｫﾝﾄ 
ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ名  ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 言語 
font-hebrew.shx  6x8, 8x16 ﾍﾌﾞﾗｲ語 
font-japanese.shx 16x16(4 行) 日本語 
font-Japanese12.shx 6x12, 12x12(5 行) 日本語 
font-korean.shx  16x16(4 行) 韓国語 
font-korean12.shx 6x12, 12x12(5 行) 韓国語 
font-nordic.shx  6x8, 8x16 ﾉﾙﾃﾞｨｯｸ語 
font-polish.shx  6x8, 8x16 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ語 
font-russian.shx  6x8, 8x16 ﾛｼｱ語 
font-simplifiedchinese.shx 16x16(4 行) 中国語 
font-simplifiedchinese12.shx 6x12, 12x12(5 行) 中国語 
font-tradisionalchinese.shx 16x16(4 行) 中国語 
font-tradisionalchinese12.shx 6x12, 12x12(5 行) 中国語 
font-multi-language.shx 6x8, 8x16 多言語 
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Font Files 
8200.8400.8700 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙ用ﾌｫﾝﾄ 
ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ名  ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 言語 
font8x00-hebrew.shx 6x8, 8x16 ﾍﾌﾞﾗｲ語 
font8x00-japanese.shx 16x16(4 行) 日本語 
font8x00-Japanese12.shx 6x12, 12x12(5 行) 日本語 
font8x00-korean.shx 16x16(4 行) 韓国語 
font8x00-korean12.shx 6x12, 12x12(5 行) 韓国語 
font8x00-nordic.shx 6x8, 8x16 ﾉﾙﾃﾞｨｯｸ語 
font8x00-polish.shx 6x8, 8x16 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ語 
font8x00-russian.shx 6x8, 8x16 ﾛｼｱ語 
font8x00-simplifiedchinese.shx 16x16(4 行) 中国語 
font8x00-simplifiedchinese12.shx 6x12, 12x12(5 行) 中国語 
font8x00-tradisionalchinese.shx 16x16(4 行) 中国語 
font8x00-tradisionalchinese12.shx 6x12, 12x12(5 行) 中国語 
font8x00-multi-language.shx 6x8, 8x16 多言語 
 
8500 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙ用ﾌｫﾝﾄ 
ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ名  ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 言語 
font8500-hebrew.shx 6x8, 8x16 ﾍﾌﾞﾗｲ語 
font8500-japanese.shx 16x16(4 行) 日本語 
font8500-Japanese12.shx 6x12, 12x12(5 行) 日本語 
font8500-korean.shx 16x16(4 行) 韓国語 
font8500-korean12.shx 6x12, 12x12(5 行) 韓国語 
font8500-nordic.shx 6x8, 8x16 ﾉﾙﾃﾞｨｯｸ語 
font8500-polish.shx 6x8, 8x16 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ語 
font8500-russian.shx 6x8, 8x16 ﾛｼｱ語 
font8500-simplifiedchinese.shx 16x16(4 行) 中国語 
font8500-simplifiedchinese12.shx 6x12, 12x12(5 行) 中国語 
font8500-tradisionalchinese.shx 16x16(4 行) 中国語 
font8500-tradisionalchinese12.shx 6x12, 12x12(5 行) 中国語 
font8500-multi-language.shx 6x8, 8x16 多言語 
 
 

2.2. BASICﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝ 
BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行するには、ﾀｰﾐﾅﾙに専用 BASIC ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしておく必要があります。BASIC ﾗﾝﾀｲ

ﾑｴﾝｼﾞﾝは、BASIC ｺﾝﾊﾟｲﾗにより生成された BASIC ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙを解釈しながら実行するｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀのような働きを

します。 
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2.3. 開発ﾌﾛｰ 
BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発は非常にｼﾝﾌﾟﾙで、下記の 3 ｽﾃｯﾌﾟになります。 
 
Step 1 BASIC ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝをﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする。 
Step 2 BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞし、ｺﾝﾊﾟｲﾙする。 
Step 3 BASIC ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙをﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして実行する 
 
 

2.3.1. BASICﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾕｰﾃｨﾘﾃｨ｢progload.exe｣を使って、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰから BASIC ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを行ってください。 
 
ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰの起動方法 
1. ﾀｰﾐﾅﾙの電源がｵﾌになっていることを確認します。 
2. [7]ｷｰと[9]ｷｰを押しながら、電源[   ]ｷｰを押して、ﾀｰﾐﾅﾙを立ち上げると、ﾋﾟｰﾋﾟﾋﾟｯというﾌﾞｻﾞｰ音とともに

ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰが立ち上がります。 

 
3. ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを行うｲﾝﾀｰﾌｨｽを選択します。 
4. ﾀｰﾐﾅﾙにｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙを正しく接続します。ｸﾚｰﾄﾞﾙ経由の場合は、ﾀｰﾐﾅﾙをｸﾚｰﾄﾞﾙにｾｯﾄします。 
5. PC 側で、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾕｰﾃｨﾘﾃｨ proload.exe を起動し、ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ選択、BASIC ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝﾌｧｲﾙの選択を

行い｢OK｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 
 

     
 

6. ﾀｰﾐﾅﾙとの接続が正しく行われると、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが始まり、ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾊﾞｰが表示されます。｢Upload 
successfully!｣と表示されればﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ完了です。ｴﾗｰが発生する場合は、配線などをﾁｪｯｸの上、再度ﾄﾗｲ

してください。 

         
 

参考 
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾕｰﾃｨﾘﾃｨ proload.exe は、UART をﾌﾙｺﾝﾄｰﾙしているため、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ中は、PC で他の作業を

行わないようにしてください。 
 同様の手順で、必要なﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを行ってください。 
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2.3.2. BASICﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ/ｺﾝﾊﾟｲﾙ 
BASIC ｺﾝﾊﾟｲﾗ(bc.exe)は、ｼﾝﾌﾟﾙなﾃｷｽﾄｴﾃﾞｨﾀを装備しているため、他のｿﾌﾄｳｪｱを使用せず、ｺﾝﾊﾟｲﾗのみでｺｰﾃﾞｨﾝ

ｸﾞからｺﾝﾊﾟｲﾙ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞまでを行うことができます。 
ﾃｷｽﾄｴﾃﾞｨﾀでｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞされたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、任意のﾌｧｲﾙ名で保存可能で、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ本体(.bas)と各種設定値を含む初期

化ﾌｧｲﾙ(.ini)の 2つのﾌｧｲﾙに保存されます。また、BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがｴﾗｰ無しにｺﾝﾊﾟｲﾙされると、同じ名前の BASIC
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ(.syn)が生成されます。 
初期化ﾌｧｲﾙ(.ini)は、BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの一部であるため、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ配布する際には、必ず BASIC ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ

(.syn)とｾｯﾄで配布する必要があります。 
 

2.3.3. BASICｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 
BASIC ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞは、BASIC ｺﾝﾊﾟｲﾗ(bc.exe)又はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾕｰﾃｨﾘﾃｨ(progload.exe)で行

います。BASIC ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ.syn と.ini が必ずｾｯﾄになっている必要があります。一方が存在しないとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

として成立しないため、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞも行えませんので、ご注意ください。 
BASIC ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが終了すると、ﾀｰﾐﾅﾙは自動的に再起動し、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行を試みます。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに

ｴﾗｰがある場合、ﾗﾝﾀｲﾑｴﾗｰが発生し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞとｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞがﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示されます。下記を参照ください。 
 
ｴﾗｰｺｰﾄﾞ ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ 説明 

1 Unkown operator 不明な演算子です。 
2 Operand count mismatch 演算子に対する引数の数が合いません。 
3 Type mismatch 型が合いません。 
4 Can’t perform type conversion 型変換が行えません。 
5 No available temp string 使用できる temp ｽﾄﾘﾝｸﾞがありません。 
6 Illegal operand 許可されていない引数です。 
7 Not an L-value 長整数(long)ではありません。 
8 Float error 浮動小数点数ｴﾗｰ(float)です。 
9 Bad array subscript 配列指定に誤りがあります。 
10 Unkown function 不明なﾌｧﾝｸｼｮﾝです。 
11 Illegal function call 許可されていないﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾙです。 
12 Return without GOSUB Return ｽﾃｰﾄﾒﾝﾄに対応する GOSUB ｽﾃｰﾄﾒﾝﾄがありません。

 
ｴﾗｰが発生した場合は、ｿｰｽｺｰﾄﾞを修正し、再ｺﾝﾊﾟｲﾙ後、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを行ってください。 
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progload.exeを使用した BASIC ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ手順 
 
1. ﾀｰﾐﾅﾙの電源がｵﾌになっていることを確認します。 
2. [7]ｷｰと[9]ｷｰを押しながら、電源[   ]ｷｰを押して、ﾀｰﾐﾅﾙを立ち上げると、ﾋﾟｰﾋﾟﾋﾟｯというﾌﾞｻﾞｰ音とともに

ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰが立ち上がります。 
3. ｢6.Load Program｣→｢2.Load Basic｣を選択します。 
4. ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを行うｲﾝﾀｰﾌｨｽなどを選択し、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ待ち状態｢*Ready to Download*｣にします。 
5. ﾀｰﾐﾅﾙにｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙを正しく接続します。ｸﾚｰﾄﾞﾙ経由の場合は、ﾀｰﾐﾅﾙをｸﾚｰﾄﾞﾙにｾｯﾄします。 
6. PC 側で、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾕｰﾃｨﾘﾃｨ progload.exe を起動し、ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ選択、ﾌｧｲﾙﾀｲﾌﾟ(.syn)選択、BASIC

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙの選択を行い｢OK｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 
 

     
 

7. ﾀｰﾐﾅﾙとの接続が正しく行われると、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが始まり、ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾊﾞｰが表示されます。｢Upload 
successfully!｣と表示されればﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ完了です。ｴﾗｰが発生する場合は、配線などをﾁｪｯｸの上、再度ﾄﾗｲ

してください。 

         
 
 
参考 

 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾕｰﾃｨﾘﾃｨ Proload.exe は、UART をﾌﾙｺﾝﾄｰﾙしているため、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ中は、PC で他の作業を

行わないようにしてください。 
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3. BASICｺﾝﾊﾟｲﾗを使ってみよう 
Cipher BASIC ｺﾝﾊﾟｲﾗの見た目は、昔ながらの Windows ﾍﾞｰｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝという感じで、ﾌｧｲﾙﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ、ﾃｷｽﾄｴﾃﾞｨﾀ

機能、その他機能をｼﾝﾝﾌﾟﾙにまとめ上げた BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発環境になります。BASIC ｺﾝﾊﾟｲﾗは、下記の Windows 
OS上で実行可能です。 
 

 Windows XP 
 Windows Vista 
 Windows 7 

 
下記の 5つのﾒﾆｭｰが提供されており、各ﾒﾆｭｰには、それぞれｻﾌﾞﾒﾆｭｰやｺﾏﾝﾄﾞが割り付けられています。 
 

 File Menu(ﾌｧｲﾙﾒﾆｭｰ) 
 Edit Menu(編集ﾒﾆｭｰ) 
 Configure Menu(ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾒﾆｭｰ) 
 Compile Menu(ｺﾝﾊﾟｲﾙﾒﾆｭｰ) 
 Help Menu(ﾍﾙﾌﾟﾒﾆｭｰ) 

 
各ﾒﾆｭｰや機能に関する説明は、各節を参照ください。 
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3.1. File Menu(ﾌｧｲﾙﾒﾆｭｰ) 
ﾌｧｲﾙﾒﾆｭｰには、6つのｺﾏﾝﾄﾞが用意されています。 
 

 
 
ﾒﾆｭｰ/ｺﾏﾝﾄﾞ 説明 

New(新規作成) 

機能説明 
BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを新規作成します。 
ｱｸｾｽ方法 
｢File｣…｢New｣の順でｸﾘｯｸします。又は、[CTRL]ｷｰを押しながら[N]ｷｰを
押すか、  ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸします。 

Open(開く) 

機能説明 
保存されている BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙを開きます。 
ｱｸｾｽ方法 
｢File｣…｢Open｣の順でｸﾘｯｸします。又は、[CTRL]ｷｰを押しながら[O]ｷｰ
を押すか、  ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸします。 

Save(上書き保存) 

機能説明 
編集中の BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙを上書き保存します。 
ｱｸｾｽ方法 
｢File｣…｢Save｣の順でｸﾘｯｸします。又は、[CTRL]ｷｰを押しながら[S]ｷｰ
を押すか、  ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸします。 

Save As(名前を付けて保存) 

機能説明 
編集中の BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙに名前を付けて保存します。 
ｱｸｾｽ方法 
｢File｣…｢Save As｣の順でｸﾘｯｸします。又は、[CTRL]ｷｰを押しながら[S]
ｷｰを押すか、  ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸします。 

Print(印刷) 

機能説明 
編集中の BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙを印刷します。 
ｱｸｾｽ方法 
｢File｣…｢Print｣の順でｸﾘｯｸします。又は、[CTRL]ｷｰを押しながら[P]ｷｰ
を押すか、  ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸします。 

Exit(終了) 

機能説明 
BASIC ｺﾝﾊﾟｲﾗを終了します。 
ｱｸｾｽ方法 
｢File｣…｢Exit｣の順でｸﾘｯｸします。又は、[ALT]ｷｰを押しながら[F4]ｷｰ
を押します。 
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3.2. Edit Menu(編集ﾒﾆｭｰ) 
編集ﾒﾆｭｰには、BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの編集に必要な 7つのｺﾏﾝﾄﾞが用意さています。 
 

 
 
ﾒﾆｭｰ/ｺﾏﾝﾄﾞ 説明 

Undo(元に戻す) 

機能説明 
1つ前の入力やｺﾏﾝﾄﾞをｷｬﾝｾﾙし、元に戻します。 
ｱｸｾｽ方法 
｢Edit｣…｢Undo｣の順でｸﾘｯｸします。又は、[CTRL]ｷｰを押しながら[Z]ｷｰ
を押すか、  ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸします。 

Cut(切り取り) 

機能説明 
選択されている文字列をｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞに切り取ります。 
ｱｸｾｽ方法 
｢Edit｣…｢Cut｣の順でｸﾘｯｸします。又は、[CTRL]ｷｰを押しながら[X]ｷｰを
押すか、  ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸします。 

Copy(ｺﾋﾟｰ) 

機能説明 
選択されている文字列をｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞにｺﾋﾟｰします。 
ｱｸｾｽ方法 
｢Edit｣…｢Copy｣の順でｸﾘｯｸします。又は、[CTRL]ｷｰを押しながら[C]ｷｰ
を押すか、  ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸします。 

Paste(貼り付け) 

機能説明 
ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞの内容を貼り付けます。 
ｱｸｾｽ方法 
｢Edit｣…｢Paste｣の順でｸﾘｯｸします。又は、[CTRL]ｷｰを押しながら[V]ｷｰ
を押すか、  ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸします。 

Delete(削除) 

機能説明 
選択されている文字列を削除します。ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞにはｺﾋﾟｰされません。 
ｱｸｾｽ方法 
｢Edit｣…｢Delete｣の順でｸﾘｯｸします。 

Select All(全て選択) 

機能説明 
全ての文字列を選択します。 
ｱｸｾｽ方法 
｢Edit｣…｢All｣の順でｸﾘｯｸします。又は、[CTRL]ｷｰを押しながら[A]ｷｰを
押します。 

Find(検索) 

機能説明 
文字列の検索を行います。ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟされた検索ｳｨﾝﾄﾞｳに検索したい文字列

などを入力して、検索を実行します。 
ｱｸｾｽ方法 
｢Edit｣…｢Find｣の順でｸﾘｯｸします。又は、[CTRL]ｷｰを押しながら[V]ｷｰ
を押すか、  ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸします。 
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3.3. Configure Menu(ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾒﾆｭｰ) 
ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾒﾆｭｰには、ｼｽﾃﾑ設定を行うための 7つのｻﾌﾞﾒﾆｭｰが用意されています。 
 

 
 
ﾒﾆｭｰ/ｺﾏﾝﾄﾞ 説明 

Target Machine 
(開発対象ﾀｰﾐﾅﾙ型式) 

機能説明 
開発対象となるﾀｰﾐﾅﾙの型式をﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰから選択します。ﾀｰﾐﾅﾙによ

りﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙの数など利用できるﾘｿｰｽが異なります。 
ｱｸｾｽ方法 
｢Configure｣…｢Target Machine｣の順でｸﾘｯｸします。 

Mastaer Card ID 
(ﾏｽﾀｰｶｰﾄﾞ ID) 

機能説明 
この設定は、固定式ﾀｰﾐﾅﾙ専用です。 

Primary COM Port Settings 
(第 1 COM ﾎﾟｰﾄ設定) 

機能説明 
第 1 COM ﾎﾟｰﾄの設定を行います。 
ｱｸｾｽ方法 
｢Configure｣…｢Primary COM Port Settings｣の順でｸﾘｯｸします。 

Secondary COM Port Settings 
(第 2 COM ﾎﾟｰﾄ設定) 

機能説明 
第 2 COM ﾎﾟｰﾄの設定を行います。 
ｱｸｾｽ方法 
｢Configure｣…｢Secondary COM Port Settings｣の順でｸﾘｯｸします。

Configure Transaction Files 
(ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ設定) 

機能説明 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙの設定を行います。ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙは、6 つ迄定義でき、そ

れぞれ 1~255 ﾊﾞｲﾄの固定ﾃﾞｰﾀ長(Fix Data Length)を設定します。ﾃﾞｰ

ﾀ長が決定すれば、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ用のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙｴﾘｱがﾀｰﾐﾅﾙのﾒﾓﾘ

内に確保されます。ﾀｰﾐﾅﾙが SD ｶｰﾄﾞに対応している場合は、SD ｶｰﾄﾞにﾄﾗﾝ

ｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙを作成することも可能です。 
 

 
 
ｱｸｾｽ方法 
｢Configure｣…｢Configure Transaction Files｣の順でｸﾘｯｸします。
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ﾒﾆｭｰ/ｺﾏﾝﾄﾞ 説明 

Create DBF Files 
(DBF ﾌｧｲﾙ設定) 

機能説明 
DBF ﾌｧｲﾙの設定を行います。DBF ﾌｧｲﾙは、5 つ迄定義でき、それぞれにｲﾝ

ﾃﾞｯｸｽ(IDX)ﾌｧｲﾙを作成できます。ﾚｺｰﾄﾞ長は最大 250 ﾊﾞｲﾄで、各 DBF ﾌｧｲ

ﾙに 3つの迄のｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙを作成できます。ﾀｰﾐﾅﾙが SD ｶｰﾄﾞに対応してい

る場合は、SD ｶｰﾄﾞに DBF ﾌｧｲﾙを作成することも可能です。 
 

 
 
ｱｸｾｽ方法 
｢Configure｣…｢Create DBF Files｣の順でｸﾘｯｸします。 

Barcode Setting 
(読取ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ設定) 

機能説明 
読取ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ及びﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの設定を行います。ここで設定した値がｱﾌﾟﾘ

ｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの初期値となりますが、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで任意の設定値に

変更することが可能です。 
 
ｱｸｾｽ方法 
｢Configure｣…｢Barcode Setting｣の順でｸﾘｯｸします。 

 
 
参考 

 ｢Share file space …｣にﾁｪｯｸを入れると、新しいｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされてもﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ/DBF
ﾌｧｲﾙは削除されません。ﾁｪｯｸを外すと、より大きいﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑｻｲｽﾞを利用することができます。 
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3.4. Compile Menu(ｺﾝﾊﾟｲﾙﾒﾆｭｰ) 
ｺﾝﾊﾟｲﾙﾒﾆｭｰには、3つのｺﾏﾝﾄﾞが用意されています。 
 

 
 
ﾒﾆｭｰ/ｺﾏﾝﾄﾞ 説明 

Syntax Checking 
(構文ﾁｪｯｸ) 

機能説明 
編集中の BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの構文ﾁｪｯｸを行います。 
ｱｸｾｽ方法 
｢Compile｣…｢Syntax Checking｣の順でｸﾘｯｸします。 

Compile 
(ｺﾝﾊﾟｲﾙ) 

機能説明 
編集中の BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｺﾝﾊﾟｲﾙします。ｺﾝﾊﾟｲﾙｴﾗｰが発生した場合、ｴﾗｰ

が発生した行番号とｴﾗｰ内容が出力されます。ｴﾗｰ箇所を修正し、再度ｺﾝﾊﾟ

ｲﾙを行ってください。 
 

 
 
ｺﾝﾊﾟｲﾙが正常に終了すると、｢Build successfully …｣というﾒｯｾｰｼﾞが

表示されます。続けて、BASIC ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙをﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする場合

は、｢はい｣をｸﾘｯｸし、編集画面に戻る場合は、｢いいえ｣をｸﾘｯｸします。 
 

 
 
ｱｸｾｽ方法 
｢Compile｣…｢Compile｣の順でｸﾘｯｸします。又は、  ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸします。

Download 
(ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ) 

機能説明 
BASIC ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ(.syn)をﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。ﾌｧｲﾙの選択ｳｨﾝﾄﾞｳ

が開くので、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたい BASIC ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ(.syn)を選択してくだ

さい。 
 
ｱｸｾｽ方法 
｢Compile｣…｢Download｣の順でｸﾘｯｸします。 
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3.5. Help Menu(ﾍﾙﾌﾟﾒﾆｭｰ) 
ﾍﾙﾌﾟﾒﾆｭｰには、1つのｻﾌﾞﾒﾆｭｰが用意されています。 
 

 
 
ﾒﾆｭｰ/ｺﾏﾝﾄﾞ 説明 

About 
(ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ表示) 

機能説明 
BASIC ｺﾝﾊﾟｲﾗのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を表示します。 
 

 
 
ｱｸｾｽ方法 
｢Help｣…｢About｣の順でｸﾘｯｸします。 
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4. CipherLab BASIC言語の基礎 
 

4.1. 定数 
文字列型と数値型の 2種類の定数が使用できます。 
 

4.1.1. 文字列型 
ﾀﾞﾌﾞﾙｸｫｰﾃｰｼｮﾝﾏｰｸで囲まれた英数字及び記号から構成された 255文字までの文字列です。下記に例を示します。 

 “Hello” 
 “$20,000.00” 
 “12 students” 

 
 

4.1.2. 数値型 
下記の 3種類の数値型定数が使用できます。 

整数型定数 小数点を含まない -32,768~+32,767の範囲の整数値 
実数型定数 小数点を含む正・負の実数値(例 5.34, -10.0など) 
長整数型定数 -2,147,483,648 ~ +2,147,483,647 の範囲の整数値 
 
 

4.2. 変数 
変数は、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内で使用する数値や文字列を格納するための任意の名前が付けられた領域です。変数の初期値は、

明示的に値が代入されるまで、不定値となります。 
 

4.2.1. 変数名と修飾子 
下記に変数名の規則と修飾子について説明します。 
 

 変数名は、英字(A~Z)で始まる必要があります。 
 変数名の 2文字目以降は、英数字及びｱﾝﾀﾞｽｺｱ(_)が使用可能です。 
 変数名の最後には、下記の修飾子を付加し、変数の型を定義します。 

 %  整数型  : 2 ﾊﾞｲﾄ (-32,768~+32,767) 
 &  長整数型  : 4 ﾊﾞｲﾄ (-2,147,483,648~+2,147,483,647) 
 !  実数型  : 4 ﾊﾞｲﾄ 
 $  文字列型  : 255 ﾊﾞｲﾄ 
 無し(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 整数型  : 2 ﾊﾞｲﾄ (-32,768~+32,767) 

 変数名に Cipher BASICの予約語は使えません。 
 Cipher BASICは、整数型、長整数型、実数型、文字列型の 4種類の変数のみをｻﾎﾟｰﾄしています。 

また、最大 1000個までの変数を BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内で使用することができます。 
 変数の大文字・小文字の区別はありません。TEMP1と temp1は、同じ変数名と解釈されます。 
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実数型について 
内部では、全ての小数は、ﾊﾞｲﾅﾘ(2 進数)で表現されています。しかし、これは真の値を実際に表現している訳で

はありません。ﾊﾞｲﾅﾘにおける浮動小数点ｼｽﾃﾑが制限された浮動小数点値しか表現できないことを知っておく必要が

あります。表現できない値に関しては、目的とする値に一番近い値が採用されます。例えば、0. 1(1/10) という

小数(分数)は、10進数では 0.1と表現できるのに対し、同じ数を 2進数で表現すると、次のような循環 2進数に

なります。  
 
0001100110011100110011(以下、繰り返し) 
 
この数値は、上記のように無限に繰り返され、有限量の領域では表現できません。よって、この数値が格納される

ときには、目的とする値に一番近い値に丸められます。 
 
REM浮動小数点ｴﾗｰ 
fnum1! = 99999.1 
fnum2! = 99999.0 
SET_PRECISION(4) 
 
REM 99999.1000ではなく 99999.16と表示されます 
PRINT fnum1!  
 
REM 10ではなく 10.1563と表示されます 
PRINT (fnum1!-fnum2!)*100 
 
REM “99999.1-99999.0”と”0.1”の比較の結果は Not Equalと表示されます 
IF (fnum1!-fnum2! <> 0.1) THEN 

PRINT “Not equal” 
ELSE 

PRINT “Equal” 
END IF 
 
浮動小数点値を直接扱うのではなく、計算を行う前に実数を整数に変換し、計算終了後に必要に応じて、整数を実

数に再変換することをお奨めします。例えば、1.82-1.8という計算の場合、182-180のように整数での計算に置

き換え、計算終了後に結果を 100で割り、最終計算結果 0.02を導き出します。 
浮動小数点値を表示・印字・計算すると、精度が落ちます。よって、算術計算や論理演算を行う場合は、代わりに

整数や長整数を使用するようにします。どうしても浮動小数点値を表示する必要がある場合は、整数値又は長整数

値を文字列に変換し、小数点を適当な位置に挿入してください。下記の例を参照ください。 
 
num1& = 999991 
num2& = 999992 
num3& = (num1&-num2&)*100 
 
REM 99999.1と表示 
PRINT (num1& ¥ 10);”.”;(num1& mod 10))  
 
REM 10.0と表示 
PRINT (num3& ¥ 10);”.”;(num3& mod 10))  
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4.2.2. 配列変数 
Cipher Basic は、2 次元迄の配列変数を使用することができます。配列変数の名前付けの規則は、｢4.2.1. 変
数名と修飾子｣を参照ください。 
 

 配列変数の宣言 
配列変数は、使用する前に必ず明示的に宣言を行う必要があります。 
 
DIM IntegerA%(20) : 20個の 1次元要素を持つ整数型配列変数を宣言 
DIM StringB$(100) : 100個の 1次元要素を持つ文字列型配列変数を宣言 
DIM RealC!(10) : 10個の 1次元要素を持つ実数型配列変数を宣言 
DIM Tb(5,5) : 5 x 5個の 2次元要素を持つ整数型配列変数を宣言 
 

 配列変数の参照方法 
 
A(12)  : 1次元配列変数、12番目の要素を参照 
T(2,5)  : 2次元配列変数、2番目 x 5番目の要素を参照 
X(i+1,y)  : 整数型変数を用いた配列要素の参照 
 

 配列要素は、1から始まります。例えば、DIM X(10)の場合は、配列変数は、X(1)~X(10)となります。 
 Cipher BASICでは、2次元迄の配列を使用でき、各配列要素の最大は、32,767となります。 
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4.3. 演算子 
Cipher BASICでは、様々な演算子が利用可能です。ここでは、代入演算子・算術演算子・比較演算子など利用可

能は演算子については説明します。 
 

4.3.1. 代入演算子 
代入演算子 = は、変数に値を代入します。下記に例を示します。 
 

 Length% = 100 
 PI! = 3.14159 
 Company$ = “Cipher BASIC” 
 X = i + j +100 

 
 

4.3.2. 算術演算子 
下記の算術演算子が利用可能です。 
 

演算子 機能 例 
^ べき乗 A% = 9 ^ 3 
- 負の数値 A% = -B% 
* 乗算 A! = B! * C! 
¥ 除算(整数、余り切り捨て) A% = B! ¥ C! 
/ 除算(実数) A! = B! / C! 
+ 加算 A% = B% + C% 
- 減算 A% = B% - C% 
MOD 除算余り A% = B% MOD C% 

 
 

4.3.3. 比較演算子 
比較演算子は、2つの値を比較し、その結果を ”True” 又は “False” の何れかで返します。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでは、この

結果を利用して、処理の分岐などを行います。 
 
下記の比較演算子が利用可能です。 
 

演算子 機能 例 
= 等しい IF A% = B% THEN GOTO Label1 
<> 等しくない IF A% <> B% THEN GOTO Label1 
>< 等しくない IF A% >< B% THEN GOTO Label1 
> より大きい IF A% > B% THEN GOTO Label1 
< より小さい IF A% < B% THEN GOTO Label1 
>= 以上(より大きい又は等しい) IF A% >= B% THEN GOTO Label1 
<= 以下(より小さい又は等しい) IF A% <= B% THEN GOTO Label1 
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4.3.4. 論理演算子 
論理演算子は、比較演算式による複数条件評価やﾋﾞｯﾄ演算処理に使用され、式の評価結果は ”True” 又は 
“False” の何れかで返されます。論理演算子は、算術演算子、比較演算子の処理後に実行されます。 
 
下記の論理演算子が利用可能です。 
 

演算子 機能 例 
NOT 論理否定 IF NOT (A% = B%) THEN I+1 
AND 論理積 IF (A% = B%) AND (C% = D%)THEN I+1
OR 論理和 IF (A% = B%) OR (C% = D%)THEN I+1
XOR 排他的論理和 IF (A% = B%) XOR (C% = D%)THEN I+1

 
 

4.3.5. 演算子の優先順位 
下記に演算子の優先順位を示します。同一欄に列挙されている演算子は同じ優先順位となり、式中で同一優先順位

の演算子が複数使用されている場合は、現れる順序で左から右に評価されます。 
 

優先順位 演算子の種類 演算子 
高い 算術演算子 - べき乗演算子 ^ 
↓ 算術演算子 -乗算、除算演算子 *, ¥, / MOD 
↓ 算術演算子 -加算、減算演算子 +. - 
↓ 比較演算子 =, <>, > <, >=, <= 
↓ 論理演算子 AND, NOT, OR, XOR 
低い 代入演算子 = 
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4.4. ﾗﾍﾞﾙ 
Cipher BASICでは、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中の特定位置(行)にﾗﾍﾞﾙをつけることができます。ﾗﾍﾞﾙ名には、整数値又は英数字

が使用でき、英数字で命名されたﾗﾍﾞﾙ名には、必ず後ろにｺﾛﾝ(:)を付ける必要があります。下記に例を示します。 
 
GOTO 100 
….. 
100 PRINT “This is an integer label.” 
….. 
GOTO Label2 
….. 
Label2: PRINT “This is a character string label.” 
 

 ﾗﾍﾞﾙに使用できる整数値は、1~32,767の範囲です。ﾗﾍﾞﾙが整数値の場合は、後ろにｺﾛﾝ(:)を付ける必要はあ

りません。 
 ﾗﾍﾞﾙに使用できる文字列(英数字)は、49文字迄です。49文字を超えるﾗﾍﾞﾙ名は、切り詰められます。ﾗﾍﾞﾙが

文字列(英数字)の場合は、後ろにｺﾛﾝ(:)を付ける必要があります。 
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中で使用できるﾗﾍﾞﾙ数は、最大 1,000です。 

 
 

注意 
 Cipher BASICでは、最大 12,000行迄のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが開発可能です。(ﾄﾗｲｱﾙﾊﾞｰｼﾞｮﾝは、1,000行)  

 
 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 26 
Copyright © 2011 WELCOM DESIGN KK 

4.5. ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ 
Cipher BASIC では、他の BASIC 言語と同様にｻﾌﾞﾙｰﾁﾝを記述することができます。各ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝは、ﾕﾆｰｸ(重複し

ない)なﾗﾍﾞﾙ名を持ち、GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを使って呼び出すことができます。 
 
下記に例を示します。 
 
例 1) 
ON KEY(1) GOSUB KeyIn 
….. 
KeyIn: 

PRINT “F1 is pressed” 
RETURN 
 
例 2) 
GOSUB Calc 
….. 
ResultOfSubroutine: 
PRINT “The result was “; A 
 
Calc: 

A = B * C 
RETURN ResultOfSubroutine 
 

参考 
 RETURN ｽﾃｰﾄﾒﾝﾄの後ろにﾗﾍﾞﾙ名を指定することで、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの処理終了後、特定ﾗﾍﾞﾙ位置から処理を再開する

ことができます。 
 Cipher BASIC では、全ての変数がｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数として扱われるため、引数の受け渡しやｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ呼び出し前

に変数へ値を代入する必要はありません。 
 
 
ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝは再回帰型であるため、下記の例のように、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝが自身を再呼び出したり、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ内から別のｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

を呼び出すこともできます。但し、複雑なｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの呼び出しは、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを複雑にし、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾐｽや暴走の要因

となるため、お奨めできません。 
 
PRINT “Please enter a number(1-13):” 
INPUT N% 
FactResult! = 1 
Fact% = 1 
GOSUB Factorial 
PRINT N%, “!=”, FactResult 
 
Loop: 
 GOTO Loop 
 
Factorial: 
 IF Fact% < 1 THEN RETURN 
 FactResult! = FactResult! * Fact% 
 Fact% = Fact% -1 
 GOSUB Factorial 
RETURN 
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5. BASICﾘﾌｧﾚﾝｽ 
本章 BASIC ﾘﾌｧﾚﾝｽでは、Cipher BASIC がｻﾎﾟｰﾄするｺﾏﾝﾄﾞについて、それぞれ例を交えながら説明を行っていま

す。下記に説明の見方について説明します。 
 

適用機種 

使用できるきﾀｰﾐﾅﾙの機種名を記載しています。特に機種依存がない場合は、ALLと記載しています。 
 

目的 

使用目的を説明します。 
 

構文 

構文(書式)を説明します。説明は、下記の規則に従って表記されています。 
 
CAPS 大文字ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 
説明を行うｺﾏﾝﾄﾞ名を意味します。 実際にｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞを行う場合は、大文字/小文字の区別は行われないため、何れ

を入力しても正しくｺﾝﾊﾟｲﾙできます。 
 
Italics ｲﾀﾘｯｸ書体 
引数を意味します。 
 
[ ] 角ｶｯｺ 
省略可能な引数を意味します。 
 
{} 波ｶｯｺ 
必要に応じて繰り返し指定できる引数を意味します。 
 
| 垂直ﾊﾞｰ 
排他的引数を意味します。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾗﾑ中で、垂直ﾊﾞｰで区切られた引数の何れかを指定します。 
 

解説 

ｺﾏﾝﾄﾞの使用方法･引数･戻り値の解説などを記載します。 
 

使用例 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ例を記載します。 
 

関連項目 

関連するｺﾏﾝﾄﾞを記載します。 
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5.1. 一般的なｺﾏﾝﾄﾞ 

ABS  
適用機種 ALL 

目的 引数で与えられた数値の絶対値を返します。 

構文 REM Result%は結果を代入するための整数型変数です。 
 Result% = ABS(n) 

解説 引数 nには、整数値(整数型変数)又は実数値(実数型変数)を指定します。 

使用例 TimeDifference% = ABS(Time1% - Time2%) 

 

BIT_OPERATOR 
適用機種 ALL 

目的 ﾋﾞｯﾄ演算を行い結果を返します。 

構文 ‘ Result%は結果を代入するための整数型変数です。 
 Result% = BIT_OPERATOR(operator%,a,b) 

解説 引数 operator%には、ﾋﾞｯﾄ演算ﾀｲﾌﾟを 1~3の範囲で指定します。 
   1 : AND(論理積) 
   2 : OR(論理和) 
   3 : XOR(排他的論理和) 
 引数 aには、第 1引数として整数値(整数型変数)又は実数値(実数型変数)を指定します。 
 引数 bには、第 2引数として整数値(整数型変数)又は実数値(実数型変数)を指定します。 

使用例 Result& = BIT_OPERATOR(2, 1100,1000) 

 

DIM 
適用機種 ALL 

目的 配列変数を宣言し、ﾒﾓﾘ領域を確保します。 

構文 DIM Array(range, {, range}), {,Array(range, {, range})} 

解説 引数 rangeには、配列要素数を整数値(整数型変数)で指定します。 
 配列変数の宣言を行うと、全ての配列要素は 0又は空文字列で初期化されます。 
 2次元までの配列変数が宣言可能です。 

使用例 DIM Array1(10), ArrayB&(20), ArrayC$(30, 10) 

 

GOSUB 
適用機種 ALL 

目的 ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝをｺ-ﾙします。 

構文 GOSUB SubName 

解説 引数 SubNameには、ｺｰﾙしたいｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ名(ﾗﾍﾞﾙ名)を指定します。  

使用例 GOSUB DoIt 
 … 
 … 
 DoIt: 
   PRINT “Now I’ve done it!” 
 RETURN 
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GOTO 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾗﾍﾞﾙへ処理をｼﾞｬﾝﾌﾟします。 

構文 GOTO LineLabel 

解説 引数 LineLabelには、処理をｼﾞｬﾝﾌﾟしたいﾗﾍﾞﾙ名を指定します。  

使用例 Loop: 
 … 
 … 
 GOTO Loop 

 

INT 
適用機種 ALL 

目的 引数で与えられた値に等しいか、それより小さい一番近い整数値を返します 

構文 ‘ Result%は結果を代入するための整数型変数です。 
 Result% = INT(n%) 

解説 引数 n% には、小数点を含む数値を指定します。  

使用例 Result% = INT(-2.86)  ‘ Result% = -3 
 Result% = INT(2.86)  ‘ Result% = 2 

 

REM 
適用機種 ALL 

目的 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中にｺﾒﾝﾄを入れます。 

構文 REM remark 
 ‘ remark 

解説 ｺﾝﾊﾟｲﾗは、REMに続く文字列を全てｺﾒﾝﾄとして解釈し、無視します。REMは、ｱﾎﾟｽﾄﾛﾌｨｰ(‘)で代 
 用することが可能です。 

使用例 REM これはｺﾒﾝﾄです 
 ‘ This is a comment 

 

SET_PRECISION 
適用機種 ALL 

目的 実数の小数点以下の精度を設定します。 

構文 SET_PRECISION(n%) 

解説 引数 n% には、小数点以下の精度を表す 0~6の値を指定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、2です。 

使用例 PI! = 3.14159 
 PRINT “PI = “,PI!  ‘ PI = 3.14 (ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ精度 2桁) 
 SET_PRECISION(6) 
 PRINT “PI = “,PI!  ‘ PI = 3.141590 (精度 6桁) 
 SET_PRECISION(3) 
 PRINT “PI = “,PI!  ‘ PI = 3.141 (精度 3桁) 
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SGN 
適用機種 ALL 

目的 引数で与えられた値を評価し、符号を数値で返します。 

構文 ‘ Result%は結果を代入するための整数型変数です。 
 Result% = SGN(n%) 

解説 引数 n% には、整数値(整数型変数)を指定します。 
 引数で与えられた値を評価し、下記の数値を返します。 
 
   1 : 0より大きい(ﾌﾟﾗｽの値) 
   0 : 0である 
   -1 : 0より小さい(ﾏｲﾅｽの値) 

使用例 Result1% = SGN(100)  ‘ Result1% = 1 
 Result2% = SGN(-1.5)  ‘ Result1% = -1 
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5.2. 条件処理ｺﾏﾝﾄﾞ 

IF … THEN … [ELSE] END IF 
適用機種 ALL 

目的 条件に応じて、処理を行います。 

構文 IF Condition THEN 
   Action1 
 [ELSE 
   Action2] 
 END IF 

解説 Conditionには、比較演算子を含む条件式を指定します。 
 Action1には、Conditionが真(True)の場合に行う処理を記述します。 
 Action2には、Conditionが偽(False)の場合に行う処理を記述します。 

使用例 IF Data1% > Data2% THEN 
   Temp% = Data1% 
 ELSE 
   Temp% = Data2% 

 

IF … THEN … {ELSE IF …} [ELSE] END IF 
適用機種 ALL 

目的 条件(複数条件)に応じて、処理を行います。 

構文 IF Condition1 THEN 
   ActionBlock1 
 {ELSE IF Condition2 THEN 
   ActionBlock2} 
 [ELSE 
   ActionBlockN] 
 END IF 

解説 Condition1及び Condition2には、比較演算子を含む条件式を指定します。 
 ActionBlock1には、Condition1が真(True)の場合に行う処理を記述します。 
 ActionBlock2には、Condition2が真(True)の場合に行う処理を記述します。 
 ActionBlockNには、全ての Conditionが偽(False)の場合に行う処理を記述します。 

使用例 IF LEFT$(String1$,1) = ”A” THEN 
   PRINT “String1 is led by A.” 
 ELSE IF LEFT$(String1$,1) = ”B” THEN 
   PRINT “String1 is led by B.” 
 ELSE 
   PRINT “String1 is not led by A nor B.” 
 END IF 
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ON … GOSUB … 
適用機種 ALL 

目的 値によってｻﾌﾞﾙｰﾁﾝをｺｰﾙします。 

構文 ON n% GOSUB SubName {, SubName} 

解説 引数 n% には、整数値(整数型変数)を指定します。 
 値が 1の場合は、1つ目のｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ、2の場合は、2つ目のｻﾌﾞﾙｰﾁﾝという具合に、値によって指定 
 されているｻﾌﾞﾙｰﾁﾝをｺｰﾙします。値が 0の場合及び指定されているｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの数より大きい場合は 
 ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝはｺｰﾙせず、次の行に処理を移します。 

使用例 PRINT Input a number(1-9):” 
 INPUT Num% 
 CLS 
 ON Num% GOSUB 100, 100, 100, 200, 200, 300, 400, 400, 400 
 … 
 100 
   PRINT “Numer 1-3 is input” 
 RETURN 
  
 200 
   PRINT “Numer 4-5 is input” 
 RETURN 
  
 300 
   PRINT “Numer 6 is input” 
 RETURN 
 
 400 
   PRINT “Numer 7-9 is input” 
 RETURN 
 … 
 

ON … GOTO … 
適用機種 ALL 

目的 値によって指定ﾗﾍﾞﾙへ処理をｼﾞｬﾝﾌﾟします。 

構文 ON n% GOTO LineLabel {, LineLabel} 

解説 引数 n% には、整数値(整数型変数)を指定します。 
 値が 1の場合は、1つ目のﾗﾍﾞﾙ、2の場合は、2つ目のﾗﾍﾞﾙという具合に、値によって指定 
 されているﾗﾍﾞﾙへｼﾞｬﾝﾌﾟｬﾝﾌﾟします。値が 0の場合及び指定されているﾗﾍﾞﾙの数より大きい場合 
 はﾗﾍﾞﾙへのｼﾞｬﾝﾌﾟは行わず、次の行に処理を移します。 

使用例 PRINT Input a number(1-9):” 
 INPUT Num% 
 CLS 
 ON Num% GOTO 100, 100, 100, 200, 200 
 … 
 100 
   PRINT “Numer 1-3 is input” 
   GOTO FIN 
  
 200 
   PRINT “Numer 4-5 is input” 
   GOTO FIN 
  
 FIN: 
   PRINT “FIN” 
 … 
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5.3. ﾙｰﾌﾟ処理ｺﾏﾝﾄﾞ 
Cipher Basicでは、FOR…NEXTと WHILE…WENDの 2つのﾙｰﾌﾟ処理ｺﾏﾝﾄﾞが使用でき、10層迄のﾈｽﾄが行えます。 
 

EXIT 
適用機種 ALL 

目的 FOR…NEXTや WHILE…WEND ﾙｰﾌﾟ処理から抜けだします。 

構文 EXIT 

解説 EXIT ｺﾏﾝﾄﾞはﾙｰﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ内のどこにでも記述可能です。 

使用例 DataCount% = TRANSACTION_COUNT 
 FOR Counter% = 1 TO DataCount% 
   Data$ = GET_TRANSACTION_DATA$(Counter%) 
   HostCommand$ = READ_COM$(1) 
   IF HostCommand$ = “STOP” THEN EXIT 
   WRITE_COM(1,Data$) 
 NEXT 

 

FOR … NEXT 
適用機種 ALL 

目的 FOR…NEXTで囲まれたｺﾏﾝﾄﾞﾌﾞﾛｯｸを指定回数実行します。 

構文 FOR n% = startvalue TO endvalue [STEP step] 
   [COMMAND BLOCK] 
 NEXT 

解説 n%は、ﾙｰﾌﾟｶｳﾝﾀｰとなる整数型変数です。 
 startvalueには、ﾙｰﾌﾟｶｳﾝﾀｰの初期値を指定します。 
 endvalueには、ﾙｰﾌﾟｶｳﾝﾀｰの最終値を指定します。 
 stepには、ﾙｰﾌﾟｶｳﾝﾀｰの増分値を指定します。省略が可能で、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値は 1です。ﾏｲﾅｽの値を 
 指定することもできます。 
  
 指定された最終値に達するか、それを超えるとﾙｰﾌﾟ処理を終了し、NEXTに続くｺﾏﾝﾄﾞに処理が移 
 ります。EXIT ｺﾏﾝﾄﾞを実行した場合も、ﾙｰﾌﾟ処理を終了し、NEXTに続くｺﾏﾝﾄﾞに処理が移ります。 
 

使用例 DataCount% = TRANSACTION_COUNT 
 FOR Counter% = 1 TO DataCount% 
   Data$ = GET_TRANSACTION_DATA$(Counter%) 
   WRITE_COM(1,Data$) 
 NEXT 
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WHILE … WEND 
適用機種 ALL 

目的 WHILE…WENDで囲まれたｺﾏﾝﾄﾞﾌﾞﾛｯｸを条件が真(True)の間実行します。 

構文 WHILE condition 
   [COMMAND BLOCK] 
 WEND 

解説 conditionには、比較演算子を含む条件式を指定します。 
  
 conditionで指定された条件式が偽(False)になると、ﾙｰﾌﾟ処理を終了し、WENDに続くｺﾏﾝﾄﾞ 
 に処理が移ります。EXIT ｺﾏﾝﾄﾞを実行した場合も、ﾙｰﾌﾟ処理を終了し、WENDに続くｺﾏﾝﾄﾞに処理 
 が移ります。 
 

使用例 WHILE TRANSACTION_COUNT > 0 
   Data$ = GET_TRANSACTION_DATA$(1) 
   WRITE_COM(1,Data$) 
   DEL_TRANSACTION_DATA(1) 
 NEXT 
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5.4. 文字列処理ｺﾏﾝﾄﾞ 
Cipher BASICでは、NULLから最大 250 ﾊﾞｲﾄの可変長文字列を取り扱うことができます。 
 
 

5.4.1. 文字列の結合 
文字列の結合は、ﾌﾟﾗｽ(+)演算子で行います。下記に例を示します。 
 
 A$ = ”ABC” 
 Data$ = “123”+A$+”321” 
 PRINT Data$   ‘ Data$ = “123ABC321” 
 
 

5.4.2. 文字列の比較 
文字列の比較は、比較演算子で行います。 
 
1 文字を比較する場合は、その文字の ASCII 値を元に比較が行われます。例えば、”B”>”A”という評価式は、

42hex>41hexと解釈され、真(True)となります。 
 
2 文字以上の文字列を比較する場合、先頭から順に ASCII 値を元に比較が行われ、結果が導かれます。例え

ば、”aaabaa”>”aaaaaaaa”という評価式の場合、最初の 3 文字までは同じとなり、4 文字目の”b”が”a”より大

きいため、結果は、真(True)となります。 
 
文字列の長さが同じで内容にも全く相違が無い場合は、2つの文字列は等しい(ｲｺｰﾙ)という評価になりますが、文

字列の長さが異なる場合は、長い方の文字列が大きいという評価になります。例えば、”aaaaaaaa”>”aaaaa”
と”abc”=”abc”という評価式は、何れも真(True)となります。 
 
文字列の先頭及び後方にある空白(ｽﾍﾟｰｽ)は、文字列を比較する上で重要な意味を持ちます。例えば、” ABC”
は”ABC”より小さいと評価されます。これは、先頭の空白(20hex)が A(41hex)より小さいためです。また、逆

に”ABC “は”ABC”より大きいと評価されます。 
 
 

5.4.3. 文字列の長さ 

LEN 
適用機種 ALL 

目的 文字列の長さを取得します。 

構文 ‘ Result%は結果を代入するための整数型変数です。 
 Result% = LAN(x$) 

解説 引数 x$には、文字列(文字列型変数)を指定します。 
 引数で与えられた文字列の長さ(桁数)を返します。ｽﾍﾟｰｽや制御ｷｬﾗｸﾀなどもｶｳﾝﾄされます。 

使用例 String1$ = “ab c de” 
 Result% = LEN(String1$)  ‘ Result% = 7(ｽﾍﾟｰｽを含む) 
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5.4.4. 文字列の検索 

INSTR 
適用機種 ALL 

目的 指定文字列を検索し、結果を返します。 

構文 ‘ Result%は結果を代入するための整数型変数です。 
 Result% = INSTR$([n%],x$,y$) 

解説 引数 n%に文字列検索を開始したい位置を 1~255の範囲で指定します。省略した場合、1桁目か 
 ら検索されます。 
 引数 x$には、検索対象となる元の文字列(文字列型変数)を指定します。 
 引数 y$には、検索を行う文字列(文字列型変数)を指定します。 
 
 x$の中に y$が見つかった場合 
 y$が見つかった先頭位置が返されます。 
 n%が x$の長さより大きい又は x% が Nullの場合(y$が見つからない) 
 0が返されます。 
 y$ が Nullの場合 
 n%が返されます。n%が省略されている場合は、1が返されます。 

使用例 String1$ = “11025John Thomas, Accounting Manager” 
 String2$ = “,” 
 Name$ = MID$(String1$,6,INSTR(String1$,String2$)-6) ‘ John Thomas 

 
 

5.4.5. 文字列の抽出･編集 

LEFT$ 
適用機種 ALL 

目的 文字列の左から指定桁数を抽出します。 

構文 ‘ Result$は結果を代入するための文字列型変数です。 
 Result$ = LEFT$(x$,n%) 

解説 引数 x$には、抽出対象となる元の文字列(文字列型変数)を指定します。 
 引数 n%には、抽出したい桁数を 0～255の範囲で指定します。 
 
 n%が x$の長さより大きい場合 
 X$全てが返されます。 
 n%が 0の場合 
 長さ 0の Null文字列が返されます。 

使用例 String1$ = “11025John Thomas, Accounting Manager” 
 Id$ = LEFT$(String1$,5) ‘ 11025 
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MID$ 
適用機種 ALL 

目的 文字列の指定開始位置から指定桁数を抽出します。 

構文 ‘ Result$は結果を代入するための文字列型変数です。 
 Result$ = MID$(x$,n%[,m%]) 

解説 引数 x$ には、抽出対象となる元の文字列(文字列型変数)を指定します。 
 引数 n%には、抽出を開始したい位置を 0～255の範囲で指定します。 
 引数 m%には、抽出をしたい桁数を 0～255の範囲で指定します。省略した場合は、指定開始位置 
 以降全てを抽出します。 
 
 m%が省略又は開始位置以降の残桁数が m%よりも小さい場合 
 開始位置以降の全てが返されます。 
 m%が 0又は n%が文字列の桁数より大きい場合 
 長さ 0の Null文字列が返されます。 

使用例 String1$ = “11025John Thomas, Accounting Manager”  
 String2$ = “,” 
 Name$ = MID$(String1$,6,INSTR(String1$,String2$)-6) ‘ John Thomas 

 

RIGHT$ 
適用機種 ALL 

目的 文字列の右から指定桁数を抽出します。 

構文 ‘ Result$は結果を代入するための文字列型変数です。 
 Result$ = RIGHT$(x$,n%) 

解説 引数 x$には、抽出対象となる元の文字列(文字列型変数)を指定します。 
 引数 n%には、抽出したい桁数を 0～255の範囲で指定します。 
 
 n%が x$の長さより大きい場合 
 X$全てが返されます。 
 n%が 0の場合 
 長さ 0の Null文字列が返されます。 

使用例 String1$ = “11025John Thomas, Accounting Manager” 
 Id$ = RIGHT$(String1$,7) ‘ Manager 

 

TRIM_LEFT$ 
適用機種 ALL 

目的 文字列の前方にあるｽﾍﾟｰｽを除去します。 

構文 ‘ Result$は結果を代入するための文字列型変数です。 
 Result$ = TRIM_LEFT$(x$) 

解説 引数 x$には、ｽﾍﾟｰｽを除去したい元の文字列(文字列型変数)を指定します。 

使用例 String1$ = “   Hello World!” 
 Result$ = TRIM_LEFT$(String1$) ‘ Hello World! 
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TRIM_RIGHT$ 
適用機種 ALL 

目的 文字列の後方にあるｽﾍﾟｰｽを除去します。 

構文 ‘ Result$は結果を代入するための文字列型変数です。 
 Result$ = TRIM_RIGHT$(x$) 

解説 引数 x$には、ｽﾍﾟｰｽを除去したい元の文字列(文字列型変数)を指定します。 

使用例 String1$ = “Hello World!   ” 
 Result$ = TRIM_RIGHT$(String1$) ‘ Hello World! 

 
 

5.4.6. 文字列の変換 

ASC 
適用機種 ALL 

目的 文字(文字列の 1文字目)を ASCII ｺｰﾄﾞ(10進数)に変換します。 

構文 ‘ Result%は結果を代入するための整数型変数です。 
 Result% = ASC(x$) 

解説 引数 x$には、変換を行いたい文字列(文字列型変数)を指定します。 

使用例 String1$ = “John Thomas” 
 Result% = ASC(String1) ‘ 74 

 

CHR$ 
適用機種 ALL 

目的 数値(ASCII ｺｰﾄﾞ)を文字に変換します。 

構文 ‘ Result$は結果を代入するための文字型変数です。 
 Result$ = CHR$(n%) 

解説 引数 n%には、変換を行いたい整数値(整数型変数)を指定します。 

使用例 Result$ = CHR$(64)  ‘ A 

 

HEX$ 
適用機種 ALL 

目的 数値を 16進数(文字列)に変換します。 

構文 ‘ Result$は結果を代入するための文字型変数です。 
 Result$ = HEX$(n%) 

解説 引数 n%には、変換を行いたい整数値を 0~2,147,483,647の範囲で指定します。 

使用例 Result$ = HEX$(140)  ‘ 8C 
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LCASE$ 
適用機種 ALL 

目的 文字列を大文字から小文字に変換します。 

構文 ‘ Result$は結果を代入するための文字型変数です。 
 Result$ = LCASE$(n%) 

解説 引数 n%には、変換を行いたい文字列(文字列型変数)を指定します。 

使用例 Result$ = LCASE$(“John Thomas”) ‘ john thomas 

 

OCT$ 
適用機種 ALL 

目的 数値を 8進数(文字列)に変換します。 

構文 ‘ Result$は結果を代入するための文字型変数です。 
 Result$ = OCT$(n%) 

解説 引数 n%には、変換を行いたい整数値を 0~2,147,483,647の範囲で指定します。 

使用例 Result$ = OCT$(24)   ‘ 30 

 

STR$ 
適用機種 ALL 

目的 数値を文字列に変換します。 

構文 ‘ Result$は結果を代入するための文字型変数です。 
 Result$ = STR$(n%) 

解説 引数 n%には、変換を行いたい整数値(整数型変数)を指定します。 

使用例 Result$ = STR$(123456)  ‘ 123456 

 

UCASE$ 
適用機種 ALL 

目的 文字列を小文字から大文字に変換します。 

構文 ‘ Result$は結果を代入するための文字型変数です。 
 Result$ = UCASE$(x$) 

解説 引数 x$には、変換を行いたい文字列(文字列型変数)を指定します。 

使用例 Result$ = LCASE$(“John Thomas”) ‘ JOHN THOMAS 
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VAL 
適用機種 ALL 

目的 文字列を数値に変換します。 

構文 ‘ Result&は結果を代入するための長整数型変数(又は整数型変数)です。 
 Result& = VAL(x$) 

解説 引数 x$には、変換を行いたい文字列(文字列型変数)を指定します。尚、指定した文字列の 1文 
 字目が数字でない場合は、0を返します。 
 
 VAL ｺﾏﾝﾄﾞは、先頭にあるｽﾍﾟｰｽやﾀﾌﾞ、ﾗｲﾝﾌｨｰﾄﾞを無視します。 
 取り扱える数値の範囲は、-2,147,483,648~2,147,483,647 です。 

使用例 ON HOUR＿SHARP GOSUB OnHourAlarm 
 … 
 OnHourAlarm: 
   Hour% = VAL(LEFT$(TIME$,2)) 
   FOR Counter% = 1 TO Hour% 
    BEEP(800,50) 
    WAIT(200) 
   NEXT 
 RETURN 

 

VALR 
適用機種 ALL 

目的 文字列を実数に変換します。 

構文 ‘ Result!は結果を代入するための実数型変数です。 
 Result! = VAL(x$) 

解説 引数 x$には、変換を行いたい文字列(文字列型変数)を指定します。 
 変換後の精度は、SET_PRECISION ｺﾏﾝﾄﾞによる設定に依存します。 

使用例 A! = VAR(“1213.45”)  
 PRINT “A = ”,A!  ‘ A = 123.45 

 
 

5.4.7. 文字列の生成 

STRING$ 
適用機種 ALL 

目的 指定の文字(又は ASCII ｺｰﾄﾞ(10進数))を指定数生成します。 

構文 ‘ Result$は結果を代入するための文字列型変数です。 
 Result$ = STRING$(n%, j%) 
 Result$ = STRING$(n%, x$) 

解説 引数 n%には、繰り返し生成したい文字の数を 0～255の範囲で指定します。 
 引数 j%には、生成したい文字の ASCII ｺｰﾄﾞ(10進数)を指定します。 
 引数 x$には、生成したい文字を指定します。 

 

使用例 IDX_LENGTH% = 20 
 ‘ 文字数が 20桁になるようｽﾍﾟｰｽを後方に追加 
 Data$ = Name$ + STRING$(IDX_LENGTH-LEN(Name$),” ”) 
 ADD_RECORD(1,Data$) 
 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 41 
Copyright © 2011, WELCOM DESIGN KK 

5.5. ｲﾍﾞﾝﾄ処理ｺﾏﾝﾄﾞ 
Cipher BASICでは、ｷｰによるｲﾍﾞﾝﾄやｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄによるｲﾍﾞﾝﾄなどに対応した幾つかの割り込みｲﾍﾞﾝﾄｺﾏﾝﾄﾞが用意さ

れています。ｲﾍﾞﾝﾄ処理では、ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞと割り込みの 2通りのｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ方法が利用できます。 
 
ｲﾍﾞﾝﾄﾎﾟｰﾘﾝｸﾞでは、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中の適切なﾎﾟｲﾝﾄでｲﾍﾞﾝﾄﾄﾘｶﾞとなる条件を常に監視する方法が取られます。例えば、下

記の例では、ｷｰ入力を監視し、何らかのｷｰ入力が行われるまでﾙｰﾌﾟ処理が繰り返されます。 
 
 LOOP: 
  KeyData$ = INKEY 
  IF KeyData$ = ”” THEN GOTO LOOP 
  … 
 
ｲﾍﾞﾝﾄﾎﾟｰﾘﾝｸﾞは、予期可能なｲﾍﾞﾝﾄ処理をｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞする際には、使い勝手の良い手法です。しかし、予期できないｲ

ﾍﾞﾝﾄの場合は、ﾙｰﾌﾟ処理によるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断を行う必要がない割り込みｲﾍﾞﾝﾄによる手法が有用となります。例えば、

下記の例では、F1 ｷｰが押されると割り込みが発生し、いつでも Key_F1 ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝに処理が移ります。 
 
 ON KEY(1) GOSUB Key_F1 
 … 
 Key_F1: 
  … 
 RETURN 
 
 

5.5.1. 割り込みｲﾍﾞﾝﾄ 

OFF ALL 
適用機種 ALL 

目的 全ての割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 

構文 OFF ALL 

解説 全ての割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 
 再度、割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にしたい場合は、該当の ON xxx GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。 

使用例 ON READER(1) GOSUB BcrData_1 
 ON KEY(1) GOSUB KeyData_1 
 … 
 IF BACKUP_BATTRY < BATTERY_LOW% THEN 
   OFF ALL 
   BEEEP(2000, 30) 
   CLS 
   PRINT “Backup Battery LOW!!” 
   Loop: 
    GOTO Loop 
 END IF 
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OFF COM 
適用機種 ALL 

目的 COM割り込みｲﾍﾞﾝﾄを終了します。 

構文 OFF COM(n%) 

解説 指定 COM ﾎﾟｰﾄの COM割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 
 再度、COM割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にしたい場合は、ON COM GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。 
 引数 n%には、COM ﾎﾟｰﾄ番号を指定します。各ﾀｰﾐﾅﾙで有効な COM ﾎﾟｰﾄ番号は、下記の通りです。 
 
 ﾀｰﾐﾅﾙ型式   COM ﾎﾟｰﾄ番号 
 8000/8300 ｼﾘｰｽﾞ  1~2 
 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽ 1~2, 5 
 8500 ｼﾘｰｽﾞ  1~4 

使用例 ON COM(1) GOSUB HostCommand 
 … 
 HostCommand_1: 
   OFF COM(1)  ‘ ﾃﾞｰﾀ処理中は COM割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効に設定 
   … 
   ON COM(1) GOSUB HostCommand 
 RETURN 

 

OFF ESC 
適用機種 ALL 

目的 ESC割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 

構文 OFF ESC 

解説 ESC割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 
 再度、ESC割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にしたい場合は、ON ESC GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。 

使用例 ON ESC GOSUB Key_Esc 
 … 
 Key_Esc: 
   OFF ESC  
   … 
   ON ESC GOSUB Key_Esc 
 RETURN 

 

OFF HOUR_SHARP 
適用機種 ALL 

目的 HOUR_SHARP割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 

構文 OFF HOUR_SHARP 

解説 HOUR_SHARP割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 
 再度、HOUR_SHARP割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にしたい場合は、ON HOUR_SHARP GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実 
 行します。 

使用例 OFF HOUR_SHARP 
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OFF KEY 
適用機種 8500 

目的 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 

構文 OFF KEY(n%) 

解説 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 
 再度、ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にしたい場合は、ON KEY GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。 
 引数 n%には、ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ番号を 1~12の範囲で指定します。 
 

使用例 ON KEY(1) GOSUB On_Shift 
 ON KEY(2) GOSUB Off_Shift 
 … 
 On_Shift: 
   OFF KEY(1) 
   Mode$ = “IN” 
   GOSUB Progress 
   ON KEY(1) GOSUB On_Shift 
 RETURN 
 … 

 

OFF KEY 
適用機種 8000/8200/8300/8400/8700 

目的 ｷｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 

構文 OFF KEY(n%) 
 OFF KEY(256 + keycode%) 

解説 ｷｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 
 再度、ｷｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にしたい場合は、ON KEY GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。 
 引数 n%には、ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ番号を 1~12の範囲で指定します。これらは、それぞれﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ F1~F12 
 に対応します。その他のｷｰを指定する場合は、もう 1つの構文を利用し、引数 keycode%に、ｷｰ 
 ｺｰﾄﾞを指定します。ｷｰｺｰﾄﾞは、｢補足 5. ｷｰｺｰﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ｣を参照ください。 

使用例 ON KEY(1) GOSUB Key1Event  ‘ F1 ｷｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄ 
 ON KEY(256 + 144) GOSUB Key13Event ‘ F13(ｷｰｺｰﾄﾞ 144)ｷｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄ 
 … 
 Key1Event: 
   OFF KEY(1) 
   PRINT “KEY1 is pressed” 
   ON KEY(1) GOSUB Key1Event 
 RETURN 
 

 Key13Event: 
   OFF KEY(256 + 144) 
   PRINT “KEY13 is pressed” 
   ON KEY(256 + 144) GOSUB Key1Event 
 RETURN 
 … 
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OFF MINUTE_SHARP 
適用機種 ALL 

目的 MINUTE_SHARP割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 

構文 OFF MINUTE_SHARP 

解説 MINUTE_SHARP割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 
 再度、MINUTE_SHARP割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にしたい場合は、ON MINUTE_SHARP GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞ 
 を実行します。 

使用例 OFF MINUTE_SHARP 

 

OFF READER 
適用機種 ALL 

目的 ﾘｰﾀﾞ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 

構文 OFF READER(n%) 

解説 ﾘｰﾀﾞ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 
 再度、ﾘｰﾀﾞ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にしたい場合は、ON READER GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。 
 引数 n%には、ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ番号を指定します。通常は、1です。 

使用例 ON READER(1) GOSUB BcrData1 
 … 
 BcrData1: 
   OFF READER(1) 
   BEEP(2000, 5) 
   Data$ = GET_READER_DATA$(1) 
   CLS 
   PRINT Data$ 
   … 

 

OFF TCPIP 
適用機種 ALL 

目的 TCP/IP割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 

構文 OFF TCPIP 

解説 TCP/IP割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 
 再度、TCP/IP割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にしたい場合は、ON TCPIP GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。 

使用例 OFF TCPIP 
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OFF TIMER 
適用機種 ALL 

目的 ﾀｲﾏｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 

構文 OFF TIMER(n%) 

解説 ﾀｲﾏｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 
 再度、ﾀｲﾏｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にしたい場合は、ON TIMER GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。 
 引数 n%には、ﾀｲﾏｰ IDを 1~5の範囲で指定します。 

使用例 ON TIMER(1, 200) GOSUB ClearScreen 
 … 
 ClearScreen: 
   OFF TIMER(1) 
   CLS 
   … 
 RETURN 

 

OFF TOUCH SCREEN 
適用機種 8500/8700 

目的 ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 

構文 OFF TOUCHSCREEN 

解説 ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 
 再度、ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にしたい場合は、ON TOUCHSCREEN GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行し 
 ます。 

使用例 OFF TOUCHSCREEN 

 

ON COM ... GOSUB … 
適用機種 ALL 

目的 COM割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にします。 

構文 ON COM(n%) GOSUB SubName 

解説 引数 n%には、COM ﾎﾟｰﾄ番号を指定します。 
 引数 SubNameには、処理を移したいｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ名を指定します。 

使用例 ON COM(1) GOSUB HostCommand 
 … 
 HostCommand: 
   OFF COM(1) 
   … 
   ON COM(1) GOSUB HostCommand 
 RETURN 
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ON ESC GOSUB … 
適用機種 ALL 

目的 ESC ｷｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にします。 

構文 ON ESC GOSUB SubName 

解説 引数 SubNameには、処理を移したいｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ名を指定します。 

使用例 ON ESC GOSUB ESC_Key 
 … 
 ESC_Key: 
   OFF ESC 
   … 
   ON ESC GOSUB ESC_Key 
 RETURN 

 

ON HOUR_SHARP GOSUB … 
適用機種 ALL 

目的 HOUR_SHARP割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にします。 

構文 ON HOUR_SHARP GOSUB SubName 

解説 引数 SubNameには、処理を移したいｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ名を指定します。 
 この割り込みｲﾍﾞﾝﾄは、ﾀｰﾐﾅﾙ内蔵のｼｽﾃﾑｸﾛｯｸの時刻(時)が変わると発生します。 

使用例 ON HOUR_SHARP GOSUB OnHourAlarm 
 … 
 OnHourAlarm: 
   CurrentTime$ = TIME$ 
   Hour% = VAL(LEFT$(CurrentTime$, 2)) 
   FOR I = TO Hour% 
    BEEP(800, 10, 0, 10) 
    WAIT(100) 
   NEXT I 
   ON HOUR_SHARP GOSUB OnHourAlarm 
 RETURN 

 

ON KEY … GOSUB … 
適用機種 8500 

目的 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にします。 

構文 ON KEY(n%) GOSUB SubName 

解説 引数 n%には、ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ番号を 1~12の範囲で指定します。 
 引数 SubNameには、処理を移したいｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ名を指定します。 
 指定したﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰが押下されると、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝをｺｰﾙします。 

使用例 ON KEY(1) GOSUB On_Shift 
 ON KEY(2) GOSUB Off Shift 
 … 
 On_Shift: 
   Mode$ = “IN” 
 RETURN 
  
 Off_Shift: 
   Mode$ = “OUT” 
 RETURN 
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ON KEY … GOSUB … 
適用機種 8000/8200/8300/8400/8700 

目的 ｷｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にします。 

構文 ON KEY(n%) GOSUB SubName 
 ON KEY(256 + n%) GOSUB SubName 

解説 引数 n%には、ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ番号を 1~12の範囲で指定します。これらは、それぞれﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ F1~F12 
 に対応します。その他のｷｰを指定する場合は、もう 1つの構文を利用し、引数 keycode%に、ｷｰ 
 ｺｰﾄﾞを指定します。ｷｰｺｰﾄﾞは、｢補足 5. ｷｰｺｰﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ｣を参照ください。 
 引数 SubNameには、処理を移したいｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ名を指定します。 
 指定したｷｰが押下されると、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝをｺｰﾙします。 

使用例 ON KEY(1) GOSUB Key1Event  ‘ F1 ｷｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄ 
 ON KEY(256 + 144) GOSUB Key13Event ‘ F13(ｷｰｺｰﾄﾞ 144)ｷｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄ 
 … 
 Key1Event: 
   OFF KEY(1) 
   PRINT “KEY1 is pressed” 
   ON KEY(1) GOSUB Key1Event 
 RETURN 
 

 Key13Event: 
   OFF KEY(256 + 144) 
   PRINT “KEY13 is pressed” 
   ON KEY(256 + 144) GOSUB Key1Event 
 RETURN 
 … 

 

ON MINUTE_SHARP GOSUB … 
適用機種 ALL 

目的 MINUTE_SHARP割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にします。 

構文 ON MINUTE_SHARP GOSUB SubName 

解説 引数 SubNameには、処理を移したいｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ名を指定します。 
 この割り込みｲﾍﾞﾝﾄは、ﾀｰﾐﾅﾙ内蔵のｼｽﾃﾑｸﾛｯｸの時刻(分)が変わると発生します。 

使用例 ON MINUTE_SHARP GOSUB CheckTime 
 … 
 CheckTime: 
   CurrentTime$ = TIME$ 
   Minute% = VAL(MID$(CurrentTime$, 3, 2)) 
   IF Minute% = 30 THEN GOSUB HalfHourAlarm 

 RETURN 
 … 

 HalfHourAlarm: 

   BEEP(800, 30) 
   WAIT(100) 
 RETURN 
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ON POWER_ON GOSUB … 
適用機種 ALL 

目的 POWER_ON割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にします。 

構文 ON POWER_ON GOSUB SubName 

解説 引数 SubNameには、処理を移したいｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ名を指定します。 
 この割り込みｲﾍﾞﾝﾄは、ﾀｰﾐﾅﾙの電源をｵﾌした後、再度電源ｷｰが押されると発生します。 

使用例 ON POWER_ON GOSUB RESUME_ON 
 … 
 Main1: 
   … 
   PWR_INDEX1& = PWR_INDEX& 
   PRINT “[POWER ON]”, PWR_INDEX1& 

 RETURN 
  

 Main2: 

   IF PWR_INDEX& > PWR_INDEX1& THEN 
    GOTO Main1 
   END IF 
   … 
   GOTO MAIN2 
 
 Resume_On: 
   PWR_INDEX& = PWR_INDEX& + 1 
   WAIT(100) 
 RETURN 

 

ON READER GOSUB … 
適用機種 ALL 

目的 ﾘｰﾀﾞ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にします。 

構文 ON READER(n%) GOSUB SubName 

解説 引数 n%には、ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ番号を指定します。通常、ﾀｰﾐﾅﾙの場合、1となります。 
 引数 SubNameには、処理を移したいｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ名を指定します。 
 この割り込みｲﾍﾞﾝﾄは、ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄでﾃﾞｰﾀを受信すると発生します。 

使用例 ON READER(1) GOSUB BcrData_1 
 … 
 BcrData_1: 
   OFF READER(1) 
   BEEP(2000, 5) 
   Data$ = GET_READER_DATA$(1) 
   … 
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ON TCPIP GOSUB … 
適用機種 ALL 

目的 TCP/IP割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にします。 

構文 ON TCPIP GOSUB SubName 

解説 引数 SubNameには、処理を移したいｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ名を指定します。 
 この割り込みｲﾍﾞﾝﾄは、TCP/IP接続でﾃﾞｰﾀを受信した場合、又は、ｴﾗｰが発生した場合に発生し 
 ます。 

使用例 ON TCPIP GOSUB TCPIP_Trigger 
 … 
 TCPIP_Trigger: 
   MSG% = GET_TCPIP_MESSAGE 
   … 
 

参考 
 TCP/IP接続ｽﾃｰﾀｽの確認には、GET_TCPIP_MESSAGE ｺﾏﾝﾄﾞを使用します。 

 

ON TIMER … GOSUB … 
適用機種 ALL 

目的 ﾀｲﾏｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にします。 

構文 ON TIMER(n%, durtation%) GOSUB SubName 

解説 引数 n%には、使用するﾀｲﾏｰ番号を指定します。ﾀｲﾏｰは、1~5の 5つが用意されています。 
 引数 duration%には、ﾀｲﾏｰ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを発生させる間隔を 10 ﾐﾘ秒単位で指定します。 
 引数 SubNameには、処理を移したいｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ名を指定します。 

使用例 ON TIMER(1, 200) GOSUB ClearScreen ‘ Timer(1) 2 秒 
 … 
 ClearScreen: 
   OFF TiMER(1) 
   CLS 
 RETURN 

 

ON TOUCHSCREEN … GOSUB … 
適用機種 8500/8700 

目的 ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にします。 

構文 ON TOUCHSCREEN GOSUB SubName 

解説 引数 SubNameには、処理を移したいｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ名を指定します。 
 この割り込みｲﾍﾞﾝﾄは、ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝで有効で、ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝがﾀｯﾌﾟされた時に発生します。 

使用例 ON TOUCHSCREEN GOSUB Check_Fun 
 … 
 Check_Fun: 
   NO% = GET_SCREENITEM 
 RETURN 
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5.5.2. 割り込みｲﾍﾞﾝﾄﾛｯｸとｱﾝﾛｯｸ 
割り込みｲﾍﾞﾝﾄは、ﾈｽﾄして有効にすることが可能です。新しい割り込みｲﾍﾞﾝﾄが発生すると、通常、最新のｲﾍﾞﾝﾄが

優先処理されることになります。 
 
割り込みｲﾍﾞﾝﾄ処理中に、他の割り込みｲﾍﾞﾝﾄを抑止したい場合に、ここで紹介する LOCK/UNLOCK ｺﾏﾝﾄﾞを利用し

ます。 
 

LOCK 
適用機種 ALL 

目的 有効な全ての割り込みｲﾍﾞﾝﾄを UNLOCK ｺﾏﾝﾄﾞが実行されるまで抑止します。 

構文 LOCK 

解説 有効な全ての割り込みｲﾍﾞﾝﾄを UNLOCK ｺﾏﾝﾄﾞが実行されるまで抑止します。 
 
 下記の例では、ﾘｰﾀﾞ 1及びﾘｰﾀﾞ 2からの受信ﾃﾞｰﾀ処理中、LOCK ｺﾏﾝﾄﾞで全ての割り込みｲﾍﾞﾝﾄを 
 抑止し、処理終了後、UNLOCK ｺﾏﾝﾄﾞで解除しています。 

使用例 ON READER(1) GOSUB BcrData_1 
 ON REDAER(2) GOSUB BcrData_2 
 … 
 BcrData_1: 
   LOCK 
   BEEP(2000, 5) 
   Data$ = GET_READER_DATA$(1) 
   GOSUB AddNewData 
   UNLOCK 
 RETURN 

 
 BcrData_2: 
   LOCK 
   BEEP(2000, 5) 
   Data$ = GET_READER_DATA$(2) 
   GOSUB AddNewData 
   UNLOCK 
 RETURN 

 

UNLOCK 
適用機種 ALL 

目的 LOCK ｺﾏﾝﾄﾞで抑止された全ての割り込みｲﾍﾞﾝﾄを解除します。 

構文 UNLOCK 

解説 LOCK ｺﾏﾝﾄﾞで抑止された全ての割り込みｲﾍﾞﾝﾄを解除します。 
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5.6. ｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞ 
 

AUTO_OFF 
適用機種 ALL 

目的 ｵｰﾄｵﾌ時間を設定します。 

構文 AUTO_OFF(n%) 

解説 引数 n%には、自動的に電源をｵﾌにする時間を 1秒単位で指定します。 
 ｵｰﾄｵﾌ時間で設定された時間、ﾀｰﾐﾅﾙの操作が行われないと、ｼｽﾃﾑは自動的にﾀｰﾐﾅﾙの電源をｵﾌにし 
 ます。ｵｰﾄｵﾌ機能を無効にしたい場合は、ｵｰﾄｵﾌ時間を 0に設定します。 

使用例 AUTO_OFF(30)  ‘ ｵｰﾄｵﾌ時間 30秒 
 AUTO_OFF(0)  ‘ ｵｰﾄｵﾌ機能 無効 

関連項目 POWER_ON, RESTART 

 

CHANGE_SPEED 
適用機種 8000/8300 

目的 CPU ｽﾋﾟｰﾄﾞを設定します。 

構文 CHANGE_SPEED(n%) 

解説 引数 n%には、CPU ｽﾋﾟｰﾄﾞを 1~5の範囲で指定します。 
   

n% 意味 
1 1/16 ｽﾋﾟｰﾄﾞ 
2 1/8 ｽﾋﾟｰﾄﾞ 
3 1/4 ｽﾋﾟｰﾄﾞ 
4 1/2 ｽﾋﾟｰﾄﾞ 
5 ﾌﾙｽﾋﾟｰﾄﾞ 

  
 ﾀｰﾐﾅﾙが入力待ちなど負荷の少ない処理を実行している際に、CPU ｽﾋﾟｰﾄﾞを落とすことで消費電力 
 を抑制することができます。 

使用例 CHANGE_SPEED(3) 

 

参考 
 WAIT ｺﾏﾝﾄﾞの方が消費電力を抑制することができます。 
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IOPIN_STATUS 
適用機種 8000/8200/8300/8400/8700 

目的 I/O ﾋﾟﾝのｽﾃｰﾀｽを取得します。 

構文 REM Resultは結果を代入するための整数型変数です。 
 Result = ABS(n%) 

解説 引数 n%には、取得したいｽﾃｰﾀｽに対応する値を指定します。 
   

n% 意味 

0 

IrDA接続ｽﾃｰﾀｽを取得します。IRDA_STATUS(0)ｺﾏﾝﾄﾞと同じです。 
 
戻り値 意味 
0 IrDA接続が無効 
1 IrDA接続が有効 
 
8200/8400/8700では、常に 1が返されます。 

1 ﾃﾞｰﾀ転送が成功したかどうかを取得します。戻り値として、ﾃﾞﾘﾐﾀを含むﾃﾞｰﾀ桁数が

返されます。 

2 

8200/8400/8700でのみ使用可能 
ﾀｰﾐﾅﾙがｸﾚｰﾄﾞﾙ/ｹｰﾌﾞﾙ/AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀに接続されているかを取得します。戻り値の各ﾋﾞｯﾄ

の意味は、下記の表を参照ください。 
 
ﾋﾞｯﾄ 値 略称/意味 

0~3 

0x00 NO_CRADLE/ｸﾚｰﾄﾞﾙにｾｯﾄされていません 
0x01 MODEM_CRADLE/ﾓﾃﾞﾑｸﾚｰﾄﾞﾙにｾｯﾄされています 
0x02 ETHERNET_CRADLE/ｲｰｻﾈｯﾄｸﾚｰﾄﾞﾙにｾｯﾄされています 
0x03 GPRS_CRADLE/GPRS･GSM ｸﾚｰﾄﾞﾙにｾｯﾄされています 
0x04 CHARGER_CRADLE/充電機能付通信ｸﾚｰﾄﾞﾙにｾｯﾄされています 

4 
0x00 RS232_CABLE_DISCONNECTED/RS232 ｹｰﾌﾞﾙが接続されていません 
0x10 RS232_CABLE_CONNECTED/RS232 ｹｰﾌﾞﾙが接続されています 

  
0 00 USB_CABLE_DISCONNECTED/USB ｹｰﾌﾞﾙが接続されていません 
0x20 USB_CABLE_CONNECTED/USB ｹｰﾌﾞﾙが接続されています 

6 
0x00 ADAPTER_DISCONNECTED/AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(DC5V)が接続されていません 
0x40 ADAPTER_CONNECTED/AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(DC5V)が接続されています 

 
 

3 

8200/8400/8700でのみ使用可能 
ﾀｰﾐﾅﾙが大容量記憶装置ﾃﾞﾊﾞｲｽとして動作しているかを取得します。戻り値の意味は、

下記の表を参照ください。 
 
戻り値 略称/意味 
0 USB接続されていません 
1 USB接続されていますが、大容量記憶装置ﾃﾞﾊﾞｲｽにはｱｸｾｽされていません 
3 USB接続されており、大容量記憶装置ﾃﾞﾊﾞｲｽにはｱｸｾｽ中です 
 
 

4 

8000/8300でのみ使用可能 
ﾀｰﾐﾅﾙの充電ｽﾃｰﾀｽを取得します。戻り値の意味は、下記の表を参照ください。 
 
戻り値 略称/意味 
0 電源に接続されていません 
1 充電中です 
2 充電完了です 
3 充電ｴﾗｰが発生しています 
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使用例 U% = IOPIN_STATUS(2) 
 
 ‘ *** ｸﾚｰﾄﾞﾙを検出 *** 
 V% = BIT_OPERATOR(1, U%, 15) 
 ‘ ﾋﾞｯﾄ 0~3をﾁｪｯｸ 
 IF V% = 2 THEN  ‘ ｲｰｻﾈｯﾄｸﾚｰﾄﾞﾙ 
   PRINT “Seated in Ethernet Cradle” 
 ENDIF 
  
 ‘ USB ｹｰﾌﾞﾙ接続を検出 
 V% = BIT_OPERATOR(1, U%, 32) 
 ‘ ﾋﾞｯﾄ 5をﾁｪｯｸ 
 IF V% = 32 THEN ‘ 32 = 0x20 
   PRINT “USB Cable connected” 
 ENDIF 
 

MENU 
適用機種 ALL 

目的 ﾒﾆｭｰを表示します。 

構文 REM Result%は結果を代入するための整数型変数です。 
 Result% = MENU(Item$) 

解説 引数 Item$には、ﾒﾆｭｰ表示したいﾒﾆｭ項目(文字列)を CR(0x0d)で区切って指定します。 
 ﾒﾆｭｰの選択は、↑/↓ｷｰで行い、Enter ｷｰで決定します。ESC ｷｰを押すと、ﾒﾆｭｰをｷｬﾝｾﾙします。 
 また、下記の規則に従って、ﾒﾆｭｰﾀｲﾄﾙやｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰを定義することが可能です。 
  
  & &に続く 1文字がｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰになります。 
  @ @に続く文字列がﾒﾆｭｰﾀｲﾄﾙになります。ﾒﾆｭｰﾀｲﾄﾙは、何番目に定義しても問題ありません。 
  
 戻り値は、ﾒﾆｭｰ項目番号で、ESC ｷｰが押された場合は、0が返されます。 

使用例 MENU_STR$ = “1 Information” + CHR$(13) 
 MENU_STR$ = MENU_STR$ + “@System Menu” + CHR$(13) 
 MENU_STR$ = MENU_STR$ + “&2 Settings” + CHR$(13) 
 MENU_STR$ = MENU_STR$ + “&3 Tests” + CHR$(13) 
 MENU_STR$ = MENU_STR$ + “4 Load Program” + CHR$(13) 
 MENU_STR$ = MENU_STR$ + “&5 Bluetooth Menu” + CHR$(13) 
 … 
 S% = MENU(MENU_STR$) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考 
 ﾒﾆｭｰは、最大 32項目まで定義できます。 
 1行に表示可能なﾒﾆｭｰ項目のﾊﾞｲﾄ数は、下記の通りです(ｼｽﾃﾑﾌｫﾝﾄ使用時)。これを超える桁数を定義した場合、

ｵｰﾊﾞｰした文字列は次の行に表示されます。 
 
 ﾀｰﾐﾅﾙ   ﾊﾞｲﾄ数 
 8000   16 ﾊﾞｲﾄ 
 8300   20 ﾊﾞｲﾄ 
 8200/8400/8500/8700 26 ﾊﾞｲﾄ 
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POWER_ON 
適用機種 ALL 

目的 ﾚｼﾞｭｰﾑ機能を設定します。 

構文 POWER_ON(n%) 

解説 引数 n%には、0(ﾚｼﾞｭｰﾑ機能 ｵﾝ)又は 1(ﾚｼﾞｭｰﾑ機能 ｵﾌ/ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾘｽﾀｰﾄ)を指定します。 

使用例 POWER_ON(0)  ‘ ﾚｼﾞｭｰﾑ機能 ｵﾝ 

 

RESTART 
適用機種 ALL 

目的 ｼｽﾃﾑを再起動します。 

構文 RESTART 

解説 BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを終了し、ｼｽﾃﾑを再起動します。 

使用例 HostCommand = READ_COM$(1) 
 … 
 IF HostCommand$ = “RESTART” THEN 
   RESTART 
 ELSE 
   … 

関連項目 AUTO_OFF, POWER_ON 

 

DEVICE_ID$ 
適用機種 ALL 

目的 ﾀｰﾐﾅﾙのｼﾘｱﾙ番号を取得します。 

構文 REM Result$は結果を代入するための文字列型変数です。 
 Result$ = DEVICE_ID$ 

解説 ﾀｰﾐﾅﾙのｼﾘｱﾙ番号を戻り値として返します。 

使用例 PRINT “S/N:”,DEVICE_ID$ 

関連項目 SYSTEM_INFORMATION$ 

 

GET_TARGET_MACHINE$ 
適用機種 ALL 

目的 ﾀｰﾐﾅﾙのﾓﾃﾞﾙ番号を取得します。 

構文 REM Result$は結果を代入するための文字列型変数です。 
 Result$ = GET_TARGET_MACHINE$ 

解説 ﾀｰﾐﾅﾙのﾓﾃﾞﾙ番号を戻り値として返します。 

使用例 A$ = GET_TARGET_MACHINE$ 
 IF A$ = “8000” THEN 
   PRINT “8000 series” 
 ELSE IF A$ = “8200” THEN 
   PRINT “8200 series” 
 ELSE 
   … 
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SYSTEM_INFORMATION$ 
適用機種 ALL 

目的 ﾀｰﾐﾅﾙのﾊｰﾄﾞｳｪｱ/ｿﾌﾄｳｪｱに関する情報を取得します。 

構文 REM Result$は結果を代入するための文字列型変数です。 
 Result$ = SYSTEM_INFORMATION$(index%) 

解説 引数 index%には、取得したい情報のｲﾝﾃﾞｯｸｽ番号を指定します。ｲﾝﾃﾞｯｸｽ番号は下記の表を参照 
 ください。 
  

index% 意味 
1 C ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
2 BASIC ﾗﾝﾀｲﾑﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
3 ｶｰﾈﾙﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
4 ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
5 製造日 
6 ｼﾘｱﾙ番号 
7 ｵﾘｼﾞﾅﾙｼﾘｱﾙ番号 
8 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ(次頁の表を参照) 
9 RFID ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

10 
ﾌﾞｻﾞｰ音量 
8200  : Mute, Low, Medium, High 
8400  : Low, Medium, High 

11 USB充電電流 : 500mA, 100mA 
12 ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞｰﾊﾞｰｼﾞｮﾝ(8200) 
21 GPS ｽﾃｰﾀｽ 
22 GPS ｽﾋﾟｰﾄﾞ(Km/h) 
23 GPS緯度(ddmm.mmmmN又は ddmm.mmmmS) 
24 GPS経度(dddmm.mmmmE又は dddmm.mmmmW) 
25 GPS SNR(Signal to Noize Radio, 平均 dB) 
26 GPS衛星数(見つかった衛星の数) 
27 GPS高度(m) 

 

使用例 LIBVER$ = SYSTEM_INFORMATION$(1) 
 PRINT “Library ver :”, LIBVER$ 
 

参考 
 USB充電電流は、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰからのみ変更可能です。 
 GPS ｽﾋﾟｰﾄﾞ/緯度/経度/高度は、GPS ｽﾃｰﾀｽが 1になるまで更新されません。 
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ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ 
SYSTEM_INFORMATION$(8)を実行すると、ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟが”xxxx”ﾌｫｰﾏｯﾄで返されます。 
 

x x x x 

ﾘｰﾀﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 無線ﾓｼﾞｭｰﾙ 
その他 
8000:電池ﾀｲﾌﾟ 
8300/8500/8700 RFID ﾓｼﾞｭｰﾙ 

予備 

 
8000 ｼﾘｰｽﾞ 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ 4桁 意味 

1桁目 
0xxx ﾘｰﾀﾞﾓｼﾞｭｰﾙ無し 
1xxx CCD ｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 
2xxx ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 

2桁目 

x0xx 無線ﾓｼﾞｭｰﾙ無し 
x4xx 802.11b/g ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x5xx Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x6xx 音響ｶﾌﾟﾗﾓｼﾞｭｰﾙ 

3桁目 
xx0x ｱﾙｶﾘ乾電池 
xx1x ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ充電池ﾊﾟｯｸ 

4桁目 xxx0 予備 
 

8200 ｼﾘｰｽﾞ 
ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ 4桁 意味 

1桁目 

0xxx ﾘｰﾀﾞﾓｼﾞｭｰﾙ無し 
1xxx CCD ｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 
2xxx ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 
3xxx 2次元ﾘｰﾀﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 

2桁目 

x0xx N/A 
x5xx Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x8xx 802.11b/g ﾓｼﾞｭｰﾙ + Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x6xx 音響ｶﾌﾟﾗﾓｼﾞｭｰﾙ 

3桁目 xx0x 予備 
4桁目 xxx0 予備 

 

8300 ｼﾘｰｽﾞ 
ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ 4桁 意味 

1桁目 

0xxx ﾘｰﾀﾞﾓｼﾞｭｰﾙ無し 
1xxx CCD ｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 
2xxx ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 
4xxx ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 

2桁目 

x0xx 無線ﾓｼﾞｭｰﾙ無し 
x1xx 433MHz無線ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x2xx 2.4GHz無線ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x4xx 802.11b/g ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x5xx Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x6xx 音響ｶﾌﾟﾗﾓｼﾞｭｰﾙ 
x8xx 802.11b/g ﾓｼﾞｭｰﾙ + Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙ 

3桁目 
xx0x RFID ﾓｼﾞｭｰﾙ無し 
xx1x RFID ﾓｼﾞｭｰﾙ 

4桁目 xxx0 予備 
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8500 ｼﾘｰｽﾞ 
ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ 4桁 意味 

1桁目 

0xxx ﾘｰﾀﾞﾓｼﾞｭｰﾙ無し 
1xxx CCD ｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 
2xxx ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 
3xxx 2次元ﾘｰﾀﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 
4xxx ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 
5xxx ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 

2桁目 

x0xx N/A 
x1xx 433MHz無線ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x4xx 802.11b/g ﾓｼﾞｭｰﾙ + Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x5xx Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x8xx 802.11b/g ﾓｼﾞｭｰﾙ + Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙ 

3桁目 
xx0x RFID ﾓｼﾞｭｰﾙ無し 
xx1x RFID ﾓｼﾞｭｰﾙ 

4桁目 xxx0 予備 
 

8700 ｼﾘｰｽﾞ 
ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ 4桁 意味 

1桁目 

0xxx ﾘｰﾀﾞﾓｼﾞｭｰﾙ無し 
1xxx CCD ｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 
2xxx ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 
3xxx 2次元ﾘｰﾀﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 
4xxx ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅﾓｼﾞｭｰﾙ 

2桁目 

x0xx N/A 
x3xx 3.5G + Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x4xx 802.11b/g ﾓｼﾞｭｰﾙ + Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x5xx Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙ 
x7xx 3.5G + 802.11b/g ﾓｼﾞｭｰﾙ + Bluetooth ﾓｼﾞｭｰﾙ 

3桁目 
xx0x RFID ﾓｼﾞｭｰﾙ無し 
xx1x RFID ﾓｼﾞｭｰﾙ 
xx2x GPS ﾓｼﾞｭｰﾙ 

4桁目 xxx0 予備 
 

VERSION 
適用機種 ALL 

目的 ｼｽﾃﾑにﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を書き込みます。 

構文 VERSION(a$) 

解説 引数 a$には、書き込みたいﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を指定します。 

使用例 VERSION(“Cipher Basic 2.0”) 

 

SYSTEM_PASSWORD 
適用機種 ALL 

目的 ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰに入るためのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設定します。 

構文 SYSTEM_PASSOWRD(a$) 

解説 引数 a$には、設定したいﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを指定します。 

使用例 SYSTEM_PASWWORD(“12345”) 
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DOWNLOAD_BASIC 
適用機種 ALL 

目的 指定の通信ﾎﾟｰﾄから BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを受信し、指定のﾌｧｲﾙ番号に格納します。 

構文 REM Result%は結果を代入するための整数型変数です。 
 Result% = DOWNLOAD_BASIC$(file%, port%) 

解説 引数 file%には、BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納するﾌｧｲﾙ番号を指定します。下記の表を参照ください。 
  

file% 意味 
1 ~ 6 BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納するﾌｧｲﾙ番号(ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ) 

18 SRAMに格納(UPDATE_BASIC(18)ｺﾏﾝﾄﾞと併用) 
現状、8000/8200/8300/8400/8700 ﾀｰﾐﾅﾙで使用可能です。 

 

 引数 port%には、通信ﾎﾟｰﾄ番号を指定します。 

  

port% 意味 
1 高速 IR, IrDA, RS232 
2 Bluetooth 
5 USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM(8200/8400/8700) 

 

 ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ処理実行後、結果を戻り値として返します。 

  

戻り値 意味 
0 正常終了 
-1 ｴﾗｰ : 無効なﾌｧｲﾙ番号 
-2 ｴﾗｰ : 無効なﾎﾟｰﾄ番号 
-3 ｴﾗｰ : 通信ﾎﾟｰﾄ応答なし 
-4 ｴﾗｰ : BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾞｰｼﾞｮﾝの読み取りに失敗 
-5 ｴﾗｰ : BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙ(.ini)の読み取りに失敗 
-6 ｴﾗｰ : BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ(.syn)の読み取りに失敗 
-7 ｴﾗｰ : 書き込みｴﾗｰ, SRAMに十分な空き容量がありません 

 

使用例 Error_Code% = DOWNLOAD_BASIC(6, 1) 

 

参考 
 ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙは、予め EMPTY_TRANSACTION_EX ｺﾏﾝﾄﾞでｸﾘｱしておく必要があります。 
 通信ﾎﾟｰﾄは、予め SET_COM及び SET_COM_TYPE ｺﾏﾝﾄﾞでﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を行っておく必要があります。 
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UPDATE_BASIC 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを更新します。 

構文 REM Result%は結果を代入するための整数型変数です。 
 Result% = UPDATE_BASIC$(file%) 

解説 引数 file%には、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが格納されているﾌｧｲﾙ番号を指定します。 
 下記の表を参照ください。 
  

file% 意味 
1 ~ 6 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが格納されているﾌｧｲﾙ番号(ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ) 

18 

FTP経由又は DOWNLOAD_BASIC(18)で SRAMに格納したｱﾌﾟﾘｹｰｼ

ｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.tkn) 
 

 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙは、処理完了後、削除されます。 
 
現状、8000/8200/8300/8400/8700 ﾀｰﾐﾅﾙで使用可能です。 

19 

FTP経由で SRAMに格納したﾗﾝﾀｲﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.bin) 
 

 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙは、処理完了後、削除されます。但し、ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ

は、そのまま保持されます。 
 
現状、8000/8200/8300/8400/8700 ﾀｰﾐﾅﾙで使用可能です。 

20 ~ 39 

SD ｶｰﾄﾞに格納したｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.tkn, .syn, .ini) 
 

 .tkn ﾌｧｲﾙが最優先順位です。 
 処理終了後もﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙは、そのまま保持されます。 

40 ~ 59 

SD ｶｰﾄﾞに格納したﾗﾝﾀｲﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.bin, .shx) 
 

 .bin ﾌｧｲﾙが最優先順位です。 
 処理終了後もﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙ及びﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑは、そのまま保持され

ます。 
 

 ﾌｧｲﾙ番号で、SD ｶｰﾄﾞを指定する場合、下記の手順･規則に従う必要があります。  

手順 1 

ﾌｧｲﾙ番号を表すﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽをﾌｧｲﾙ名に付加します。 
例えば、 
 echotest.ini → 25echotest.ini 
 echotest.syn → 25echotest.syn 
にﾘﾈｰﾑします。 

手順 2 ﾘﾈｰﾑしたﾌｧｲﾙを SD ｶｰﾄﾞの ¥Program ﾌｫﾙﾀﾞの下にｺﾋﾟｰします。 

手順 3 

UPDATE_BASIC(25)ｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙします。ｼｽﾃﾑは、¥Program ﾌｫﾙ

ﾀﾞ内の 25で始まるﾌｧｲﾙ名の検索を開始します。 
 

 SD ｶｰﾄﾞ内にｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(25*.tkn)が見つかると、そ

れを最優先とし、ｱｸﾃｨﾌﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとします。 
 同じﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽを持つ複数のﾌｧｲﾙが存在した場合(例えば、

25x.binと25a.bin)、FAT ｼｽﾃﾑにより優先順位が決定され、

先に見つかったﾌｧｲﾙが採用されます。 
 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 60 
Copyright © 2011 WELCOM DESIGN KK 

 

 更新処理実行後、結果を戻り値として返します。 

  

戻り値 意味 
-1 ｴﾗｰ : 無効なﾌｧｲﾙ番号 
-2 ｴﾗｰ : 無効なﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ 
-8 ｴﾗｰ : 書き込みｴﾗｰ, ﾌﾗｯｼｭ ROMに十分な空き容量がありません 
-9 ｴﾗｰ : ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙ(.ini)読み込み失敗 
-10 (*) ｴﾗｰ : ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ(.syn)読み込み失敗 
-11 ｴﾗｰ : RAM ｻｲｽﾞに合いません 

-12 (*) ｴﾗｰ : 容量不足･ｱﾄﾞﾚｽ違反･ﾌﾗｯｼｭｾｸﾀの消去不良になどの原因に 
より、新しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの書き込み失敗 

-13 (*) ｴﾗｰ : 新しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾌﾗｯｼｭ ROMに書き込み終了後、ﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙ 
の書き込み失敗 

-14 ｴﾗｰ : SD ｶｰﾄﾞ内にﾌｧｲﾙがありません 
-15 ｴﾗｰ : SD ｶｰﾄﾞが読み取れません 
-16 ｴﾗｰ : SD ｶｰﾄﾞ内のﾌｧｲﾙ名が 64 ﾊﾞｲﾄを超えています。 

 (*) 但し、BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが上書更新された場合は、戻り値は返りません。 

使用例 Error_Code% = UPDATE_BASIC(3) 
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5.7. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ 
ﾀｰﾐﾅﾙは、型式により各種ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｵﾌﾟｼｮﾝを搭載しています。各ﾀｰﾐﾅﾙ型式で用意されているﾘｰﾀﾞｵﾌﾟｼｮﾝは、下記

の通りです。 
 

ﾘｰﾀﾞｵﾌﾟｼｮﾝ 8000 8200 8300 8400 8500 8700 

1D 

CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ X X X X X X 
ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ X X X X X X 
ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ(LR)   X  X X 
ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ（XLR)     X  

2D 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ  X  X X X 
 
 

参考 
 文字列変数は 255 ﾊﾞｲﾄ迄のﾃﾞｰﾀしか取り扱えないため、255 ﾊﾞｲﾄを超える二次元ｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを取得する場合は、

ﾃﾞｰﾀが無くなるまで繰り返し GET_READER_DATA$()ｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙする必要があります。 
 Cipher BASICの DBF ﾌｧｲﾙの最大ﾚｺｰﾄﾞ長は 250 ﾊﾞｲﾄです。この制限により、250 ﾊﾞｲﾄを超える二次元ｺｰﾄﾞﾃﾞ

ｰﾀを 1 ﾚｺｰﾄﾞに保存することはできません。 
 

DISABLE READER 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄを無効にします。 

構文 DISABLE READER(n%) 

解説 引数 n%には、ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ番号を指定します。通常は、1です。 

使用例 DISABLE READER(1) 

 

ENABLE READER 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄを有効にします。 

構文 ENABLE READER(n%) 

解説 引数 n%には、ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ番号を指定します。通常は、1です。 

使用例 ENABLE READER(1) 
 ON READER(1) GOSUB Bcr_1 
 … 
 Bcr_1: 
   Data$ = GET_READER_DATA$(1) 
 RETURN 
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GET_READER_DATA$ 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄからﾃﾞｰﾀを取得します。 

構文 REM Result$は結果を代入するための文字列型変数です。 
 Result$ = GET_READER_DATA$(n%) 

解説 引数 n%には、ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ番号を指定します。通常は、1です。 

使用例 ENABLE READER(1) 
 ON READER(1) GOSUB Bcr_1 
 … 
 Bcr_1: 
   Data$ = GET_READER_DATA$(1) 
 RETURN 

 

READER_CONFIG 
適用機種 8200/8300/8400/8500/8700 

目的 ﾘｰﾀﾞ設定を有効にします。 

構文 READER_CONFIG 

解説 READER_SETTING ｺﾏﾝﾄﾞに続いて、このｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙするとﾘｰﾀﾞ設定が有効になります。このｺﾏﾝ 
 ﾄﾞは、下記に列挙する一部のﾃﾞｺｰﾀﾞ搭載ｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝを採用したﾀｰﾐﾅﾙにのみ対応しています。その 
 他のﾀｰﾐﾅﾙでは、READER_SETTING ｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙするだけで、設定が有効になります。 
 
 1. 2次元ｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ搭載ﾓﾃﾞﾙ(8200/8400/8500/8700) 
 2. ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ搭載ﾓﾃﾞﾙ(8300/8500/8700) 
 3. ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ搭載ﾓﾃﾞﾙ(8500) 

使用例 READER_SETTING(5, 0) 
 READER_SETTING(132, 0) 
 READER_CONFIG   ‘ ﾃﾞｺｰﾀﾞ搭載ｽｷｬﾝｴﾝｼﾞﾝに設定を送信 
 … 
 ON READER(1) GOSUB Bcr_1 
 … 
 Bcr_1: 
   Data$ = GET_READER_DATA$(1) 
 RETURN 
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CODE_TYPE 
適用機種 ALL 

目的 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟを取得します。 

構文 REM Result%は結果を代入するための整数型変数です。 
 Result% = CODE_TYPE 

解説 直前に読み取ったｺｰﾄﾞのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟを取得します。下記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ表を参照ください。 

 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ表 1 - CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
戻り値 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ 対応ｽｷｬﾝｴﾝｼﾞﾝ 
10進数 ASCII 
63 ? COOP 2/5 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
64 @ ISBT 128 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
65 A ｺｰﾄﾞ 39 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
66 B ｺｰﾄﾞ 32(ｲﾀﾘｱﾝﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ) CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
67 C CIP 39(ﾌﾚﾝﾁﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ) CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
68 D ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
69 E ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
70 F ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
71 G ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
72 H ｺｰﾄﾞ 93 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
73 I ｺｰﾄﾞ 128 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
74 J UPC-E0/UPC-E1 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
75 K UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ 2 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
76 L UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ 5 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
77 M EAN/JAN-8 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
78 N EAN/JAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 2 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
79 O EAN/JAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 5 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
80 P EAN/JAN-13, UPC-A CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
81 Q EAN/JAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ 2 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
82 R EAN/JAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ 5 CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
83 S MSI CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
84 T PLESSEY CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
85 U GS1-128(EAN-128) CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
86 V 予約 --- 
87 W 予約 --- 
88 X 予約 --- 
89 Y 予約 --- 
90 Z Telepen CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
91 [ GS1 Databar CCD ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
92 ¥ 予約 --- 
93 ] 予約 --- 

 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ表 2 - ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
戻り値 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ 対応ｽｷｬﾝｴﾝｼﾞﾝ 
10進数 ASCII 
64 @ ISBT 128 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
65 A ｺｰﾄﾞ 39 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
66 B ｺｰﾄﾞ 32(ｲﾀﾘｱﾝﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ) ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
67 C N/A --- 
68 D N/A --- 
69 E ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
70 F ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
71 G ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
72 H ｺｰﾄﾞ 93 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
73 I ｺｰﾄﾞ 128 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
74 J UPC-E0 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
75 K UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ 2 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
76 L UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ 5 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
77 M EAN/JAN-8 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
78 N EAN/JAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 2 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
79 O EAN/JAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 5 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
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80 P EAN/JAN-13 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
81 Q EAN/JAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ 2 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
82 R EAN/JAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ 5 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
83 S MSI ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
84 T N/A --- 
85 U GS1-128(EAN-128) ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
86 V N/A --- 
87 W N/A --- 
88 X N/A --- 
89 Y N/A --- 
90 Z N/A --- 
91 [ GS1 Databar Ominidirectional ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
92 ¥ GS1 Databar Limited ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
93 ] GS1 Databar Expanded ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
94 ^ UPC-A ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
95 _ UPC-A ｱﾄﾞｵﾝ 2 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
96 ‘ UPC-A ｱﾄﾞｵﾝ 5 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ

97 a UPC-E1 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ

98 b UPC-E1 ｱﾄﾞｵﾝ 2 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ

99 c UPC-E1 ｱﾄﾞｵﾝ 5 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ

100 d TLC-39(TCIF Linked Code 39) 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
101 e Trioptic (Code 39) ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
102 f Bookland (EAN) ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
103 g ｺｰﾄﾞ 11 ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
104 h ｺｰﾄﾞ 39 ﾌﾙｱｽｷｰ ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
105 i IATA ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
106 j ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5(ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ 2/5) ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
107 k PDF417 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
108 l MicroPDF417 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

109 m Data Matrix 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

110 n Maxicode 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

111 o QR ｺｰﾄﾞ 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

112 p US Postnet 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

113 q US Planet 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

114 r ｲｷﾞﾘｽ郵便ｺｰﾄﾞ 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

115 s 日本郵便ｺｰﾄﾞ(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ) 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

116 t ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｺｰﾄﾞ 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

117 u ｵﾗﾝﾄﾞ郵便ｺｰﾄﾞ 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

118 v ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄｺｰﾄﾞ 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

119 w Macro PDF417 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

120 x Macro MicroPDF417 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

121 y Chinese 2/5 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

122 z Aztec 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

123 { MicroQR ｺｰﾄﾞ 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

124 | USPS 4CB/One Code/Intelligent Mail 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

125 } UPU FICS Postal 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

126 ~ Coupon Code ﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2次元ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
 

使用例 … 
 CheckCodeType: 
 IF CODE_TYPE = 65 THEN 
   BcrType$ = “Code 39” 
 ELSE IF CODE_TYPE = 66 THEN 
   BcrType$ = “Italian Pharmacode” 
 … 
 END IF 
 PRINT “Code Type:”, BcrType$ 
 RETURN 
 

関連項目 GET_READER_SETTING, READER_SETTING 
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GET_READER_SETTING 
適用機種 ALL 

目的 ﾘｰﾀﾞのﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定値を取得します。 

構文 REM A%は結果を代入するための整数型変数です。 
 A% = GET_READER_SETTING(n%) 

解説 引数 n%には、取得したいﾘｰﾀﾞ設定値に対応する配列値を指定します。 
 ﾘｰﾀﾞの設定値が戻り値として返されます。 

使用例 Setting1% = GET_READER_SETTING(1) 
 IF Setting1% = 1 THEN 
   PRINT “Code 39 is Enabled” 
 ELSE 

   PRINT “Code 39 is Disabled” 
 END IF 

関連項目 CODE_TYPE 

 

READER_SETTING 
適用機種 ALL 

目的 ﾘｰﾀﾞのﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を行います。 

構文 READER_SETTING(n1%, n2%) 

解説 引数 n1%には、設定したいﾘｰﾀﾞ設定値に対応する配列値を指定します。 
 引数 n2%には、ﾘｰﾀﾞ設定値を指定します。 

使用例 READER_SETTING(1, 1)  ‘ Code 39 読み取り有り 

関連項目 CODE_TYPE, READER_CONFIG 

 

参考 
 ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ/ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝは、｢補足 1. ｽｷｬﾅ配列｣の｢ｽｷｬﾅ配列表 1｣を参照してください。 
 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ(2次元ｺｰﾄﾞ)/ｴｷｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝは、｢補足 1. ｽｷｬﾅﾊﾟﾗﾒｰﾀ｣の｢ｽｷｬﾅ配列表 2｣を参照して

ください。 
 ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ(2 次元ｺｰﾄﾞ)/ｴｷｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝの場合は、READER＿SETTING ｺﾏﾝﾄﾞでﾘｰﾀﾞ設定を行っ

た後、READER_CONFIG ｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙしなければﾘｰﾀﾞ設定は有効になりません。 
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5.8. RFIDﾘｰﾀﾞ/ﾗｲﾀ 
8300/8500/8700 ﾀｰﾐﾅﾙは、型式により RFID ﾘｰﾀﾞ/ﾗｲﾀｵﾌﾟｼｮﾝを搭載しています。下記に RFID ﾀｸﾞの対応表を示

します。 
 

ﾀｸﾞﾀｲﾌﾟ UIDのみ ﾘｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ ﾗｲﾄﾍﾟｰｼﾞ 
ﾀｸﾞ Mifare ISO1443A 
Mifare Standard 1K ✔ ✔ ✔ 
Mifare Standard 4K ✔ ✔ ✔ 
Mifare Ultralight ✔ ✔ ✔ 
Mifare DESFire ✔ --- --- 
Mifare S50 ✔ ✔ ✔ 
SLE44R35 ✔ ---  
SLE66R35 ✔ ✔ ✔ 
ﾀｸﾞ SR176 
SRIX 4K ✔ ✔ ✔ 
SR176 ✔ ✔ ✔ 
ﾀｸﾞ ISO15693 
ICODE SLI ✔ ✔ ✔ 
SRF55V02P ✔ --- --- 
SRF55V02S ✔ --- --- 
SRF55V10P ✔ --- --- 
TI Tag-it HF-I ✔ ✔ ✔ 
ﾀｸﾞ ICODE 
ICODE ✔ ✔ ✔ 

  
 

参考 
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを行う前に RFID ﾀｸﾞの仕様･特性について熟知する必要があります。 
 上記の RFID ﾀｸﾞ対応表は、RFID ﾓｼﾞｭｰﾙﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 1.0における結果です。 

 
 

仮想COMﾎﾟｰﾄ 
RFID ﾘｰﾀﾞ/ﾗｲﾀﾓｼﾞｭｰﾙは、仮想 COM ﾎﾟｰﾄ(COM4)に割り付けられています。よって、下記のｺﾏﾝﾄﾞにより、制御を行

います。 
 

 OPEN_COM(4)  : RFID ﾘｰﾀﾞ/ﾗｲﾀﾓｼﾞｭｰﾙとの通信ﾎﾟｰﾄをｵｰﾌﾟﾝします。 
 CLOSE_COM(4)  : RFID ﾘｰﾀﾞ/ﾗｲﾀﾓｼﾞｭｰﾙとの通信ﾎﾟｰﾄをｸﾛｰｽﾞします。 
 A$ = READ_COM$(4) : RFID ﾀｸﾞからの読取ﾃﾞｰﾀを取得します。 
 WRITE_COM(4)  : RFID ﾀｸﾞにﾃﾞｰﾀを書き込みます。 
 ON COM(4) GOSUB … : 通信ﾎﾟｰﾄ 4の割り込みｲﾍﾞﾝﾄを有効にします。 
 OFF COM(4)  : 通信ﾎﾟｰﾄ 4の割り込みｲﾍﾞﾝﾄを無効にします。 
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ﾊﾟﾗﾒｰﾀとﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 
RFID ﾀｸﾞからのﾃﾞｰﾀ読み取り及び書き込みの際は、下記のﾊﾟﾗﾒｰﾀを引数として指定する必要があります。 
 
TagType& 

ﾋﾞｯﾄ 31~6 ﾋﾞｯﾄ 5 ﾋﾞｯﾄ 4 ﾋﾞｯﾄ 3 ﾋﾞｯﾄ 2 ﾋﾞｯﾄ 1 ﾋﾞｯﾄ 0 
予約 ISO14443B SRI176 ISO14443A ICODE TAGIT ISO15693 

 
Start% 
読み取り及び書き込みを開始する開始ｱﾄﾞﾚｽを指定します。 
 
MaxLen% 
読み取り時 : 1~255の範囲で読取桁数を指定します。0を指定すると、UIDのみを読み取ります。 
書き込み時 : 予約(意味を持たないため、どんな数値を指定しても影響はありません。) 
 
読取ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 
読取ﾃﾞｰﾀは、下記のﾌｫｰﾏｯﾄで返されます。 
ﾊﾞｲﾄ 1 ﾊﾞｲﾄ 2~18 ﾊﾞｲﾄ 19~xx 
ﾀｸﾞﾀｲﾌﾟ ﾀｸﾞ 
V ISO15693 
T TAGIT 
I ICODE 
M Mifare 
S SR176 
Z ISO14443B 

UID(S/N) ﾃﾞｰﾀ 

 
 

SET_RFID_READ 
適用機種 8300/8500 

目的 RFID ﾀｸﾞ読み取りのためのﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定します。 

構文 SET_RFID_READ(TagType&, Start%, MaxLen%) 

解説 RFID ﾀｸﾞ読み取りのためのﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定します。ﾊﾟﾗﾒｰﾀに関しては、上記｢ﾊﾟﾗﾒｰﾀとﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ｣ 
 を参照ください。ﾊﾟﾗﾒｰﾀが正しく設定されるまで、RFID ﾀｸﾞの読み取りは行えません。 

使用例 SET_RFID_READ(1, 0, 20) ‘ ISO 15693 ﾀｸﾞのｱﾄﾞﾚｽ 0から 20 ﾊﾞｲﾄを読み取り 
 … 
 A$ = READ_COM$(4) 

関連項目 CLOSE_COM, OPEN_COM, READ_COM$, WRITE_COM 

 

ENABLE READER 
適用機種 8300/8500 

目的 RFID ﾀｸﾞ書き込みのためのﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定します。 

構文 SET_RFID_WRITE(TagType&, Start%, MaxLen%) 

解説 RFID ﾀｸﾞ書き込みのためのﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定します。ﾊﾟﾗﾒｰﾀに関しては、上記｢ﾊﾟﾗﾒｰﾀとﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ｣ 
 を参照ください。ﾊﾟﾗﾒｰﾀが正しく設定されるまで、RFID ﾀｸﾞへの書き込みは行えません。 

使用例 SET_RFID_WRITE(63, 6, 32) ‘ 全ｻﾎﾟｰﾄﾀｸﾞに対して、ｱﾄﾞﾚｽ 6からﾃﾞｰﾀを書き込み 
 …    ‘ 63 = 0x3F 
 WRITE_COM(4, Wdata$) 

関連項目 CLOSE_COM, OPEN_COM, READ_COM$, WRITE_COM 
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GET_RFID_KEY 
適用機種 8300/8500 

目的 特定 RFID ﾀｸﾞのｾｷｭﾘﾃｨｷｰを取得します。 

構文 REM Result$はｾｷｭﾘﾃｨｷｰを代入するための文字列型変数です。 
 Result$ = GET_RFID_KEY(TagType%) 

解説 Mifare Standard 1K/4Kや SLE66R35のような特定 RFID ﾀｸﾞのｾｷｭﾘﾃｨｷｰを取得します。 
 引数 TagType%には、下記のﾀｸﾞﾀｲﾌﾟを示す値を指定します。 

 

TagType% 意味 
1 ISO 15693 
2 TAGIT 
3 ICODE 
4 Mifare ISO 14443A 
5 SR176 
6 ISO 14443B 

 

使用例 Mkey$ = GET_RFID_KEY(4) ‘ Mifare ISO 14443A ﾀｸﾞのｾｷｭﾘﾃｨｷｰを取得 

 

SET_RFID_KEY 
適用機種 8300/8500 

目的 特定 RFID ﾀｸﾞのｾｷｭﾘﾃｨｷｰを設定します。 

構文 SET_RFID_KEY(TagType&, keyString$, KeyType%) 

解説 Mifare Standard 1K/4Kや SLE66R35のような特定 RFID ﾀｸﾞのｾｷｭﾘﾃｨｷｰを設定します。 
 引数 TagType%には、下記のﾀｸﾞﾀｲﾌﾟを示す値を指定します。 

 

TagType% 意味 
1 ISO 15693 
2 TAGIT 
3 ICODE 
4 Mifare ISO 14443A 
5 SR176 
6 ISO 14443B 

 

 引数 TagString$には、設定したいｾｷｭﾘﾃｨｷｰを指定します。 
 引数 KeyType%には、下記のｷｰﾀｲﾌﾟを示す値を指定します。 

 

KeyType% 意味 
1 Key A 
2 Key B 

 

使用例 SET_RFID_KEY(4, “111111111111”, 1) ‘ Mifare ISO 14443A ﾀｸﾞのｾｷｭﾘﾃｨｷｰを設定 
       ‘ ｷｰﾀｲﾌﾟ Key A, ｷｰ 111111111111 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 69 
Copyright © 2011, WELCOM DESIGN KK 

5.9. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
8300 ﾀｰﾐﾅﾙは、専用のｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙを本体に接続することで、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを通して、PCに直接ﾃﾞｰﾀ

を送信することができます。 
 
 

参考 
 他のﾀｰﾐﾅﾙﾓﾃﾞﾙは、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを搭載していません。下記の方法で代用が可能です。 

 
● Bluetooth HID ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ接続 
● Bluetooth SPP ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ接続 + ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞﾕｰﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄ RsWedge 
● ｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｲｽ接続 + ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞﾕｰﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄ RsWedge 

 
 
 

SEND_WEDGE 
適用機種 8300 

目的 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｨｽ経由でﾃﾞｰﾀを送信します。 

構文 SEND_WEDGE(DataString$) 

解説 引数 DataString$には、送信したいﾃﾞｰﾀを指定します。 

使用例 … 
 DataString$ = CHR$(9) + “TESTING” + CHR$(9) ‘ [TAB]TESTING[TAB] 
 SEND_WEDGE(DataString$) 
 

SET_WEDGE 
適用機種 8300 

目的 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｨｽの設定を行います。 

構文 SET_WEDGE(WedgeSetting$) 

解説 引数 WedgeSetting$には、3 ﾊﾞｲﾄの設定値を指定します。各ﾊﾞｲﾄの意味は、下記を参照くださ 
 い。 

 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 意味 
1 7 ~ 0 別表の PC ﾀｲﾌﾟ/ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ表を参照ください。 

2 7 1 : CAPS ﾛｯｸ自動検出有効 
0 : CAPS ﾛｯｸ自動検出無効 

2 6 1 : CAPS ﾛｯｸｵﾝ 
0 : CAPS ﾛｯｸｵﾌ 

2 5 1 : ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ大文字･小文字区別無し 
0 : ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ大文字･小文字区別有り 

2 4 ~ 3 
11 : 数字上段ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
10 : 数字下段ﾎﾟｼﾞｼｮﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
00 : ﾉｰﾏﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

2 2 ~ 1 
11 : SHIFT ﾛｯｸｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
10 : CAPS ﾛｯｸｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
00 : ﾉｰﾏﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

2 0 1 : 数字をﾃﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞとして送信 
0 : 数字をﾌﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞとして送信 

3 
 7 ~ 0 ｷｬﾗｸﾀ間送信ﾃﾞｨﾚｲを 0~255の範囲で指定します。 

設定単位は、10 ﾐﾘ秒。 
 

(*) 上記のｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ設定は、全ての PC ﾀｲﾌﾟ/ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟで動作するものではありません。事前に動作検証をお願いします。 
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PC ﾀｲﾌﾟ/ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ表 
値 PC ﾀｲﾌﾟ/ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ 値 PC ﾀｲﾌﾟ/ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ 
0 使用不可(ﾃﾞｰﾀ送信されません) 21 PS55 002-81, 003-81 
1 PCAT(US) 22 PS55 002-2, 003-2 
2 PCAT(FR) 23 PS55 002-82, 003-82 
3 PCAT(GR) 24 PS55 002-3, 003-3 
4 PCAT(IT) 25 PS55 002-8A, 003-8A 
5 PCAT(SV) 26 IBM 3477 TYPE 4(日本語) 
6 PCAT(NO) 27 PS2-30 
7 PCAT(UK) 28 Memorex Telex 122 keys 
8 PCAT(BE) 29 PCXT 
9 PCAT(SP) 30 IBM 5550 
10 PCAT(PO) 31 NEC 5200 
11 PS55 A01-1 32 NEC 9800 
12 PS55 A01-2(日本語 106/109 ｷｰ) 33 DEC VT220, 320, 420 
13 PS55 A01-3 34 MAC ADB 
14 PS55 001-1 35 日立 Elles 
15 PS55 001-81 36 Wyse Enhance KBD(US) 
16 PS55 001-2 37 NEC Astra 
17 PS55 001-82 38 UNISYS TO-300 
18 PS55 001-3 39 Televideo 965 
19 PS55 001-8A 40 ADDS 1010 
20 PS55 002-1, 003-1   

 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｺｰﾄﾞ表 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 
0  F2 SP 0 @ P ` p (0) 
1 Insert F3 ! 1 A Q a q (1) 
2 Delete F4 “ 2 B R b r (2) 
3 Home F5 # 3 C S c s (3) 
4 Eend F6 $ 4 D T d t (4) 
5 ↑ F7 % 5 E U e u (5) 
6 ↓ F8 & 6 F V f v (6) 
7 ← F9 ‘ 7 G W g w (7) 
8 Bs F10 ( 8 H X h x (8) 
9 Tab F11 ) 9 I Y I y (9) 
A LF F12 * : J Z j z  
B → Esc + ; K [ k {  
C PgUp Exec , < L ¥ l |  
D CR CR* - = M ] m }  
E PgDn  . > N ^ n ~  
F F1  / ? O _ o DLY Enter* 
1. DLYは、100 ﾐﾘ秒のﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾑを意味します。 
2. Execは、実行ｷｰ(右 ALT ｷｰ)を意味します。 
3. CR*/Enter*は、ﾃﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞの Enter ｷｰを意味します。 
4. (0)~(9)は、ﾃﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞの数字ｷｰを意味します。 
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ｽｷｬﾝｺｰﾄﾞ送信とｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｷｰ送信 

0x0C 

特殊な意味を持つｺｰﾄﾞです。0x0C に続くｺｰﾄﾞは、ｽｷｬﾝｺｰﾄﾞと解釈され、ｽｷｬﾝｺｰﾄﾞ

がそのまま送信されます。 
 
0xC0|0x01 : 次のｷｬﾗｸﾀを Shift ｷｰ付で送信します。 
0xC0|0x02 : 次のｷｬﾗｸﾀを左 Ctrl ｷｰ付で送信します。 
0xC0|0x04 : 次のｷｬﾗｸﾀを左 Alt ｷｰ付で送信します。 
0xC0|0x08 : 次のｷｬﾗｸﾀを右 Ctrl ｷｰ付で送信します。 
0xC0|0x10 : 次のｷｬﾗｸﾀを右 Alt ｷｰ付で送信します。 
0xC0|0x20 : 次のｷｬﾗｸﾀを送信後、全てのｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｽﾃｰﾀｽｷｰをｸﾘｱします。 
 

例えば、[A][Ctrl+Insert][5][ｽｷｬﾝｺｰﾄﾞ 0x29][Tab][2][Shift+Ctrl+A][B][Alt+1][Alt+2+Break][Alt+1] 
[Alt+3]は、0x41,0x01,0x35,0xC0,0x29,0x09,0x32,0xC3,0x41,0x42,0xC4,0x31,0xE4,0x32, 
0xC4,0x31,0xC4,0x33 となり、BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞすると下記のようになります。 
 
… 
Data_1$ = CHR$(65) + CHR$(194) + CHR$(1) + CHR$(53) + CHR$(192) + CHR$(41) 
Data_2$ = CHR$(9) + CHR$(50) + CHR$(195) + CHR$(65) + CHR$(66) 
Data_3$ = CHR$(196) + CHR$(49) + CHR$(228) + CHR$(50) + CHR$(196) + CHR$(49) 
Data_4$ = CHR$(196) + CHR$(51) 
 
DataString$ = Data_1$ + Data_2$ + Data_3$ + Data4$ 
SEND_WEDGE(DataString$) 
… 

 

使用例 … 
 Wedge_1$ = CHR$(1) ‘ PCAT(US) 
 Wedge_2$ = CHR$(1) ‘ CAPS ﾛｯｸ自動検出無効, CAPS ﾛｯｸｵﾌ, 
     ‘ ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ大文字･小文字区別有り, ﾉｰﾏﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
     ‘ 数字をﾃﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞとして送信 
 Wedge_3$ = CHR$(5) ‘ ｷｬﾗｸﾀ間送信ﾃﾞｨﾚｲ 5 ﾐﾘ秒 
 WedgeSetting$ = Wedge_1$ + Wedge_2$ + Wedge_3$ 
 SET_WEDGE(WedgeSetting$) 
 SEND_WEDGE(DataString$) 
 … 

 

SEND_READY 
適用機種 8300 

目的 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｨｽ経由でﾃﾞｰﾀ送信が可能かをﾁｪｯｸします。 

構文 REM State%は結果を代入するための整数型変数です。 
 State% = WEDGE_READY 

解説 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｨｽｹｰﾌﾞﾙが正しく接続され、ﾃﾞｰﾀ送信が可能な状態かをﾁｪｯｸし、結果を戻り値として 
 返します。 

 

戻り値 意味 
0 ﾃﾞｰﾀ送信不可 
1 ﾃﾞｰﾀ送信可能 

 

使用例 IF (WEDGE_READY = 1) THEN 
   … 
   SEND_WEDGE(DATA$) 
   … 
 END IF 
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5.10. ﾌﾞｻﾞｰｺﾏﾝﾄﾞ 
 

BEEP 
適用機種 ALL 

目的 指定の音色･間隔でﾌﾞｻﾞｰを鳴動します。 

構文 BEEP(freq%, duration% {, freq%, duration%}) 

解説 引数 Freq%には、ﾌﾞｻﾞｰ周波数を表す数値を指定します。下記を参照ください。 

 

freq% 意味 

0以上 
1000(1KHz)~6000(6KHz)の範囲でﾌﾞｻﾞｰ周波数を指定します。

ﾌﾞｻﾞｰ音を無しにしたい場合は、0を指定します。 

-1 

8400 ﾀｰﾐﾅﾙ 
-1を指定して、ﾌﾞｻﾞｰ音量の設定が行えます。duration%には、

1~3を指定します。 
8200 ﾀｰﾐﾅﾙ 
-1を指定して、ﾌﾞｻﾞｰ音量の設定が行えます。duration%には、

0~3を指定します。 
 
 Duration% 意味 
 0  ｾﾞﾛ音量 
 1  小音量 
 2  中音量 
 3  大音量 
 

-2 

8200 ﾀｰﾐﾅﾙ 
-2を指定することで、SD ｶｰﾄﾞにある WAV ﾌｧｲﾙ再生が行えます。

duration%には、WAV ﾌｧｲﾙ名を示す値を指定します。例えば、1
と指定した場合、SD ｶｰﾄﾞの WAV ﾌｫﾙﾀﾞにある 1.wav が再生され

ます。 
 

使用例 … 
 BcrData_1: 
   BEEP(-1, 1)  ‘ ﾌﾞｻﾞｰ小音量 
   BEEP(2000, 10, 0, 10, 2000, 10) 
   BEEP(-2, 1)  ‘ A:¥WAV¥1.WAV を再生 
 … 
 RETURN 

 

注意 
 8200 ﾀｰﾐﾅﾙで再生可能な WAV ﾌｧｲﾙ仕様は、下記となります。WAV ﾌｧｲﾙのｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾄと MicroSD ｶｰﾄﾞ、WAV ﾌ

ｧｲﾙを作成するｿﾌﾄの相性によっては、正しく再生されない場合があります。 
 
ﾌｫｰﾏｯﾄ  : Windows標準 WAV ﾌｫｰﾏｯﾄ 
ｵｰﾃﾞｨｵｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾄ : 8/11/16/22/32/44Hz 
ﾁｬﾝﾈﾙ  : ﾓﾉﾗﾙ 
ｵｰﾃﾞｨｵｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｻｲｽﾞ : 16bit 
ｵｰﾃﾞｨｵ形式  : PCM 
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STOP BEEP 
適用機種 ALL 

目的 ﾌﾞｻﾞｰを停止します。 

構文 STOP BEEP 

解説 ﾌﾞｻﾞｰを停止します。 

使用例 BEEP(2000, 0) 
 ON KEY(1) GOSUB StopBeep 
 PRINT “Press F1 to stop the buzzer.” 
 … 
 StopBeep: 
   STOP BEEP 
 RETURN 
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5.11. LEDｺﾏﾝﾄﾞ 
 

LED 
適用機種 ALL 

目的 LEDを制御します。 

構文 LED(number%, mode%, duration%) 

解説 引数 number%には、LED番号を指定します。下記を参照ください。 

 

number% 意味 
1 赤色 LED 
2 緑色 LED 

3 青色第 2LED(8200/8400/8700が搭載している第 2 LED, ﾃﾞｨﾌ
ｫﾙﾄは無線通信ｽﾃｰﾀｽ表示用 LED) 

4 緑色第 2LED(8200/8400/8700が搭載している第 2 LED, ﾃﾞｨﾌ
ｫﾙﾄは無線通信ｽﾃｰﾀｽ表示用 LED) 

 

 引数 Mode%には、動作ﾓｰﾄﾞを指定します。下記を参照ください。 

 

mode% 意味 
0 指定時間(Duration%)LEDを消灯してから点灯させます。 
1 指定時間(Duration%)LEDを点灯してから消灯させます。 

2 指定時間(Duration%)LED を点滅させます。点滅時間は、

Duration%の値の 2倍になります。 

240 

8200/8400/8700の第 2 LED は、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ動作を行います。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ動作 
青色 LED高速点滅  : Bluetooth接続待ち又は接続中 
青色 LED低速点滅  : Bluetooth接続完了 
緑色 LED高速点滅  : WiFi接続待ち又は接続中 
緑色 LED低速点滅  : WiFi接続完了 

241 

8200/8400/8700 の第 2 LED は、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ動作を中断し、ﾕｰｻﾞ

ｰ定義の動作を行います。下記の例を参照ください。 
 
LED(3, 241, 0) ‘ 青色第 2LEDをﾕｰｻﾞｰが制御 
LED(3, 240, 0) ‘ 青色第 2LEDをｼｽﾃﾑが制御 

 

 引数 Duration%には、時間を 10 ﾐﾘ秒単位で指定します。0を指定した場合は、指定の動作を継 
 続します。 

 

使用例 ON READER(1) GOSUB BcrData_1 
 … 
 BcrData_1: 
   BEEP(2000, 5) 
   LED(2, 1, 5)  ‘ ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED 
   Data$ = GET_READER_DATA$(1) 
 … 
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5.12. ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｺﾏﾝﾄﾞ 
 

VIBRATOR 
適用機種 8200/8400/8500/8700 

目的 ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀを制御します。 

構文 VIBRATOR(mode%) 

解説 引数 mode%には、動作ﾓｰﾄﾞを指定します。下記を参照ください。 

 

mode% 意味 
0 ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀをｵﾌにします。 

1 
ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀをｵﾝにします。 
一度、ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀをｵﾝにすると、VIBRATOR(0)が実行されるまで

ｵﾌにはなりません。 
 

使用例 ON READER(1) GOSUB BcrData_1 
 … 
 BcrData_1: 
   VIRATOR(1)  ‘ ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ ｵﾝ 
   BEEP(2000, 5) 
   LED(2, 1, 5)  ‘ ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED 
   Data$ = GET_READER_DATA$(1) 
   WAIT(100)  ‘ 500 ﾐﾘ秒 待ち 
   VIBRAOR(0)  ‘ ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ ｵﾌ 
 
 … 
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5.13. ﾘｱﾙﾀｲﾑｸﾛｯｸｺﾏﾝﾄﾞ 
ﾀｰﾐﾅﾙは、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電池によって保護されたｶﾚﾝﾀﾞｰﾁｯﾌﾟを内蔵しています。このｶﾚﾝﾀﾞｰﾁｯﾌﾟは、ﾀｰﾐﾅﾙの電源がｵﾌさ

れた場合でも保持され、閏年にも対応しています。 
 

DATE$ 
適用機種 ALL 

目的 日付(年月日)を設定又は取得します。 

構文 REM X$は日付を設定するための文字列型変数です。 
 DATE$ = X$ 
  
 REM Y$は取得した日付を代入するための文字列型変数です。 
 Y$ = DATE$ 

解説 日付を設定する場合、X$に yyyymmdd ﾌｫｰﾏｯﾄで日付を指定します。 
 日付と取得する場合、Y$に yyyymmdd ﾌｫｰﾏｯﾄで日付が返されます。 
  
 yyyy : 西暦年  例) 2012 = 西暦 2012年 
 mm : 月  例) 12 = 12月 
 dd : 日  例) 31 = 31日 
 
 Cipher BASIC ｺﾝﾊﾟｲﾗ及びﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝは、与えられた yyyymmdd ﾌｫｰﾏｯﾄﾃﾞｰﾀが正しいかどうか 
 のﾁｪｯｸは行いませんので、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内で必要に応じたﾁｪｯｸを行ってください。 
 

使用例 DATE$ = “20120101”  ‘ 2012 年 1月 1日に設定 
 Today$ = DATE$   ‘ 現在の日付(yyyymmdd)を取得 
 

DAY_OF_WEEK 
適用機種 ALL 

目的 曜日を取得します。 

構文 REM A%は曜日に対応する数値を代入するための整数列型変数です。 
 A% = DATE_OF_WEEK 

解説 曜日に対応する数値を戻り値として返します。下記を参照ください。 

 

戻り値 A% 意味 
1 月曜日 
2 火曜日 
3 水曜日 
4 木曜日 
5 金曜日 
6 土曜日 
7 日曜日 

 

使用例 ON DAY_OF_WEEK GOSUB 100, 200, 300, 400, 500, 600, 700 
 … 
 100 
   PRINT “月曜日” 
 RETURN 
 
 200 
   PRINT “火曜日” 
 RETURN 
 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 77 
Copyright © 2011, WELCOM DESIGN KK 

 

TIME$ 
適用機種 ALL 

目的 時刻(時分秒)を設定又は取得します。 

構文 REM X$は時刻を設定するための文字列型変数です。 
 TIME$ = X$ 
  
 REM Y$は取得した時刻を代入するための文字列型変数です。 
 Y$ = TIME$ 

解説 時刻を設定する場合、X$に hhmmss ﾌｫｰﾏｯﾄで時刻を指定します。 
 時刻と取得する場合、Y$に hhmmss ﾌｫｰﾏｯﾄで時刻が返されます。 
  
 hh : 時  例) 15 = 15時(24時間形式) 
 mm : 分  例) 59 = 59分 
 ss : 秒  例) 31 = 31秒 
 
 Cipher BASIC ｺﾝﾊﾟｲﾗ及びﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝは、与えられた hhmmss ﾌｫｰﾏｯﾄﾃﾞｰﾀが正しいかどうか 
 のﾁｪｯｸは行いませんので、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内で必要に応じたﾁｪｯｸを行ってください。 
 

使用例 TIME$ = “112500”  ’11:25.00に設定 
 CurrentTime$ = TIME$  ‘ 現在の時刻(hhmmss)を取得 
 

TIMER 
 
適用機種 ALL 

目的 ﾀｰﾐﾅﾙを起動してからの秒数を取得します。 

構文 REM A&はﾀｲﾏｰ値(秒数)を代入するための長整数型変数です。 
 A& = TIMER 

解説 ﾀｰﾐﾅﾙを起動してからの秒数を戻り値として返します。 
 
 TIMERは読取専用のため値を代入することはできません。 

使用例 StartTime& = TIMER 
 … 
 Loop: 
   IF EndTime& <> TIMER 
    TimerElapsed& = EndTime& -StartTime& 
    CLS 
    PRINT TimerElapsed& 
    IF TimerElapsed& > 100 THEN GOTO NextStep 
   END IF 
   GOTO Loop 
 NextStep: 
 … 

関連項目 OFF TIMER, ON TIMER GOSUB … 
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WAIT 
 
適用機種 ALL 

目的 指定時間ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを停止します。 

構文 WAIT(duration%) 

解説 引数 duration%には、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ停止時間を指定します。設定単位は、5 ﾐﾘ秒です。 
 割り込みｲﾍﾞﾝﾄ待ちのﾙｰﾌﾟ処理で WAIT ｺﾏﾝﾄﾞを実行することで、消費電量を最小限に抑えること 
 ができます。CHANGE_SPEED ｺﾏﾝﾄﾞで CPUの速度を落とすよりも効果的です。 

使用例 ON COM(1) GOSUB RcvData  
 While(1) 
   WAIT(100) ‘ 500 ﾐﾘ秒待ち 
 WEND 
  
 RcvData: 
   … 
   … 
 RETURN 
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5.14. ﾊﾞｯﾃﾘｰｺﾏﾝﾄﾞ 
 

BACKUP_BATTERY 
適用機種 ALL 

目的 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電池の電圧を取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = BACKUP_BATTERY 

解説 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電池の電圧を戻り値として返します。単位は、mV(ﾐﾘﾎﾞﾙﾄ)です。 
 
 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電池は、ﾀｰﾐﾅﾙの電源がｵﾌの状態でも SRAM及びｶﾚﾝﾀﾞｰﾁｯﾌﾟの内容が失われないよう、保 
 護しています。ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電池電圧が 2900mVを下回った場合は、ﾊﾞｯﾃﾘｰﾛｰ状態で、注意が必要で 
 す。すぐにﾀｰﾐﾅﾙの充電をおこなってください。ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電池が無くなると、SRAM及びｶﾚﾝﾀﾞｰﾁｯ 
 ﾌﾟの内容は消滅します。 

使用例 BATTERY_LOW% = 2900 
 CheckBackupBattery: 
   IF BACKUP_BATTERY < BATTERY_LOW% THEN 
    BEEP(2000, 30) 
    CLS 
    PRINT “ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電池充電!!” 
   LOOP: 
    GOTO LOOP 
   END IF 
 

MAIN_BATTERY 
適用機種 ALL 

目的 ﾒｲﾝ電池の電圧を取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = MAIN_BATTERY 

解説 ﾒｲﾝ電池の電圧を戻り値として返します。単位は、mV(ﾐﾘﾎﾞﾙﾄ)です。 
 
 ﾒｲﾝ電池電圧が 3400mV(ｱﾙｶﾘ乾電池の場合は、2200mV)を下回った場合は、ﾊﾞｯﾃﾘｰﾛｰ状態です。

 すぐにﾀｰﾐﾅﾙの充電又は電池交換を行ってください。ﾊﾞｯﾃﾘｰﾛｰ状態では、ﾀｰﾐﾅﾙは動作しますが、 
 消費の高い一部の機能が正しく動作しない可能性があります。 

使用例 BATTERY_LOW% = 3400 
 CheckMainBattery: 
   IF MAIN_BATTERY < BATTERY_LOW% THEN 
    BEEP(2000, 30) 
    CLS 
    PRINT “ﾒｲﾝ電池を充電!!” 
   LOOP: 
    GOTO LOOP 
   END IF 
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5.15. ｷｰﾊﾟｯﾄﾞｺﾏﾝﾄﾞ 
 

CLR_KBD 
適用機種 ALL 

目的 ｷｰﾊﾞｯﾌｧをｸﾘｱします。 

構文 CLR_KBD 

解説 ｷｰﾊﾞｯﾌｧをｸﾘｱします。 

使用例 CLR_KBD 
 ON KEY(1) GOSUB KeyData_1 
 … 
 

INKEY$ 
適用機種 ALL 

目的 ｷｰﾊﾞｯﾌｧから 1文字取得します。 

構文 REM X$は戻り値を代入するための文字列型変数です。 
 X$ = INEKY$ 

解説 ｷｰﾊﾞｯﾌｧから 1文字を取得し、戻り値として返します。取得した 1文字は、ｷｰﾊﾞｯﾌｧから削除され 
 ます。ｷｰﾊﾞｯﾌｧにﾃﾞｰﾀが無い場合は、空の文字列を返します。 

使用例 … 
 PRINT “Intialize System(Y/N)?” 
 Loop: 
   KeyData$ = INKEY$ 
   IF KeyData$ = “” THEN 
    GOTO Loop 
   ELSE IF KeyData$ = “Y” THEN 
    GOTO Initialize 
   … 
 

INPUT 
適用機種 ALL 

目的 ｷｰﾊﾟｯﾄﾞからの入力を変数に代入します。 

構文 INPUT variable 

解説 引数 variableには、入力する型に応じた変数を指定します。指定した変数に合ったﾃﾞｰﾀを入力 
 しなければいけません。 
 
 Enter ｷｰが押されると入力が確定し、指定の変数に入力値が代入されます。ESC ｷｰが押された場 
 合は、処理はｱﾎﾞｰﾄし、入力値はｸﾘｱされます。 

使用例 INPUT String$  ‘ 文字列を入力 
 PRINT String$ 
 INPUT Number%  ‘ 整数を入力 
 PRINT Number% 
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INPUT_MODE 
適用機種 ALL 

目的 入力ﾓｰﾄﾞを設定します。 

構文 INPUT_MODE(mode%) 

解説 引数 mode%には、設定したい入力ﾓｰﾄﾞに対応する値を指定します。 

 

mode% 意味 
0 入力した文字をﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示しません。 

1 
入力した文字をそのままﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示し

ます。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 

2 
入力した文字の代わりにｱｽﾀﾘｽｸ(*)をﾃﾞｨｽ

ﾌﾟﾚｲに表示します。ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力を行う際な

どに利用されます。 
 

使用例 LOCATE 1, 1 
 INPUT_MODE(1) 
 INPUT Login$ 
  
 LOCATE 2,1 
 INPUT_MODE(2) 
 INPUT Password$ 
 

KEY_CLICK 
適用機種 ALL 

目的 ｷｰｸﾘｯｸ音を設定します。 

構文 KEY_CLICK(mode%) 

解説 引数 mode%には、設定したいｷｰｸﾘｯｸ音に対応する値を指定します。 

 

mode% 意味 
0 ｷｰｸﾘｯｸ音をｵﾌにします。 

1~5 ｷｰｸﾘｯｸ音をｵﾝにします。1~5 には、それぞ

れ異なる音色が設定されています。 
 

使用例 KEY_CLICK(0)  ‘ ｷｰｸﾘｯｸ音無し 
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PUTKEY 
適用機種 8200/8400/8500/8700 

目的 ｷｰﾊﾞｯﾌｧに 1文字を書き込みます。 

構文 PUKEY(n%) 

解説 引数 n%には、書き込みたい文字に対応する ASCII ｺｰﾄﾞを 10進数で指定します。 
 
 このｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙすることで、ｷｰﾊﾟｯﾄﾞからの入力をｼﾐｭﾚｰｼｮﾝすることができます。例えば、ﾀｯﾁｽｸ 
 ﾘｰﾝ上にｷｰﾎﾞｰﾄﾞを描画し、その押されたｷｰに相当する文字をｷｰﾊﾞｯﾌｧに書き込むことでｷｰﾎﾞｰﾄﾞを 
 ｼﾐｭﾚｰﾄできます。 

使用例 PUTKEY(27)  ‘ ESC ｷｰ(27)をｷｰﾊﾞｯﾌｧに書き込み 
 

ALPHA_LOCK 
適用機種 ALL 

目的 入力ﾓｰﾄﾞと ALPHA ｽﾃｰﾄを設定します。 

構文 ALPHA_LOCK(mode%) 

解説 引数 mode%には、設定したい入力ﾓｰﾄﾞと ALPHA ｽﾃｰﾄに対応する値を指定します。 

 

mode% 入力ﾓｰﾄﾞ ALPHA ｽﾃｰﾄ 
0 数字ﾓｰﾄﾞ ﾛｯｸ無し 
1 英字ﾓｰﾄﾞ(大文字) ﾛｯｸ無し 
2 数字ﾓｰﾄﾞ ﾛｯｸ有り 
3 英字ﾓｰﾄﾞ(小文字) ﾛｯｸ無し 
4 ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ(8000/8200のみ) ﾛｯｸ無し 
5 英字ﾓｰﾄﾞ(大文字) ﾛｯｸ有り 
6 英字ﾓｰﾄﾞ(小文字) ﾛｯｸ有り 
7 ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ(8000/8200のみ) ﾛｯｸ有り 

 

 英字ﾓｰﾄﾞでは、1秒以内に同じｷｰを繰り返し押すことで、ｷｰに割り当てられている英字と数字を 
 順番に表示していきます。1秒以上経過するか異なるｷｰが押されると、表示中の文字が入力され 
 ます。例えば、｢2ABC｣と表示されているｷｰの場合、A→B→C→2→A→B….という順序で表示され 
 ます。 

使用例 ALPHA_LOCK(1) 
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GET_ALPHA_LOCK 
適用機種 ALL 

目的 入力ﾓｰﾄﾞと ALPHA ｽﾃｰﾄを取得します。このｺﾏﾝﾄﾞは、互換性維持のため、残されています。 
 通常は、次の GET_ALPHA_STATE ｺﾏﾝﾄﾞをご利用ください。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = GET_ALPHA_LOCK 

解説 入力ﾓｰﾄﾞと ALPHA ｽﾃｰﾄを取得し、戻り値として返します。ALPHA ｷｰに対応していないﾀｰﾐﾅﾙの場 
 合は、-1を返します。 

使用例 ALPHA_LOCK% = GET_ALPHA_LOCK 
 

GET_ALPHA_STATE 
適用機種 ALL 

目的 入力ﾓｰﾄﾞと ALPHA ｽﾃｰﾄを取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = GET_ALPHA_STATE 

解説 入力ﾓｰﾄﾞと ALPHA ｽﾃｰﾄを取得し、戻り値として返します。ALPHA ｷｰに対応していないﾀｰﾐﾅﾙの場 
 合は、-1を返します。 

 

A% 入力ﾓｰﾄﾞ ALPHA ｽﾃｰﾄ 
0 数字ﾓｰﾄﾞ ﾛｯｸ無し 
1 英字ﾓｰﾄﾞ(大文字) ﾛｯｸ無し 
2 数字ﾓｰﾄﾞ ﾛｯｸ有り 
3 英字ﾓｰﾄﾞ(小文字) ﾛｯｸ無し 
4 ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ(8000/8200のみ) ﾛｯｸ無し 
5 英字ﾓｰﾄﾞ(大文字) ﾛｯｸ有り 
6 英字ﾓｰﾄﾞ(小文字) ﾛｯｸ有り 
7 ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ(8000/8200のみ) ﾛｯｸ有り 

 

使用例 ALPHA_LOCK% = GET_ALPHA_LOCK 
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FUNCTION_TOGGLE 
適用機種 8300/8400/8500/8700 

目的 FUNCION ｽﾃｰﾄを設定します。 

構文 FUNCTION_TOGGLE(state%) 

解説 引数 state%には、設定したい FUNCTION ｽﾃｰﾄに対応する値を指定します。 

 

ﾀｰﾐﾅﾙ機種 state% 説明 

8300 
0 ｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1 ﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ 

8400 
8500/8700(44 ｷｰﾀｲﾌﾟ 2) 

0 ｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1 ﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ 
2 ｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ + FN ﾉｰﾏﾙｷｰ 
3 ﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ + FN ﾉｰﾏﾙｷｰ 
4 ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ 
6 ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ + FN ﾉｰﾏﾙｷｰ 

8500/8700(24 ｷｰ) 
8500(44 ｷｰ ﾀｲﾌﾟ 1) 

0 ｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1 ﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ 
2 ｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ + FN ﾉｰﾏﾙｷｰ 
3 ﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ + FN ﾉｰﾏﾙｷｰ 
4 - 

 

 ｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑﾓｰﾄﾞ 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを押すと、ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞがｵﾝになり、続く第 2 ｷｰを押すと、ﾌｧｳﾝｸｼｮﾝｷｰ入力が確定し、 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞがｵﾌになります。ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞがｵﾝになると、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ下段に F ｱｲｺﾝが表示されます。 
 8300/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙでは、再度ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを押すことで、ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞをｵﾌにすることが 
 できます。 
 ﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを押すと、ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞがｵﾝになり、再度押すと、ｵﾌになります。ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞがｵﾝにな 
 ると、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ下段に F ｱｲｺﾝが表示されます。 
 ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを押した状態で、続く第 2 ｷｰを押ことでﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを入力するﾓｰﾄﾞです。 
 FN ﾉｰﾏﾙｷｰ 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを通常ｷｰのひとつとして扱います。 
 

使用例 FUNCTION_TOGGLE(0)  ‘ ｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ 
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5.16. ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｺﾏﾝﾄﾞ 
ﾀｰﾐﾅﾙは、それぞれ下記の解像度･座標を持つﾊﾞｯｸﾗｲﾄ付ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲを搭載しています。 
 

ﾀｰﾐﾅﾙ機種 解像度 左頂点座標(x, y) 右上座標(x, y) 
8000 100 x 64 ﾄﾞｯﾄ (0, 0) (99, 63) 
8300 128 x 64 ﾄﾞｯﾄ (0, 0) (127, 63) 
8200/8400 160 x 160 ﾄﾞｯﾄ (0, 0) (159, 159) 
8500/8700 160 x 160 ﾄﾞｯﾄ (0, 0) (159, 159) 

 
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｺﾝﾄﾗｽﾄ 
ｺﾝﾄﾗｽﾄﾚﾍﾞﾙ 1~8の 8段階調整が可能です。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、ﾚﾍﾞﾙ 5です。 
ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾌです。8000/8300/8500/8700 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙでは、｢FN｣+｢Enter｣ｷｰでﾊﾞｯｸﾗｲﾄのｵﾝ/ｵﾌが行

えます。8200/8400 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙは、ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ専用ｷｰを搭載しています。ﾊﾞｯｸﾗｲﾄのﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、ﾚﾍﾞﾙ 2です。 
 

BACK_LIGHT_DURATION 
適用機種 ALL 

目的 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄの点灯時間を設定します。 

構文 BACK_LIGHT_DURATION(n%) 

解説 引数 n%には、ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ点灯時間を秒単位で指定します。 

使用例 BACK_LIGHT_DURATION(20) ‘ ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ点灯時間 20秒 
 

BACKLIT 
適用機種 ALL 

目的 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ動作ﾓｰﾄﾞを設定します。 

構文 BACKLIT(state%) 

解説 引数 state%には、設定したいﾊﾞｯｸﾗｲﾄ動作ﾓｰﾄﾞに対応する数値を指定します。 

 

ﾀｰﾐﾅﾙ機種 state% 意味 

8000/8300 
0 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾌ 
1 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ 

8200/8400 

0 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾌ 
1 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ 超低輝度 
2 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ 低輝度 
3 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ 中輝度 
4 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ 高輝度 
16 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ ｼｪｲﾄﾞ効果無し 
17 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ ｼｪｲﾄﾞ最小効果 
18 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ ｼｪｲﾄﾞ小効果 
19 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ ｼｪｲﾄﾞ中効果 
20 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ ｼｪｲﾄﾞ大効果 

8500/8700 

0 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾌ 
1 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ 超低輝度 
2 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ 低輝度 
3 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ 中輝度 
4 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ 高輝度 

 

使用例 BACK_LIT(1)  ‘ 8500/8700 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾝ 超低輝度 
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LCD_CONTRAST 
適用機種 ALL 

目的 ｺﾝﾄﾗｽﾄﾚﾍﾞﾙを設定します。 

構文 LCD_CONTRAST(n%) 

解説 引数 n%には、ｺﾝﾄﾗｽﾄﾚﾍﾞﾙを 1(低ｺﾝﾄﾗｽﾄ)~8(高ｺﾝﾄﾗｽﾄ)の範囲で指定します。 

使用例 LCD_CONTRAST(4) ‘ ｺﾝﾄﾗｽﾄﾚﾍﾞﾙ 4(中ｺﾝﾄﾗｽﾄ) 

 

SET_VIDEO_MODE 
適用機種 ALL 

目的 ﾋﾞﾃﾞｵﾓｰﾄﾞを設定します。 

構文 SET_VIDEO_MODE(mode%) 

解説 引数 mode%には、設定したいﾋﾞﾃﾞｵﾓｰﾄﾞに対応する値を指定します。 

 

mode% 意味 
0 通常ﾓｰﾄﾞ 
1 反転ﾓｰﾄﾞ(白黒反転) 

 

使用例  

 

 

 

 

 

 

 

 

CURSOR 
適用機種 ALL 

目的 ｶｰｿﾙの表示･非表示を設定します。 

構文 CURSOR(mode%) 

解説 引数 mode%には、ｶｰｿﾙの表示･非表示に対応する値を指定します。 

 

mode% 意味 
0 ｶｰｿﾙ表示 
1 ｶｰｿﾙ非表示 

 

使用例 CURSOR   ‘ ｶｰｿﾙ表示 
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CURSOR_X 
適用機種 ALL 

目的 現在のｶｰｿﾙ位置(X座標)を取得します。 

構文 REM X%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 X% = CURSOR_X 

解説 現在のｶｰｿﾙ位置(X座標)を戻り値として返します。 

使用例 ON READER(1) GOSUB BcrData_1 
 … 
 Bcr_Data1: 
   BEEEP(2000, 5) 
   Data$ = GET_READER_DATA$(1) 
   Pre_X% = CURSOR_X 
   Pre_Y% = CURSOR_Y 
   LOCATE 8, 1 
   PRINT Data$ 
   LOCATE Pre_Y%, Pre_X% 
 RETURN 
 

 

CURSOR_Y 
適用機種 ALL 

目的 現在のｶｰｿﾙ位置(Y座標)を取得します。 

構文 REM Y%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 Y% = CURSOR_Y 

解説 現在のｶｰｿﾙ位置(Y座標)を戻り値として返します。 

使用例 ON READER(1) GOSUB BcrData_1 
 … 
 Bcr_Data1: 
   BEEEP(2000, 5) 
   Data$ = GET_READER_DATA$(1) 
   Pre_X% = CURSOR_X 
   Pre_Y% = CURSOR_Y 
   LOCATE 8, 1 
   PRINT Data$ 
   LOCATE Pre_Y%, Pre_X% 
 RETURN 
 

LOCATE 
適用機種 ALL 

目的 ｶｰｿﾙを指定位置に移動します。 

構文 LOCATE y%, x% 

解説 引数 y%には、ｶｰｿﾙを移動したい Y座標を指定し、引数 x%には、ｶｰｿﾙを移動したい X座標を指定 
 します。 
  
 指定できる値は、ﾀｰﾐﾅﾙの画面ｻｲｽﾞ、使用するﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ及びｱｲｺﾝｴﾘｱを使用するか(ICON_ZONE_ 
 PRINT ｺﾏﾝﾄﾞ)の設定によります。8500 ｼﾘｰｽﾞでは、ICON_ZONE_PRINT(0)が設定されていて、 
 且つ 6x8 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄを使用している場合は、18を超える Y座標を指定することはできません。 

使用例 LOCATE 1,1  ‘ ｶｰｿﾙを左上頂点に移動します 
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FILL_RECT 
適用機種 ALL 

目的 指定の長方形ｴﾘｱを塗りつぶします。 

構文 FILL_RECT(x%, y%, size_x%, size_y%) 

解説 引数 x%には、長方形ｴﾘｱの開始 X座標、引数 y%には、長方形ｴﾘｱの開始 y座標、引数 size_x% 
 には、長方形ｴﾘｱの幅、引数 size_x%には、長方形ｴﾘｱの高さをそれぞれﾄﾞｯﾄ単位で指定します。 

使用例 FILL_RECT(1,1, 20, 10) 

関連項目 CLR_RECT 

 

ICON_ZONE_PRINT 
適用機種 ALL 

目的 ｱｲｺﾝｴﾘｱを文字表示ｴﾘｱとして使用するかを設定します。 

構文 ICON_ZONE_PRINT(status%) 

解説 引数 status%には、ｱｲｺﾝｴﾘｱを文字表示ｴﾘｱとして使用するかを示す値を指定します。 

 

status% 説明 
0 ｱｲｺﾝｴﾘｱを文字表示ｴﾘｱとして使用しない。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1 ｱｲｺﾝｴﾘｱを文字表示ｴﾘｱとして使用する。 

 

 ｱｲｺﾝｴﾘｱは、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄでは、ﾊﾞｯﾃﾘｱｲｺﾝや ALPHA ｱｲｺﾝなどのｽﾃｰﾀｽｱｲｺﾝが表示されるｴﾘｱで、PRINT 
 ｺﾏﾝﾄﾞによる文字表示は行えません。ｸﾞﾗﾌｨｯｸｺﾏﾝﾄﾞによるｱｸｾｽのみが許可されています。 

 

ﾀｰﾐﾅﾙ機種 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ解像度 説明 
8000 100 x 64 ﾄﾞｯﾄ ｱｲｺﾝｴﾘｱは、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ右端の 4x64 ﾄﾞｯﾄの縦長ｴﾘｱになります。幅 4 ﾄﾞｯﾄは、

1 文字を表示するにも小さすぎるため、ｱｲｺﾝｴﾘｱを文字表示ｴﾘｱとした場合

でも、表示できる文字桁数は変わりません。 
8200/8400 160 x 160 ﾄﾞｯﾄ ｱｲｺﾝｴﾘｱは、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ下段の 160x16 ﾄﾞｯﾄの横長ｴﾘｱになります。ｱｲｺﾝｴﾘｱ

を文字表示ｴﾘｱとした場合、6x8 ﾌｫﾝﾄで 26 文字 x20 行、8x16 ﾌｫﾝﾄで 20
文字 x10行の表示が可能になります。 

8300 128 x 64 ﾄﾞｯﾄ ｱｲｺﾝｴﾘｱは、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ右端の 8x64 ﾄﾞｯﾄの縦長ｴﾘｱになります。ｱｲｺﾝｴﾘｱを文

字表示ｴﾘｱとした場合、6x8 ﾌｫﾝﾄで 21 文字 x8 行、8x16 ﾌｫﾝﾄで 16 文字

x4行の表示が可能になります。 
8500/8700 160 x 160 ﾄﾞｯﾄ ｱｲｺﾝｴﾘｱは、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ下段の 160x8(6x8 ﾌｫﾝﾄ)又は 160ｘ16(8x16 ﾌｫﾝﾄ)

ﾄﾞｯﾄの横長ｴﾘｱになります。ｱｲｺﾝｴﾘｱを文字表示ｴﾘｱとした場合、6x8 ﾌｫﾝﾄ

で 26文字 x20行、8x16 ﾌｫﾝﾄで 20文字 x10行の表示が可能になります。
 

 ICON_ZONE_PRINT(1)によって、ｱｲｺﾝｴﾘｱを文字表示ｴﾘｱとした場合、CLS ｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙすると、 
 ｱｲｺﾝｴﾘｱを含む全ての文字がｸﾘｱされます。但し、ｱｲｺﾝｴﾘｱを文字表示ｴﾘｱとした場合でも、ﾊﾞｯﾃﾘｱ 
 ｲｺﾝなどのｽﾃｰﾀｽｱｲｺﾝは、ｼｽﾃﾑによって定期的に更新されるため、表示文字上に上書きされること 
 があります。 

使用例 ICON_ZONE_PRINT(1)  ‘ｱｲｺﾝｴﾘｱを文字表示ｴﾘｱとして使用 

関連項目 PRINT 
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PRINT 
適用機種 ALL 

目的 ﾃﾞｰﾀをﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示します。 

構文 PRINT expression[{,|;[expression]}] 

解説 引数 expressionには、表示したい数値や文字列及び相当する変数や式を指定します。各引数は、 
 ｺﾝﾏ(,)又はｾﾐｺﾛﾝ(;)で区切られます。下記のﾙｰﾙを参照ください。 

 ｺﾝﾏ(,)で区切った場合、次のﾃﾞｰﾀはｽﾍﾟｰｽ 1文字が挿入された後に表示されます。 

 ｾﾐｺﾛﾝ(;)で区切った場合、次のﾃﾞｰﾀは直後に表示されます。ｽﾍﾟｰｽは挿入されません。 

 最後にｺﾝﾏ(,)又はｾﾐｺﾛﾝ(;)が無い場合、全ﾃﾞｰﾀ表示後、改行(ｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ)が行われます。 

使用例 PRINT “ABC”, “DEF”  ‘ 表示結果 ABC DEF 
 PRINT “ABC”; “DEF”  ‘ 表示結果 ABCDEF 
 A%=5 
 PRINT A, “正方形面積 ”; A*A ‘ 表示結果 5 正方形面積 25 

関連項目 CLS, ICON_ZONE_PRINT 

 

WAIT_HOURGLASS 
適用機種 ALL 

目的 処理中を示す回転砂時計を表示します。 

構文 WAIT_HOURGLASS(x%, y%, type%) 

解説 引数 x%と y%には、回転砂時計を表示したい座標(x,y)をﾄﾞｯﾄ単位で指定します。 
 引数 type%には、回転砂時計の大きさを示す値を指定します。 

 

type% 説明 
0 24 x 23 ﾄﾞｯﾄ 
1 8 x 8 ﾄﾞｯﾄ 

 

 回転砂時計を更新するため、連続して、このｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙしてください。経過時間を示す 5 ﾊﾟﾀｰﾝ 
 の回転砂時計が表示されます。1周期には、約 3秒弱を要します。 

使用例 WAIT_HOURGLASS(68, 68, 1) ‘ 座標(68,68)に 24x23 ﾄﾞｯﾄ砂時計を表示 

 

CLR_RECT 
適用機種 ALL 

目的 長方形ｴﾘｱをｸﾘｱします。 

構文 CLR_RECT(x%, y%, size%, size_y%) 

解説 引数 x%には、長方形ｴﾘｱの開始 X座標、引数 y%には、長方形ｴﾘｱの開始 y座標、引数 size_x% 
 には、長方形ｴﾘｱの幅、引数 size_y%には、長方形ｴﾘｱの高さをそれぞれﾄﾞｯﾄ単位で指定します。 

使用例 CLR_RECT(1, 1, 20, 20) 

関連項目 CLS, FILL_RECT 
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CLS 
適用機種 ALL 

目的 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ全体をｸﾘｱします。 

構文 CLS 

解説 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示されている全てをｸﾘｱし、ｶｰｿﾙ位置を(1,1)にﾘｾｯﾄします。 

使用例 ON TIMER(1,200) GOSUB ClearScreen ‘ TIMER(1) = 2CLR 秒 
 … 
 ClearScreen: 
   OFF TIMER(1) 
   CLS 
 RETURN 

関連項目 CLR_RECT, PRINT 

 

GET_IMAGE 
適用機種 ALL 

目的 長方形ｴﾘｱのﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝを取得します。 

構文 REM DataCount%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 DataCount% = GET_IMAGE(file_index%, x%, y%, size_x%, size_y%) 

解説 引数 file_index%には、取得したﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾏｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝを保存するﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号を 1~6の範 
 囲で指定します。 
 引数 x%には、長方形ｴﾘｱの開始 X座標、引数 y%には、長方形ｴﾘｱの開始 y座標、引数 size_x% 
 には、長方形ｴﾘｱの幅、引数 size_y%には、長方形ｴﾘｱの高さをそれぞれﾄﾞｯﾄ単位で指定します。 
 
 結果として、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙに保存されたﾃﾞｰﾀ総数が戻り値として返されます。 

使用例 GET_IMAGE(3,12, 32, 60, 16) 

関連項目 GET_TRAMSACTION_DATA$, GET_TRANSACTION_DATA_EX$, SET_SIGNAREA 
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SHOW_IMAGE 
適用機種 ALL 

目的 長方形ｴﾘｱにﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝを出力します。 

構文 REM DataCount%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 SHOW_IMAGE(x%, y%, size_x%, size_y%, image$) 

解説 引数 x%には、長方形ｴﾘｱの開始 X座標、引数 y%には、長方形ｴﾘｱの開始 y座標、引数 size_x% 
 には、長方形ｴﾘｱの幅、引数 size_y%には、長方形ｴﾘｱの高さをそれぞれﾄﾞｯﾄ単位で指定します。 
 引数 image$には、ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝﾃﾞｰﾀを指定します。 

使用例 ‘ CipherLab ﾛｺﾞの描画 
 icon_1$ = chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(248)+chr$(255)+chr$(7) 
 icon_2$ = chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(8)+chr$(0)+chr$(4) 
 icon_3$ = chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(254)+chr$(255)+chr$(5) 
 icon_4$ = chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(254)+chr$(255)+chr$(5) 
 icon_5$ = chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(254)+chr$(255)+chr$(5) 
 icon_6$ = chr$(192)+chr$(3)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(250)+chr$(255)+chr$(5) 
 icon_7$ = chr$(96)+chr$(214)+chr$(201)+chr$(59)+chr$(250)+chr$(142)+chr$(5) 
 icon_8$ = chr$(48)+chr$(80)+chr$(74)+chr$(72)+chr$(122)+chr$(109)+chr$(5) 
 icon_9$ = chr$(16)+chr$(80)+chr$(74)+chr$(72)+chr$(122)+chr$(109)+chr$(5) 
 icon_10$ = chr$(16)+chr$(208)+chr$(249)+chr$(59)+chr$(186)+chr$(139)+chr$(5) 
 icon_11$ = chr$(48)+chr$(84)+chr$(72)+chr$(24)+chr$(58)+chr$(104)+chr$(5) 
 icon_12$ = chr$(96)+chr$(86)+chr$(72)+chr$(40)+chr$(186)+chr$(107)+chr$(5) 
 icon_13$ = chr$(192)+chr$(83)+chr$(200)+chr$(75)+chr$(130)+chr$(139)+chr$(5) 
 icon_14$ = chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(254)+chr$(255)+chr$(7) 
 icon_15$ = chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(254)+chr$(255)+chr$(1) 
 icon_16$ = chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(0)+chr$(254)+chr$(255)+chr$(1) 
 
 show_image(2, 0, 56, 1, icon_1$) 
 show_image(2, 1, 56, 1, icon_2$) 
 show_image(2, 2, 56, 1, icon_3$) 
 show_image(2, 3, 56, 1, icon_4$) 
 show_image(2, 4, 56, 1, icon_5$) 
 show_image(2, 5, 56, 1, icon_6$) 
 show_image(2, 6, 56, 1, icon_7$) 
 show_image(2, 7, 56, 1, icon_8$) 
 show_image(2, 8, 56, 1, icon_9$) 
 show_image(2, 9, 56, 1, icon_10$) 
 show_image(2, 10, 56, 1, icon_11$) 
 show_image(2, 11, 56, 1, icon_12$) 
 show_image(2, 12, 56, 1, icon_13$) 
 show_image(2, 13, 56, 1, icon_14$) 
 show_image(2, 14, 56, 1, icon_15$) 
 show_image(2, 15, 56, 1, icon_16$) 
 … 
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CIRCLE 
適用機種 ALL 

目的 円形を描画します。 

構文 CIRCLE(cx%, cy%, r%, type%, mode%) 

解説 引数 cx%, cy%には、円形の中心座標(x,Y)を指定します。 
 引数 r%には、半径を指定します。 
 引数 type%には、円形ﾀｲﾌﾟを示す値を指定します。 
 引数 mode%には、ﾄﾞｯﾄｽﾃｰﾄを示す値を指定します。 

 
 描画される図形ｲﾒｰｼﾞは、引数 type%及び mode%の組み合わせにより異なります。下記の表を参 
 照ください。 

 

type% 説明 
0 SHAPE_NORMAL 塗りつぶし無し 
1 SHAPE_FILL 塗りつぶし有り 

 

mode% 説明 
1 DOT_MARK 通常ﾄﾞｯﾄ 
0 DOT_CLEAR ｸﾘｱﾄﾞｯﾄ 
-1 DOT_REVERSE 反転ﾄﾞｯﾄ 

 

図形描画ｲﾒｰｼﾞ例 
type% mode% 
 DOT_MARK(1) DOT_CLEAR(0) DOT_REVERSE(-1) 

SHAPE_NORMAL(0)

SHAPE_FILL(1) 

 

使用例 CIRCLE(80, 120, 8, 1, 1) ‘ 中心座標(8,120)半径 8 ﾄﾞｯﾄの塗りつぶし円形 

関連項目 CLS, LINE, PUT_PIXEL, RECTANGLE 
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LINE 
適用機種 ALL 

目的 線を描画します。 

構文 LINE(x1%, y1%, x2%, y2%, mode%) 

解説 引数 x1%, y1%には、線の始点座標(x,Y)を指定します。 
 引数 x2%, y2%には、線の終点座標(x,Y)を指定します。 
 引数 mode%には、ﾄﾞｯﾄｽﾃｰﾄを示す値を指定します。 

 

mode% 説明 
1 DOT_MARK 通常ﾄﾞｯﾄ 
0 DOT_CLEAR ｸﾘｱﾄﾞｯﾄ 
-1 DOT_REVERSE 反転ﾄﾞｯﾄ 

 

使用例 LINE(10, 10, 120, 10, 1) ‘ 横線 
 LINE(80,120, 10, 10, 1) ‘ 斜線 

関連項目 CIRCLE, CLS, PUT_PIXEL, RECTANGLE 

 

PUT_PIXEL 
適用機種 ALL 

目的 線を描画します。 

構文 PIXEL(x1%, y1%, mode%) 

解説 引数 x1%, y1%には、ﾄﾞｯﾄを描画する座標(x,Y)を指定します。 
 引数 mode%には、ﾄﾞｯﾄｽﾃｰﾄを示す値を指定します。 

 

mode% 説明 
1 DOT_MARK 通常ﾄﾞｯﾄ 
0 DOT_CLEAR ｸﾘｱﾄﾞｯﾄ 
-1 DOT_REVERSE 反転ﾄﾞｯﾄ 

 

使用例 PIXEL(80, 120, 1)  ‘ 黒ﾄﾞｯﾄ 座標(80,120) 

関連項目 CIRCLE, CLS, LINE, RECTANGLE 
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RECTANGLE 
適用機種 ALL 

目的 長方形を描画します。 

構文 RECTANGLE(x1%, y1%, x2%, y2%, type%, mode%) 

解説 引数 x1%, y1%には、長方形の左上頂点(x,Y)を指定します。 
 引数 x2%, y2%には、長方形の右下終点(x,Y)を指定します。 
 引数 type%には、長方形ﾀｲﾌﾟを示す値を指定します。 
 引数 mode%には、ﾄﾞｯﾄｽﾃｰﾄを示す値を指定します。 

 
 描画される図形ｲﾒｰｼﾞは、引数 type%及び mode%の組み合わせにより異なります。下記の表を参 
 照ください。 

 

type% 説明 
0 SHAPE_NORMAL 塗りつぶし無し 
1 SHAPE_FILL 塗りつぶし有り 

 

mode% 説明 
1 DOT_MARK 通常ﾄﾞｯﾄ 
0 DOT_CLEAR ｸﾘｱﾄﾞｯﾄ 
-1 DOT_REVERSE 反転ﾄﾞｯﾄ 

 

図形描画ｲﾒｰｼﾞ例 
type% mode% 
 DOT_MARK(1) DOT_CLEAR(0) DOT_REVERSE(-1) 

SHAPE_NORMAL(0)

SHAPE_FILL(1) 

 

使用例 RECTANGLE(10, 20, 80, 100, 1, 1) 

関連項目 CIRCLE, CLS, LINE, PUT_PIXEL 
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5.17. ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝｺﾏﾝﾄﾞ 
8500/8700 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙは、ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝを搭載しています。ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝを利用することで、ｽﾀｲﾗｽで書いたｻｲﾝｲﾒｰｼﾞの取

り込みやﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ上に任意のﾎﾞﾀﾝを描画して、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞのように扱うことが可能です。また、割り込みｲﾍﾞﾝﾄ(OFF 
TOUCHSCREEN, ON TOUCHSCREEN)にも対応します。 
 

DISABLE_TOUCHSCREEN 
適用機種 8500/8700 

目的 ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝを無効にします。 

構文 DISABLE_TOUCHSCREEN 

解説 ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝを無効にします。有効にしたい場合は、ENABLE_TOUCHSCREEN ｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙします。 

使用例 DISABLE_TOUCHSCREEN  ‘ ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ無効 

 

ENABLE_TOUCHSCREEN 
適用機種 8500/8700 

目的 ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝを有効にします。 

構文 ENABLE_TOUCHSCREEN 

解説 ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝを初期化し、有効にします。このｺﾏﾝﾄﾞがｺｰﾙされるまで、ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝは使用できません。 

使用例 ENABLE_TOUCHSCREEN  ‘ ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ有効 

 

GET_SCREENITEM 
適用機種 8500/8700 

目的 ﾀｯﾌﾟされたｱｲﾃﾑを検出し、ｱｲﾃﾑ番号を返します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = GET_SCREENITEM 

解説 ﾀｯﾌﾟされたｱｲﾃﾑを検出し、ｱｲﾃﾑ番号を戻り値として返します。どのｱｲﾃﾑをﾀｯﾌﾟされていない場合、 
 0が返されます。 
 
 このｺﾏﾝﾄﾞは、ﾀｯﾌﾟされたｱｲﾃﾑを検出するため、継続してｺｰﾙしなければいけません。 

使用例 A%=0 
 WHILE(A% = 0)   ‘ ﾀｯﾌﾟ待ちﾙｰﾌﾟ 
   A% = GET_SCREENITEM 
 WEND 
 PRINT “ﾀｯﾌﾟされたｱｲﾃﾑ”, A% 
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SET_SCREENITEMS 
適用機種 8500/8700 

目的 ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝｱｲﾃﾑのﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾓｰﾄﾞとｻｲｽﾞを設定します。 

構文 SET_SCREENITEMS(mode%, total_item%, item$) 

解説 引数 mode%には、ｱｲﾃﾑがﾀｯﾁされた時のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾓｰﾄﾞを示す値を指定します。 

 

mode% 説明 
0 ITEM_NORMAL 通常表示 
1 ITEM_REVERSE 反転表示 

 

 引数 total_item%には、ｱｲﾃﾑの総数を指定します。 
 引数 item$には、ｱｲﾃﾑのｻｲｽﾞ情報を下記のﾙｰﾙに従って指定します。 
 

item$ 説明 
x% 左上頂点の x座標 
Y% 左上頂点の y座標 
size_x% ｱｲﾃﾑの幅をﾄﾞｯﾄ単位で指定 
size_y% ｱｲﾃﾑの高さをﾄﾞｯﾄ単位で指定 
CHR$(13) ｱｲﾃﾑの区切りｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ 

 

 このｺﾏﾝﾄﾞは、あくまでもﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝｱｲﾃﾑのｻﾞｲｽﾞ(ｴﾘｱ)を指定するもので、ｱｲﾃﾑのｲﾒｰｼﾞ表示などは 
 行いません。実際のｱｲﾃﾑｲﾒｰｼﾞは、SHOW_IMAGE ｺﾏﾝﾄﾞでｱｲｺﾝやﾎﾞﾀﾝｲﾒｰｼﾞを描画してください。 

使用例 Itemstr$ = CHR$(5) + CHR$(125) + CHR$(70) + CHR$(20) + CHR$(13) 
 Itemstr$ = Itemstr$ + CHR$(85) + CHR$(125) + CHR$(70) + CHR$(20) + CHR$(13) 
 SET_SCREENITEMS(1, 2, ITEMSTR$) 

関連項目 SHOW_IMAGE 

 

SET_SIGNAREA 
適用機種 8500/8700 

目的 ｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬｴﾘｱを指定します。 

構文 SET_SIGNAREA(x1%, y1%, x2%, y2%) 

解説 引数 x1%, y1%には、ｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬｴﾘｱの左上頂点座標(x,Y)を指定します。 
 引数 x2%, y2%には、ｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬｴﾘｱの右下終点座標(x,Y)を指定します。 
 
 ｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬｴﾘｱの指定が終われば、ﾕｰｻﾞｰはｽﾀｲﾗｽを使ってｴﾘｱ内で自由に描画ができます。但し、指 
 定されたｴﾘｱ以外は対象外です。 
 

使用例 SET_SIGNAREA(8, 8, 150, 100) 
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5.17. ﾌｫﾝﾄｺﾏﾝﾄﾞ 
ﾀｰﾐﾅﾙには、ｼｽﾃﾑﾌｫﾝﾄの他に日本語ﾌｫﾝﾄを含むﾕｰｻﾞｰﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙを 1つﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることが可能です。 
下記の表に各ﾀｰﾐﾅﾙのﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｻｲｽﾞ及び各ﾌｫﾝﾄで表示可能な桁数・行数を示します。 
 

ﾀｰﾐﾅﾙ機種 解像度 ｼﾝｸﾞﾙﾊﾞｲﾄﾌｫﾝﾄ ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾞｲﾄﾌｫﾝﾄ(日本語) 
  6x8 ﾌｫﾝﾄ 8x16 ﾌｫﾝﾄ 12x12 ﾌｫﾝﾄ 16x16 ﾌｫﾝﾄ 
8000 100 x 64 ﾄﾞｯﾄ 16桁 x8行 12桁 x4行 8桁 x7行 6桁 x4行 
8300 128 x 64 ﾄﾞｯﾄ 20桁 x8行 15桁 x4行 10桁 x5行 7桁 x4行 
8200/8400 160 x 160 ﾄﾞｯﾄ 26桁 x18行 20桁 x9行 13桁 x12行 10桁 x9行 
8500/8700 160 x 160 ﾄﾞｯﾄ 26桁 x19行 20桁 x9行 13桁 x12行 10桁 x9行 

 

GET_LANGUAGE 
適用機種 ALL 

目的 ﾌｫﾝﾄ及び言語設定を取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = GET_LANGUAGE 

解説 ﾌｫﾝﾄ及び言語設定を取得し、戻り値として返します。 

 

戻り値 A% ﾌｫﾝﾄ ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 
0 ｼｽﾃﾑﾌｫﾝﾄ --- 
1 ﾄﾗﾃﾞｨｼｮﾅﾙ中国語ﾌｫﾝﾄ 16x16 Big-5 
2 ｼﾝﾌﾟﾙ中国語ﾌｫﾝﾄ 12x12 GB ｺｰﾄﾞ 
3 ｼﾝﾌﾟﾙ中国語ﾌｫﾝﾄ 16x16 GB ｺｰﾄﾞ 
4 韓国語ﾌｫﾝﾄ --- 
5 日本語ﾌｫﾝﾄ 16x16 --- 
6 ﾍﾌﾞﾗｲ語ﾌｫﾝﾄ --- 
7 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ語ﾌｫﾝﾄ --- 
8 ﾛｼｱ語ﾌｫﾝﾄ --- 
9 ﾄﾗﾃﾞｨｼｮﾅﾙ中国語ﾌｫﾝﾄ 12x12 Big-5 
10 予約 --- 
11 ｼﾝﾌﾟﾙ中国語ﾌｫﾝﾄ 12x12 GB ｺｰﾄﾞ 
12 日本語ﾌｫﾝﾄ 12x12 --- 
16 英語ﾌｫﾝﾄ MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 437 
17 ｶﾅﾀﾞﾌﾗﾝｽ語 MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 863 
18 ﾍﾌﾞﾗｲ語 MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 862 
19 ﾏﾙﾁﾘﾝｶﾞﾙ ﾗﾃﾝ I MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 850 
20 ﾉｰﾃﾞｨｯｸ(北欧) MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 865 
21 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語 MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 860 
22 ﾛｼｱ語(ｷﾘﾙ) Windows ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 1251 
23 ﾗﾃﾝ II(ｽﾗﾌﾞ語) MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 852 
24 中央ﾖｰﾛｯﾊﾟ ﾗﾃﾝ II(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ語) Windows ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 1250 
25 ﾄﾙｺ語 MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 857 
26 ﾗﾃﾝ II(ｽﾛﾊﾞｲｱ語) --- 
27 Windows 1250 --- 
28 ISO-28592(ﾗﾃﾝ 2) ISO 8859-2 
29 IBM ﾗﾃﾝ II --- 
30 ｷﾞﾘｼｱ語 MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 737 
31 ﾗﾃﾝ I Windows ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 1252 
32 ｷﾞﾘｼｱ語 Windows ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 1253 

 

使用例 Language% = GET_LANGUAGE 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 98 
Copyright © 2011 WELCOM DESIGN KK 

 

GET_LANGUAGE 
適用機種 ALL 

目的 ﾏﾙﾁﾗﾝｹﾞｰｼﾞﾌｫﾝﾄの使用言語を設定します。 

構文 SET_LANGUAGE(n%) 

解説 引数 n%には、設定したいﾌｫﾝﾄに対応する値を指定します。 
 ﾏﾙﾁﾗﾝｹﾞｰｼﾞﾌｫﾝﾄがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされていない場合、このｺﾏﾝﾄﾞはｴﾗｰとなります。 

 

n% ﾌｫﾝﾄ ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 
16 英語ﾌｫﾝﾄ MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 437 
17 ｶﾅﾀﾞﾌﾗﾝｽ語 MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 863 
18 ﾍﾌﾞﾗｲ語 MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 862 
19 ﾏﾙﾁﾘﾝｶﾞﾙ ﾗﾃﾝ I MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 850 
20 ﾉｰﾃﾞｨｯｸ(北欧) MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 865 
21 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語 MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 860 
22 ﾛｼｱ語(ｷﾘﾙ) Windows ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 1251 
23 ﾗﾃﾝ II(ｽﾗﾌﾞ語) MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 852 
24 中央ﾖｰﾛｯﾊﾟ ﾗﾃﾝ II(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ語) Windows ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 1250 
25 ﾄﾙｺ語 MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 857 
26 ﾗﾃﾝ II(ｽﾛﾊﾞｲｱ語) --- 
27 Windows 1250 --- 
28 ISO-28592(ﾗﾃﾝ 2) ISO 8859-2 
29 IBM ﾗﾃﾝ II --- 
30 ｷﾞﾘｼｱ語 MS-DOS ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 737 
31 ﾗﾃﾝ I Windows ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 1252 
32 ｷﾞﾘｼｱ語 Windows ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 1253 

 

使用例 SET_LANGUAGE(17) ‘ ｶﾅﾀﾞﾌﾗﾝｽ語 
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SELECT_FONT 
適用機種 ALL 

目的 ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞを設定します。 

構文 SELECT_FONT(font%) 

解説 引数 font%には、設定したいﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞに対応する値を指定します。 
  

font% 説明(ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾞｲﾄ 12 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされている場合) 
1 6x8 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ(ｶﾅを除くｼﾝｸﾞﾙﾊﾞｲﾄｷｬﾗｸﾀに対応) 
2 8x16 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ(ｶﾅを含むｼﾝｸﾞﾙﾊﾞｲﾄｷｬﾗｸﾀに対応) 
3 予約 

4 6x12 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ(ｶﾅを含むｼﾝｸﾞﾙﾊﾞｲﾄｷｬﾗｸﾀに対応) 
12x12 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ(漢字などﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾞｲﾄｷｬﾗｸﾀに対応) 

5 使用不可 
 

font% 説明(ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾞｲﾄ 16 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされている場合) 
1 6x8 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ(ｶﾅを除くｼﾝｸﾞﾙﾊﾞｲﾄｷｬﾗｸﾀに対応) 

2 8x16 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ(ｶﾅを含むｼﾝｸﾞﾙﾊﾞｲﾄｷｬﾗｸﾀに対応) 
16x16 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ(漢字などﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾞｲﾄｷｬﾗｸﾀに対応) 

3 予約 
4 6x12 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ(ｶﾅを含まないｼﾝｸﾞﾙﾊﾞｲﾄｷｬﾗｸﾀに対応) 
5 使用不可 

 

使用例 SELECT_FONT(2) 

 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 100 
Copyright © 2011 WELCOM DESIGN KK 

5.18. ﾒﾓﾘｺﾏﾝﾄﾞ 
ﾀｰﾐﾅﾙが搭載しているﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ/SRAM/SD ｶｰﾄﾞを操作するためのｺﾏﾝﾄﾞを説明します。各ﾀｰﾐﾅﾙの搭載ﾒﾓﾘは、下記の

通りです。 
 

ﾀｰﾐﾅﾙ機種 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ SRAM SD ｶｰﾄﾞ 
8000 2MB 2MB, 4MB × 
8200 8MB 4MB, 8MB ○ 
8300 2MB 2MB, 6MB, 10MB × 
8400 4MB 4MB, 16MB ○ 
8500 2MB 2MB, 7MB, 10MB × 
8700 8MB 4MB, 16MB ○ 

 

ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 
ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘは、幾つかのﾒﾓﾘﾊﾞﾝｸに分割されており、各ﾒﾓﾘﾊﾞﾝｸは 64KBとなります。 
 

ﾀｰﾐﾅﾙ ﾒﾓﾘﾊﾞﾝｸ 
8000/8300/8500 2MBの場合、32 ﾒﾓﾘﾊﾞﾝｸに分割 
8400 4MBの場合、64 ﾒﾓﾘﾊﾞﾝｸに分割 
8200/8700 8MBの場合、128 ﾒﾓﾘﾊﾞﾝｸに分割 

 
8000/8300/8400/8500 
ｶｰﾈﾙが 2 ﾊﾞﾝｸを占有し、ｼｽﾃﾑがｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ設定などのﾃﾞｰﾀ保存のために 1 ﾊﾞﾝｸ(0xF60000~0xF6FFFF)を確保して

います。残りのﾊﾞﾝｸは、ﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑやﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙで使用可能です。ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘは、不揮発性であるため、同一ﾊﾞﾝｸへ

の書き込みを行う場合は、先に消去を行わなければいけません。また、ﾒﾓﾘﾊﾞﾝｸは、さらに 256 ﾚｺｰﾄﾞに分割され、

各ﾚｺｰﾄﾞは、255 ﾊﾞｲﾄ長となります。 
 

注意 
 256 ﾚｺｰﾄﾞまでを保存できます。ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘは、ﾊﾞﾝｸﾍﾞｰｽでしか消去が行えないため、0xF60000~0xF6FFFFに

保存されたﾃﾞｰﾀが書き込みの前に全て消去されます。 
 8400 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙでは、ｼｽﾃﾑが将来使用のため 6 ﾊﾞﾝｸ(0xF00000~0xF5FFFF)を確保しています。 

 
8200/8700 
ｶｰﾈﾙが 22 ﾊﾞﾝｸを占有し、ｼｽﾃﾑがｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ設定などのﾃﾞｰﾀ保存のために 1 ﾊﾞﾝｸ(0xF60000~0xF6FFFF)を確保し

ています。残りのﾊﾞﾝｸは、ﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑやﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙで使用可能です。 
 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘﾛｰｹｰｼｮﾝ 
ﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 0XC00000~0xDFFFF 

ｶｰﾈﾙ 0xE00000~0xF5FFFF 

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞｰ 0xFF0000~0xFFFFFF 
 
SRAM 
ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑは、ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀを SRAMに保存します。SRAMは、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾊﾞｯﾃﾘによってﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟされていますが、ﾊﾞｯﾃﾘ

の消耗により、ﾃﾞｰﾀを消失する可能性があります。特にﾀｰﾐﾅﾙを長期間使用しない場合は、その前に SRAM 内のﾃﾞｰ

ﾀを PCへ必ずｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞするようにしてください。 
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MEMORY_INFORMATION 
適用機種 ALL 

目的 ﾒﾓﾘ容量を取得します。 

構文 REM R%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 R% = MEMORY_INFORMATION(n%) 

解説 引数 n%には、取得したいﾒﾓﾘ情報に対応する値を 1~6の範囲で指定します。範囲外の値が指定さ 
 れた場合は、戻り値として-1が返され、指定されたﾒﾓﾘﾀｲﾌﾟが存在しない場合は、0が返されま 
 す。 

 

n% 説明 戻り値の単位 
1 SRAM(ﾍﾞｰｽﾒﾓﾘ)容量 ｷﾛﾊﾞｲﾄ 
2 SRAM(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 容量 ｷﾛﾊﾞｲﾄ 
3 SRAM空き容量 ｷﾛﾊﾞｲﾄ 
4 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ容量 ｷﾛﾊﾞｲﾄ 
5 SD ｶｰﾄﾞ容量 ﾒｶﾞﾊﾞｲﾄ 
6 SD ｶｰﾄﾞ空き容量 ﾒｶﾞﾊﾞｲﾄ 

 

使用例 PRINT “Free memory = ”, MEMORY_INFORMATION(3) ‘ SRAM ﾌﾘｰﾒﾓﾘ 

関連項目 FREE_MEMORY, RAM_SIZE, ROM_SIZE, SD_SIZE, SE_FREE_MEMORY 

 

FLASH_READ$ 
適用機種 ALL 

目的 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ(ﾒﾓﾘﾊﾞﾝｸ 0xF60000~0xF6FFFF)からﾃﾞｰﾀを読み出します。 

構文 REM A$は戻り値を代入するための文字列型変数です。 
 A$ = FLASH_READ(n%) 

解説 引数 n%には、読み出したいﾚｺｰﾄﾞ番号を 1~256の範囲で指定します。 
 戻り値として、読み出したﾃﾞｰﾀが返されます。 

使用例 A$ = FLASH_READ$(3) ‘ ﾚｺｰﾄﾞ番号 3 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 102 
Copyright © 2011 WELCOM DESIGN KK 

 

FLASH_WRITE 
適用機種 ALL 

目的 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ(ﾒﾓﾘﾊﾞﾝｸ 0xF60000~0xF6FFFF)にﾃﾞｰﾀを書き込みます。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = FLASH_WRITE(n%, a$) 

解説 引数 n%には、書き込みたいﾚｺｰﾄﾞ番号を 1~256の範囲で指定します。 
 引数 a$には、書き込みたいﾃﾞｰﾀを指定します。 
 結果が戻り値として返されます。戻り値の意味は、下記を参照ください。 

 

戻り値 説明 
1 書き込み成功 
-1 空き容量不足(BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｻｲｽﾞが大き過ぎます) 
-2 消去ｺﾏﾝﾄﾞｴﾗｰ 
-3 引数(ﾚｺｰﾄﾞ番号)が範外 
-4 書き込み異常(消去が行われていないなど) 

 

 ﾌﾗｼｭﾒﾓﾘへの書き込みを行う場合は、最初にﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘの消去を行う必要があります。書き込みを開 
 始する前に、必ず下記のﾚｺ-ﾄﾞ番号 0、ﾃﾞｰﾀ “ERASE”の FLASH_WRITE ｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙしてください。 
 
   Err% = FLASH_WRITE(0, “ERASE”) 
 

使用例 Err% = FLASH_WRITE(0, “ERASE”) ‘ ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ消去 
 Err% = FLASH_WRITE(1, “Data #1”) ‘ ﾚｺｰﾄﾞ 1へ書き込み 

 

ROM_SIZE 
適用機種 ALL 

目的 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ容量を取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = ROK_SIZE 

解説 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ容量が戻り値として返されます。単位はｷﾛﾊﾞｲﾄです。 

使用例 PRINT “Flash size = ”, ROM_SIZE 

関連項目 MEMORY_INFORMATION(4) 
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FREE_MEMORY 
適用機種 ALL 

目的 SRAMの空き容量を取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = FREE_MEMORY 

解説 SRAMの空き容量が戻り値として返されます。単位はﾊﾞｲﾄです。 

使用例 PRINT “Free memory size = ”, FREE_MEMORY 

関連項目 MEMORY_INFORMATION(3) 

 

RAM_SIZE 
適用機種 ALL 

目的 SRAM容量を取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = RAM_SIZE 

解説 SRAM容量が戻り値として返されます。単位はｷﾛﾊﾞｲﾄです。 

使用例 PRINT “SRAM size = ”, RAM_SIZE 

関連項目 MEMORY_INFORMATION(1) 

 

SD_FREE_MEMORY 
適用機種 8200/8400/8700 

目的 SD ｶｰﾄﾞの空き容量を取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = SD_FREE_MEMORY 

解説 SD ｶｰﾄﾞの空き容量が戻り値として返されます。単位はﾒｶﾞﾊﾞｲﾄです。 

使用例 PRINT “SD Free memory size = ”, SD_FREE_MEMORY 

関連項目 MEMORY_INFORMATION(6) 

 

SD_SIZE 
適用機種 8200/8400/8700 

目的 SD ｶｰﾄﾞ容量を取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = SD_SIZE 

解説 SD ｶｰﾄﾞ容量が戻り値として返されます。単位はｷﾛﾊﾞｲﾄです。 

使用例 PRINT “SD size = ”, SD_SIZE 

関連項目 MEMORY_INFORMATION(5) 
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5.19. ﾌｧｲﾙ操作ｺﾏﾝﾄﾞ 
ﾀｰﾐﾅﾙは、下記の 2種類のﾌｧｲﾙ構造をｻﾎﾟｰﾄしており、用途に応じて使い分けが可能です。 
 

ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ(DAT ﾌｧｲﾙ) 
通常、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀの保存に利用されるｼｰｹﾝｼｬﾙﾌｧｲﾙです。 
 
DBF ﾌｧｲﾙ 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ付のﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙです。DBF ﾌｧｲﾙは、ﾃﾞｰﾀを保存する DBF ﾌｧｲﾙとｷｰによるｿｰﾄを実行するための IDX
ﾌｧｲﾙで構成されますが、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏは、IDX ﾌｧｲﾙを意識することなく DBF ﾌｧｲﾙを利用して、容易に検索･ｿ

ｰﾄを実行することができます。 
 

5.19.1. ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ(DATﾌｧｲﾙ) 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙは、FIFO ｽﾄﾗｸﾁｬを採用したｼｰｹﾝｼｬﾙﾌｧｲﾙです。通常、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀの保存に利用されます。 
 

参考 
 ﾚｺｰﾄﾞ長は、255 ﾊﾞｲﾄまで定義可能です。 
 Cipher Basicでは、6つまでのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙを定義可能です。 

 
 

DEL_TRANSACTION_DATA 
適用機種 ALL 

目的 ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ 1のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを指定件数削除します。 

構文 DEL_TRANSACTION_DATA(n%) 

解説 引数 n%には、何件のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを削除するかを指定します。正の数値を指定した場合は、先 
 頭(一番古いﾃﾞｰﾀ)から指定件数が削除され、負の数値を指定した場合は、後方(一番新しいﾃﾞｰﾀ) 
 から指定件数が削除されます。 

使用例 PRINT “Discard the latest transaction?(Y/N)” 
 … 
 LOOP: 
   KeyData$ = INKEY$ 
   IF KeyData$ = “” THEN 
    GOTO LOOP 
   ELSE IF KeyData$ =”Y” THEN 
    DEL_TRANSACION_DATA(-1) 
   END IF 
   … 

関連項目 DEL_TRANSACTION_DATA_EX, EMPTY_TRANSACTION 
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DEL_TRANSACTION_DATA_EX 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを指定件数削除します。 

構文 DEL_TRANSACTION_DATA_EX(file%, n%) 

解説 引数 file%には、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号を 1~6の範囲で指定します。ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号 1を指定し 
 た場合、先の DEL_TRANSACTION_DATA ｺﾏﾝﾄﾞの実行結果と同じになります。 
 引数 n%には、何件のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを削除するかを指定します。正の数値を指定した場合は、先 
 頭(一番古いﾃﾞｰﾀ)から指定件数が削除され、負の数値を指定した場合は、後方(一番新しいﾃﾞｰﾀ) 
 から指定件数が削除されます。 

使用例 FileNo% = 5 
 PRINT “Discard the latest transaction?(Y/N)” 
 … 
 LOOP: 
   KeyData$ = INKEY$ 
   IF KeyData$ = “” THEN 
    GOTO LOOP 
   ELSE IF KeyData$ =”Y” THEN 
    DEL_TRANSACION_DATA_EX(FileNo%, -1) 
   END IF 
   … 

関連項目 DEL_TRANSACTION_DATA, EMPTY_TRANSACTION_EX 

 

EMPTY_TRANSACTION 
適用機種 ALL 

目的 ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ 1のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを全て削除します。 

構文 EMPTY_TRANSACTION 

解説 ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ 1のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを全て削除します。 

 

注意 
 このｺﾏﾝﾄﾞを無条件にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの最初でｺｰﾙすると、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀが全て消去されます。ﾊﾞｯﾃﾘ交換などを行っ

た場合、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが最初から実行されることになりますので、ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞには十分注意してください。 
 

使用例 PRINT “Remove all the transaction data?(Y/N)” 
 … 
 LOOP: 
   KeyData$ = INKEY$ 
   IF KeyData$ = “” THEN 
    GOTO LOOP 
   ELSE IF KeyData$ =”Y” THEN 
    EMPTY_TRANSACION 
   END IF 
   … 

関連項目 DEL_TRANSACTION_DATA, EMPTY_TRANSACTION_EX 
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EMPTY_TRANSACTION_EX 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを全て削除します。 

構文 EMPTY_TRANSACTION_EX(file%) 

解説 引数 file%には、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号を 1~6の範囲で指定します。ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号 1を指定し 
 た場合、先の EMPTY_TRANSACTION ｺﾏﾝﾄﾞの実行結果と同じになります。 
 

注意 
 このｺﾏﾝﾄﾞを無条件にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの最初でｺｰﾙすると、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀが全て消去されます。ﾊﾞｯﾃﾘ交換などを行っ

た場合、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが最初から実行されることになりますので、ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞには十分注意してください。 
 

使用例 PRINT “Remove all the transaction data?(Y/N)” 
 … 
 LOOP: 
   KeyData$ = INKEY$ 
   IF KeyData$ = “” THEN 
    GOTO LOOP 
   ELSE IF KeyData$ =”Y” THEN 
    EMPTY_TRANSACION(6) 
   END IF 
   … 

関連項目 DEL_TRANSACTION_DATA_EX, EMPTY_TRANSACTION 

 

GET_TRANSACTION_DATA$ 
適用機種 ALL 

目的 ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ 1からﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを読み出します。 

構文 REM A$は戻り値を代入するための文字型変数です。 
 A$ = GET_TRANSACTION_DATA(n%) 

解説 引数 n%には、先頭(一番古いﾃﾞｰﾀ)から何番目のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを読み出すのかを指定します。 
 読み出したﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀは、戻り値として返されます。 

使用例 … 
 WHILE (TRANSACTION_COUNT > 0) 
   TransactionData$ = GET_TRANSACTION_DATA$(1) 
   WRITE_COM(1, TransactionData$) 
   DEL_TRANSACTION_DATA(1) 
 WEND 

関連項目 GET_TRANSACTION_DATA_EX$, SAVE_TRANSACTION, UPDATE_TRANSACTION 
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GET_TRANSACTION_DATA_EX$ 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙからﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを読み出します。 

構文 GET_TRANSACTION_DATA_EX(file%, n%) 

解説 引数 file%には、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号を 1~6の範囲で指定します。ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号 1を指定し 
 た場合、先の GET_TRANSACTION_DATA$ｺﾏﾝﾄﾞの実行結果と同じになります。 
 引数 n%には、先頭(一番古いﾃﾞｰﾀ)から何番目のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを読み出すのかを指定します。 
 読み出したﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀは、戻り値として返されます。 

使用例 … 
 WHILE (TRANSACTION_COUNT_EX(FileNo%) > 0) 
   TransactionData$ = GET_TRANSACTION_DATA$(FileNo%, 1) 
   WRITE_COM(1, TransactionData$) 
   DEL_TRANSACTION_DATA_EX(FileNo%) 
 WEND 

関連項目 GET_TRANSACTION_DATA$, SAVE_TRANSACTION_EX, UPDATE_TRANSACTION_EX 

 

SAVE_TRANSACTION 
適用機種 ALL 

目的 ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ 1にﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを追加します。 

構文 SAVE_TRANSACTION(data$) 

解説 引数 data$には、追加したいﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを指定します。 

使用例 ON READER(1) GOSUB BcrData_1 
 … 
 Bcr_Data_1: 
   Data$ = GET_READER_DATA$(1) 
   PRINT Data$ 
   SAVE_TRANSACTION(Data$) 
   IF GET_FILE_ERROR <> 0 THEN PRINT “Transaction not saved”
 RETURN 

関連項目 GET_TRANSACTION_DATA$, SAVE_TRANSACTION_EX, UPDATE_TRANSACTION, 
 GET_FILE_ERROR 
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SAVE_TRANSACTION_EX 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを追加します。 

構文 SAVE_TRANSACTION_EX(file%, data%) 

解説 引数 file%には、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号を 1~6の範囲で指定します。ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号 1を指定し 
 た場合、先の SAVE_TRANSACTION ｺﾏﾝﾄﾞの実行結果と同じになります。 
 引数 data$には、追加したいﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを指定します。 

使用例 ON READER(1) GOSUB BcrData_1 
 … 
 Bcr_Data_1: 
   Data$ = GET_READER_DATA$(1) 
   PRINT Data$ 
   SAVE_TRANSACTION_EX(FileNo%, Data$) 
   IF GET_FILE_ERROR <> 0 THEN PRINT “Transaction not saved”
 RETURN 

関連項目 GET_TRANSACTION_DATA_EX$, SAVE_TRANSACTION, UPDATE_TRANSACTION_EX, 
 GET_FILE_ERROR 

 

TRANSACTION_COUNT 
適用機種 ALL 

目的 ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ 1に保存されているﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀ件数を取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = TRANSACTION_COUNT 

解説 ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ 1に保存されているﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀ件数が、戻り値として返されます。 

使用例 … 
 DataCount% = TRANSACTION_COUNT 
 CLS 
 PRINT DataCount%, “Transaction data is saved.” 

関連項目 TRANSACTION_COUNT_EX 

 

TRANSACTION_COUNT_EX 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙに保存されているﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀ件数を取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = TRANSACTION_COUNT_EX(file%) 

解説 引数 file%には、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号を 1~6の範囲で指定します。指定したﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙに保存 
 されているﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀ件数が、戻り値として返されます。ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号 1を指定した場 
 合、先の SAVE_TRANSACTION ｺﾏﾝﾄﾞの実行結果と同じになります。 

使用例 … 

 DataCount_1: 
   DataCount% = TRANSACTION_COUNT_EX(1) 
   CLS 
   PRINT DataCount%, “Data in transaction file 1.” 

関連項目 TRANSACTION_COUNT 
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UPDATE_TRANSACTION 
適用機種 ALL 

目的 ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ 1のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを上書き更新します。 

構文 UPDATE_TRANSACTION(n%, data$) 

解説 引数 n%には、先頭(一番古いﾃﾞｰﾀ)から何番目のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを上書き更新するのかを指定しま 
 す。 
 引数 data$には、上書き更新したいﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを指定します。 

使用例 … 
 UpdateTransaction: 
   UPDATE_TRANSACTION(Data$) 
 RETURN 

関連項目 GET_TRANSACTION_DATA$, SAVE_TRANSACTION, UPDATE_TRANSACTION_EX 

 

UPDATE_TRANSACTION_EX 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙの先頭のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを上書き更新します。 

構文 UPDATE_TRANSACTION_EX(file%, n%, data%) 

解説 引数 file%には、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号を 1~6の範囲で指定します。ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号 1を指定し 
 た場合、先の SAVE_TRANSACTION ｺﾏﾝﾄﾞの実行結果と同じになります。 
 引数 n%には、先頭(一番古いﾃﾞｰﾀ)から何番目のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを上書き更新するのかを指定しま 
 す。 
 引数 data$には、上書き更新したいﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを指定します。 

使用例 … 
 UpdateTransaction: 
   UPDATE_TRANSACTION_EX(1, Num%, Data$) 
 RETURN 

関連項目 GET_TRANSACTION_DATA_EX$, SAVE_TRANSACTION_EX, UPDATE_TRANSACTION 
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5.19.2. DBFﾌｧｲﾙとIDXﾌｧｲﾙ 
DBF ﾌｧｲﾙは、IDX ﾌｧｲﾙと構成されるｲﾝﾃﾞｯｸｽ付ｼｰｹﾝｼｬﾙﾌｧｲﾙです。このﾌｧｲﾙを利用することで、ｷｰを元に素早く検索

を行い、目的のﾚｺｰﾄﾞへｱｸｾｽすることが可能になります。 
 
 

DBF ﾌｧｲﾙ 
DBF ﾌｧｲﾙは、固定ﾚｺｰﾄﾞ長を持つ、実際のﾃﾞｰﾀを保存するためのﾌｧｲﾙです。 
 

IDX ﾌｧｲﾙ 
IDX ﾌｧｲﾙ(ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ)は、各 DBF ﾌｧｲﾙ(DBF#1~#5)に対して、指定されたｲﾝﾃﾞｯｸｽｷｰに基づいてﾚｺｰﾄﾞ番号を昇順

に記録したﾌｧｲﾙです。 
 
【例】 
5 ﾚｺｰﾄﾞが保存されている DBF ﾌｧｲﾙがあるとします。ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ 1 をｵﾌｾｯﾄ 3･長さ 2、ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ 2 をｵﾌｾｯﾄ 6･
長さ 2とした場合、DBF ﾌｧｲﾙと各ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙの相対関係は、下記の様になります。 
 

番号  DBF ﾌｧｲﾙ  ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ 1  ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ 2 
1  0005-15  5 (01)  5 (05) 
2  0007-13  3 (03)  3 (08) 
3  0003-08  1 (05)  4 (10) 
4  0009-10  2 (07)  2 (13) 
5  0001-05  4 (09)  1 (15) 
* () 内はｲﾝﾃﾞｯｸｽｷｰ 

 

参考 
 ﾚｺｰﾄﾞ長は、250 ﾊﾞｲﾄまでに定義可能です。 
 DBF ﾌｧｲﾙは、5つまで定義可能です。 
 ｲﾝﾃﾞｯｸｽｷｰは、3つまで定義可能です。 
 SD ｶｰﾄﾞに対応したﾀｰﾐﾅﾙであれば、SD ｶｰﾄﾞ上に DBF ﾌｧｲﾙを作成することも可能です。 

 
 

ADD_RECORD 
適用機種 ALL 

目的 指定の DBF ﾌｧｲﾙにﾚｺｰﾄﾞを追加します。 

構文 ADD_RECORD(file%, data$) 

解説 引数 file%には、DBF ﾌｧｲﾙ番号を 1~5の範囲で指定します。 
 引数 data$には、追加したいﾚｺｰﾄﾞ(ﾃﾞｰﾀ)を指定します。 

使用例 ON COM(1) GOSUB HostCommand 
 … 
 HostCommand: 
   Cmd$ = READ_COM$(1) 
   CmdIdentifier$ = LEFT$(Cmd$, 1) 
   DBFNum% = VAL(MID$(Cmd$, 2, 1)) 
   CardID$ = RIGHT$(Cmd$, LEN(Cmd$, LEN(Cmd$)-2) 
   IF CmdIdentifier$ = “+” THEN 
    ADD_RECORD(DBFNum%, CardID$) 
   ELSE 
   … 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 111 
Copyright © 2011, WELCOM DESIGN KK 

 

DEL_RECORD 
適用機種 ALL 

目的 指定の DBF ﾌｧｲﾙからﾚｺｰﾄﾞを削除します。 

構文 DEL_RECORD(file%[, index%]) 

解説 引数 file%には、DBF ﾌｧｲﾙ番号を 1~5の範囲で指定します。 
 引数 index%には、ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ番号(IDX ﾌｧｲﾙ)を 1~3の範囲で指定します。このｵﾌﾟｼｮﾝは省略 
 可能で、省略した場合は、DBF ﾌｧｲﾙのｵﾘｼﾞﾅﾙｼｰｹﾝｽが適用されます。 
 このｺﾏﾝﾄﾞがｺｰﾙされると、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置のﾚｺｰﾄﾞが削除されます。 
 
 例えば、DBF ﾌｧｲﾙ 1が｢011-231｣,｢120-117｣,｢043-010｣,｢067-150｣の 4つのﾚｺｰﾄﾞから構成 
 され、ｲﾝﾃﾞｯｸｽｷｰ 1及び 2が下記のように定義されているとします。 
 
 ｲﾝﾃﾞｯｸｽｷｰ 1 : 1桁目から 3桁 
 ｲﾝﾃﾞｯｸｽｷｰ 2 : 5桁目から 3桁 
 
 DBF ﾌｧｲﾙ及びｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ、それぞれ下記のように最後のﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ(→の位置)がある場合、 
 DEL_RECORD(1)は 067-150、DEL_RECORD(1,1)は 120-117、DEL_RECORD(1,2)は 011-231 
 を削除します。 

 

 DBF ﾌｧｲﾙ 1 ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ 1 ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ 2 
 011-231 011-231 043-010 
 120-117 043-010 120-117 
 043-010 067-150 067-150 

→ 067-150 → 120-117 → 011-231 
 

使用例 ON COM(1) GOSUB HostCommand 
 … 
 HostCommand: 
   Cmd$ = READ_COM$(1) 
   CmdIdentifier$ = LEFT$(Cmd$, 1) 
   DBFNum% = VAL(MID$(Cmd$, 2, 1)) 
   IDXNum% = VAL(MID$(Cmd$, 3, 1)) 
   CardID$ = RIGHT$(Cmd$, LEN(Cmd$, LEN(Cmd$)-2) 
   IF CmdIdentifier$ = “-” THEN 
    DEL_RECORD(DBFNum%, IDXNum%) 
   ELSE 
   … 
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EMPTY_FILE 
適用機種 ALL 

目的 指定の DBF ﾌｧｲﾙから全ﾚｺｰﾄﾞを削除します。 

構文 EMPTY_FILE(file%) 

解説 引数 file%には、DBF ﾌｧｲﾙ番号を 1~5の範囲で指定します。 

使用例 ON COM(1) GOSUB HostCommand 
 … 
 HostCommand: 
   Cmd$ = READ_COM$(1) 
   CmdIdentifier$ = LEFT$(Cmd$, 1) 
   DBFNum% = VAL(MID$(Cmd$, 2, 1)) 
   CardID$ = RIGHT$(Cmd$, LEN(Cmd$, LEN(Cmd$)-2) 
   IF CmdIdentifier$ = “!” THEN 
    EMPTY_FILE(DBFNum%) 
   ELSE 
   … 

 

FIND_RECORD 
適用機種 ALL 

目的 指定の DBF ﾌｧｲﾙのﾚｺｰﾄﾞを検索します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = FIND_RECORD(file%, index%, key$) 

解説 引数 file%には、DBF ﾌｧｲﾙ番号を 1~5の範囲で指定します。 
 引数 index%には、ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ番号(IDX ﾌｧｲﾙ)を 1~3の範囲で指定します。 
 引数 key$には、検索したいｷｰ(文字列)を指定します。 
 
 検索の結果、該当ﾚｺｰﾄﾞが見つかるとｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀをそのﾚｺｰﾄﾞ位置に移動させ、戻り 
 値 1を返します。該当ﾚｺｰﾄﾞが無かった場合は、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀをｷｰﾃﾞｰﾀより上に位置する最初のﾚｺｰﾄﾞ 
 位置に移動させ、戻り値 0を返します。 

使用例 ON COM(1) GOSUB HostCommand 
 … 
 HostCommand: 
   Cmd$ = READ_COM$(1) 
   CmdIdentifier$ = LEFT$(Cmd$, 1) 
   DBFNum% = VAL(MID$(Cmd$, 2, 1)) 
   IDXNum% = VAL(MID$(Cmd$, 3, 1)) 
   CardID$ = RIGHT$(Cmd$, LEN(Cmd$, LEN(Cmd$)-2) 
   IF CmdIdentifier$ = “?” THEN 
    IF FIND_RECORD(DBFNum%, IDXNum%, VardID$) = 1 THEN 
     PRINT “Data is found in DBF.”, DBFNum% 
    ELSE 
     PRINT “Data is not found in DBF.”, DBFNum% 
    END IF 
   ELSE 
   … 
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GET_RECORD 
適用機種 ALL 

目的 指定の DBF ﾌｧｲﾙのﾚｺｰﾄﾞを取得します。 

構文 REM A$は戻り値を代入するための文字列型変数です。 
 A$ = GET_RECORD(file%[, index%]) 

解説 引数 file%には、DBF ﾌｧｲﾙ番号を 1~5の範囲で指定します。 
 引数 index%には、ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ番号(IDX ﾌｧｲﾙ)を 1~3の範囲で指定します。このｵﾌﾟｼｮﾝは省略 
 可能で、省略した場合は、DBF ﾌｧｲﾙのｵﾘｼﾞﾅﾙｼｰｹﾝｽが適用されます。 
 
 このｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙすると、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置のﾚｺｰﾄﾞが戻り値として返されます。 

使用例 ON COM(1) GOSUB BcrData_1 
 … 
 BcrData_1: 
   BEEP(2000, 5) 
   ID$ = GET_READER_DATA$(1) 
   IF FIND_RECORD(DBFNum%, IDXNum%, ID$) = 1 THEN 
    Data$ = GET_RECORD$(DBFNum%, IDXNum%) 
    Item$ = MID$(Data$, LEN(Data$)-IDLeng%-ItemLeng%) 
    Note$ = RIGHT$(Data$, LEN(Data$)-IDLeng%-ItemLeng%) 
    LOCATE 1, 1 
    PRINT “ID    :”, Data$ 
    LOCATE 2, 1 
    PRINT “Item  :”, Item$ 
    LOCATE 3, 1 
    PRINT “Note  :”, Note$ 
   ELSE 
   … 

 

GET_RECORD_NUMBER 
適用機種 ALL 

目的 指定の DBF ﾌｧｲﾙのﾚｺｰﾄﾞ番号を取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = GET_RECORD_NUMBER(file%[, index%]) 

解説 引数 file%には、DBF ﾌｧｲﾙ番号を 1~5の範囲で指定します。 
 引数 index%には、ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ番号(IDX ﾌｧｲﾙ)を 1~3の範囲で指定します。このｵﾌﾟｼｮﾝは省略 
 可能で、省略した場合は、DBF ﾌｧｲﾙのｵﾘｼﾞﾅﾙｼｰｹﾝｽが適用されます。 
 
 このｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙすると、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀが指すﾚｺｰﾄﾞ番号が戻り値として返されます。 

使用例 A% = GET_RECORD_NUMBER(1, 1) 
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MOVE_TO 
適用機種 ALL 

目的 指定の DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀを移動させます。 

構文 MOVE_TO(file%[, index%], record_number%) 

解説 引数 file%には、DBF ﾌｧｲﾙ番号を 1~5の範囲で指定します。 
 引数 index%には、ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ番号(IDX ﾌｧｲﾙ)を 1~3の範囲で指定します。このｵﾌﾟｼｮﾝは省略 
 可能で、省略した場合は、DBF ﾌｧｲﾙのｵﾘｼﾞﾅﾙｼｰｹﾝｽが適用されます。 
 引数 record_number%には、移動させたいﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置を指定します。 

使用例 MOVE_TO(1, 1, 20) 

 

MOVE_TO_NEXT 
適用機種 ALL 

目的 指定の DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀを１つ先に進めます。 

構文 MOVE_TO_NEXT(file%[, index%]) 

解説 引数 file%には、DBF ﾌｧｲﾙ番号を 1~5の範囲で指定します。 
 引数 index%には、ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ番号(IDX ﾌｧｲﾙ)を 1~3の範囲で指定します。このｵﾌﾟｼｮﾝは省略 
 可能で、省略した場合は、DBF ﾌｧｲﾙのｵﾘｼﾞﾅﾙｼｰｹﾝｽが適用されます。 

使用例 MOVE_TO_NEXT(1, 1) 

 

MOVE_TO_PREVIOUS 
適用機種 ALL 

目的 指定の DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀを１つ前に戻します。 

構文 MOVE_TO_PREVIOUS(file%[, index%]) 

解説 引数 file%には、DBF ﾌｧｲﾙ番号を 1~5の範囲で指定します。 
 引数 index%には、ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ番号(IDX ﾌｧｲﾙ)を 1~3の範囲で指定します。このｵﾌﾟｼｮﾝは省略 
 可能で、省略した場合は、DBF ﾌｧｲﾙのｵﾘｼﾞﾅﾙｼｰｹﾝｽが適用されます。 

使用例 MOVE_TO_PREVIOUS(1, 1) 

 

RECORD_COUNT 
適用機種 ALL 

目的 指定の DBF ﾌｧｲﾙのﾚｺｰﾄﾞ数を取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = RECORD_COUNT(file%) 

解説 引数 file%には、DBF ﾌｧｲﾙ番号を 1~5の範囲で指定します。 
 このｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙすると、ﾚｺｰﾄﾞ数が戻り値として返されます。 

使用例 Total_Record% = RECORD_COUNT(1) 
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UPDATE_RECORD 
適用機種 ALL 

目的 指定の DBF ﾌｧｲﾙのﾚｺｰﾄﾞを上書き更新します。 

構文 UPDATE_RECORD(file%, index%, data$) 

解説 引数 file%には、DBF ﾌｧｲﾙ番号を 1~5の範囲で指定します。 
 引数 index%には、ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ番号(IDX ﾌｧｲﾙ)を 1~3の範囲で指定します。 
 引数 data$には、上書き更新したいﾚｺｰﾄﾞ(ﾃﾞｰﾀ)を指定します。 

 
 このｺﾏﾝﾄﾞをｺｰﾙすると、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置のﾚｺｰﾄﾞが上書き更新されます。 

使用例 ON COM(1) GOSUB HostCommand 
 … 
 HostCommand: 
   Cmd$ = READ_COM$(1) 
   CmdIdentifier$ = LEFT$(Cmd$, 1) 
   DBFNum% = VAL(MID$(Cmd$, 2, 1)) 
   IDXNum% = VAL(MID$(Cmd$, 3, 1)) 
   CardID$ = RIGHT$(Cmd$, LEN(Cmd$, LEN(Cmd$)-2) 
   IF CmdIdentifier$ = “&” THEN 
    UPDATE_RECORD(DBFNum%, IDXNum%, VardID$) 
   ELSE 
   … 
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5.19.3. ﾌｧｲﾙｴﾗｰｺｰﾄﾞ 
ﾌｧｲﾙ操作ｺﾏﾝﾄﾞに関するｴﾗｰｺｰﾄﾞは、GTE_FILE_ERROR ｺﾏﾝﾄﾞで取得可能です。正しくｺﾏﾝﾄﾞが処理された場合は、0
となり、ｴﾗｰが発生した場合は、0以外が返されます。 
 

GET_FILE_ERROR 
適用機種 ALL 

目的 ﾌｧｲﾙ操作によるｴﾗｰｺ-ﾄﾞを取得します。 

構文 REM A%は戻り値を代入するための整数型変数です。 
 A% = GET_FILE_ERROR 

解説 ﾌｧｲﾙ操作によるｴﾗｰｺ-ﾄﾞが戻り値として返されます。ｴﾗｰｺｰﾄﾞの意味は、下記の通りです。 

 

A% 説明 
0 ｴﾗｰ無し 
10 十分な空き容量がありません 

 

使用例 … 
 ADD_RECORD(1, Data$) 
 IF(GET_FILE_ERROR = 10) THEN 
   ErrorMessage$ = “No free file space.” 
 END IF 
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5.20. SDｶｰﾄﾞ 
8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙは MicroSD ｶｰﾄﾞに対応しており、ﾕｰｻﾞｰｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝからﾌｧｲﾙ操作ｺﾏﾝﾄﾞで直接ｱｸｾｽす

ることが可能です。また、USB ｹｰﾌﾞﾙで接続することで、ﾘﾑｰﾊﾞﾌﾞﾙﾃﾞｨｽｸ(大容量記憶装置ﾃﾞﾊﾞｲｽ)として使用するこ

とも可能です。詳しくは、各ﾀｰﾐﾅﾙの取扱説明書を参照ください。 
 

ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ(DATﾌｧｲﾙ) 
 ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙは、SD ｶｰﾄﾞのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ¥BasicRun 下に作成され、｢5.19.1. ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ(DAT ﾌｧｲﾙ)｣にあ

るｺﾏﾝﾄﾞでｱｸｾｽできます。 
 ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙのｻｲｽﾞは、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰより調整されます。ﾕｰｻﾞｰｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝで DEL_TRANSACTION_DATA ｺﾏﾝﾄﾞや

DEL_TRANSACTION_DATA_EX ｺﾏﾝﾄﾞを実行した場合、ｽﾍﾟｰｽはすぐにはﾘﾘｰｽされません。ﾕｰｻﾞｰは、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰ

｢ System Menu ｣ … ｢ SD Card Menu ｣ … ｢ Access SD Card ｣ … ｢ Check File Size ｣ よ り

｢A:¥BasicRun¥TXACTn.DAT(n=1~6)｣のｻｲｽﾞをﾘﾌﾚｯｼｭしなければいけません。 
 

DBFﾌｧｲﾙとIDXﾌｧｲﾙ 
 DBF ﾌｧｲﾙは、SD ｶｰﾄﾞのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ¥BasicRun 下に作成され、｢5.19.2. DBF ﾌｧｲﾙと IDX ﾌｧｲﾙ｣にあるｺﾏﾝﾄﾞでｱ

ｸｾｽできます。DBF ﾌｧｲﾙ本体の拡張子は、.DB0となり、IDX ﾌｧｲﾙの拡張子は、.DB1~.DB4となります。 
 
ﾌｧｲﾙ操作ｺﾏﾝﾄﾞに関するｴﾗｰｺｰﾄﾞは、GTE_FILE_ERROR ｺﾏﾝﾄﾞで取得可能です。ｴﾗｰ無くｺﾏﾝﾄﾞが処理された場合は、

0となり、ｴﾗｰが発生した場合は、0以外が返されます。 
 

参考 
 SD ｶｰﾄﾞは、SRAMと比べて検索速度が非常に遅くなります。商品ﾏｽﾀなど検索を必要とするﾏｽﾀﾌｧｲﾙは、SD ｶｰﾄﾞ

では無く、SRAM上に作成することをお勧めします。 
 
 

5.20.1. ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ 
ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑとして、FAT12/FAT16/FAT32をｻﾎﾟｰﾄしています。SD ｶｰﾄﾞのﾌｫｰﾏｯﾄは、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(C言語)又は

ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰ｢System Menu｣…｢SD Card Menu｣…｢Access SD Card｣から行うことができます。下記のように FAT ﾀ

ｲﾌﾟによりｶｰﾄﾞの容量が決まります。 
 

SD ｶｰﾄﾞ容量 FAT形式 ｾｸﾀ数/ｸﾗｽﾀ 
32MB以下 FAT12 32 
1GB以下 FAT16 32 
2GB以下 FAT16 64 
8GB以下 FAT32 8 
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5.20.2. ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 
SRAM と異なり、SD ｶｰﾄﾞでは、階層式ﾂﾘｰ構造によるﾃﾞｨｽﾚｸﾄﾘ/ｻﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが作成可能です。但し、一部のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

及びﾌｧｲﾙはｼｽﾃﾑにより予約されています。下記を参照ください。 
 

予約済みﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 関係するｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ/機能 説明 

¥Program 

 ｢System Menu｣…｢Load Program｣ 
 ｢Program Manager｣…｢Download｣ 
 ｢Program Manager｣…｢Activate｣ 
 ｢Kernel Menu｣…｢Load Program｣ 
 ｢Kernel Menu｣…｢Kernel Update｣ 
 UPDATE_BASIC ｺﾏﾝﾄﾞ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを保存するためのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘです。 
 

 C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.shx) 
 BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.syn/.ini) 

¥BasicRun BASIC ﾗﾝﾀｲﾑ 

BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑからｱｸｾｽされるﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ(DAT ﾌ

ｧｲﾙ)と DBF ﾌｧｲﾙを保存するためのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘです。ﾌｧｲ

ﾙ名は、下記のように決められています。 
 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ名(DAT ﾌｧｲﾙ) 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ #1 TXACT1.DAT 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ #2 TXACT2.DAT 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ #3 TXACT3.DAT 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ #4 TXACT4.DAT 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ #5 TXACT5.DAT 
ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ #6 TXACT6.DAT 
DBF ﾌｧｲﾙ名 

DBF ﾌｧｲﾙ #1 

ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ本体 F1.DB0
ｼｽﾃﾑｲﾝﾃﾞｯｸｽ F1.DB1
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #1 F1.DB2
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #2 F1.DB3
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #3 F1.DB4

DBF ﾌｧｲﾙ #2 

ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ本体 F2.DB0
ｼｽﾃﾑｲﾝﾃﾞｯｸｽ F2.DB1
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #1 F2.DB2
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #2 F2.DB3
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #3 F2.DB4

DBF ﾌｧｲﾙ #3 

ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ本体 F3.DB0
ｼｽﾃﾑｲﾝﾃﾞｯｸｽ F3.DB1
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #1 F3.DB2
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #2 F3.DB3
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #3 F3.DB4

DBF ﾌｧｲﾙ #4 

ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ本体 F4.DB0
ｼｽﾃﾑｲﾝﾃﾞｯｸｽ F4.DB1
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #1 F4.DB2
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #2 F4.DB3
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #3 F4.DB4

DBF ﾌｧｲﾙ #5 

ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ本体 F5.DB0
ｼｽﾃﾑｲﾝﾃﾞｯｸｽ F5.DB1
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #1 F5.DB2
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #2 F5.DB3
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ #3 F5.DB4

¥AG¥DBF 
¥AG¥DAT 
¥AG¥EXPORT 
¥AG¥IMPORT 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｼﾞｪﾈﾚｰﾀ(AG) 
(日本では、ご希望のﾕｰｻﾞｰ様にのみ配布) 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｼﾞｪﾈﾚｰﾀで利用する DAT, DBF, ﾙｯｸｱｯﾌﾟﾌ
ｧｲﾙを保存するﾌｫﾙﾀﾞです。 
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5.20.3. ﾌｧｲﾙ名 
ﾌｧｲﾙ名は、8.3書式(ﾌｧｲﾙ名.拡張子)を採用しています。ﾌｧｲﾙ名には、下記に示す記号以外が使用可能です。 
 

“ * + , : ; < = > ? | [ ] 
 

 8文字を超えるﾌｧｲﾙ名は、自動的に 8文字に丸められます。 
 SD ｶｰﾄﾞをﾑｰﾊﾞﾌﾞﾙﾃﾞｨｽｸ(大容量記憶装置ﾃﾞﾊﾞｲｽ)として使用する場合は、最大 255文字のﾌｧｲﾙ名を使用するこ

とができます。例えば、PC で SD ｶｰﾄﾞ上に[123456789.TXT]というﾌｧｲﾙを作成した場合、ﾀｰﾐﾅﾙから直接そ

のﾌｧｲﾙにｱｸｾｽすると、ﾌｧｲﾙ名は、｢123456~1.txt｣に丸められます。 
 ASCII ｷｬﾗｸﾀ以外を使用したﾌｧｲﾙ名をﾀｰﾐﾅﾙ上で正しく表示したい場合は、そのﾌｧｲﾙ名に使用されている文字を

含む適切なﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙをﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしておく必要があります。 
 ﾌｧｲﾙ名に大文字/小文字の区別はありません。下記のﾌｧｲﾙ名は、全て同じﾌｧｲﾙとして認識されます。 

 
  DATAFILE.TXT 
  DataFile.Txt 
  datafile.txt 

 

参考 
 Cipher BASICでは、任意のﾌｧｲﾙ名の作成やｱｸｾｽは行えません。 
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補足 1. ｽｷｬﾅ配列 
 

ｽｷｬﾅ配列表 1 
配列(N1%) 設定値(N2%) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝ 

1 1: ｺｰﾄﾞ 39読み取り有り 
0: ｺｰﾄﾞ 39読み取り無し  

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

2 1: ｲﾀﾘｱﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ読み取り有り 
0: ｲﾀﾘｱﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

3 1: ﾌﾗﾝｽﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ(CIP 39)読み取り有り 
0: ﾌﾗﾝｽﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ(CIP 39)読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

4 1: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25読み取り有り 
0: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25読み取り無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

5 1: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25読み取り有り 
0: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25読み取り無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

6 1: ﾏﾄﾘｸｽ 25読み取り有り 
0: ﾏﾄﾘｸｽ 25読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

7 1: ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り有り 
0: ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

8 1: ｺｰﾄﾞ 93読み取り有り 
0: ｺｰﾄﾞ 93読み取り無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

9 1: ｺｰﾄﾞ 128&EAN-128読み取り有り 
0: ｺｰﾄﾞ 128&EAN-128読み取り無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

10 1: UPC-E読み取り有り 
0: UPC-E読み取り無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

11 1: UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ 2読み取り有り 
0: UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ 2読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

12 1: UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ 5読み取り有り 
0: UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ 5読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

13 1: JAN/EAN-8読み取り有り 
0: JAN/EAN-8読み取り無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

14 1: JAN/EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 2読み取り有り 
0: JAN/EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 2読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

15 1: JAN/EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 5読み取り有り 
0: JAN/EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 5読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

16 1: UPC-A&JAN/EAN-13読み取り有り 
0: UPC-A&JAN/EAN-13読み取り無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

17 1: UPC-A&JAN/EAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ 2読み取り有り 
0: UPC-A&JAN/EAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ 2読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

18 1: UPC-A&JAN/EAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ 5読み取り有り 
0: UPC-A&JAN/EAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ 5読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

19 1: MSI読み取り有り 
0: MSI読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

20 1: Plessey読み取り有り 
0: Plessey読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

21 1: COOP 25(NEC 25)読み取り有り 
0: COOP 25(NEC 25)読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

22 1: ｺｰﾄﾞ 39 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り 
0: ｺｰﾄﾞ 39 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

23 1: ｺｰﾄﾞ 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
0: ｺｰﾄﾞ 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

24 1: ｺｰﾄﾞ 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: ｺｰﾄﾞ 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

(*) ﾚｰｻﾞ=ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, CCD=ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ｴｸﾄﾗﾚｰｻﾞ=ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ/ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2D=ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
(*)8500 ｼﾘｰｽﾞは、COOP 25(NEC 25)をｻﾎﾟｰﾄしていません。 
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配列(N1%) 設定値(N2%) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝ 

25 1: ｺｰﾄﾞ 39 ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り有り 
0: ｺｰﾄﾞ 39 ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り無し  

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

26 1: ｲﾀﾘｱﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: ｲﾀﾘｱﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

27 1: ﾌﾗﾝｽﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ(CIP 39)ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: ﾌﾗﾝｽﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ(CIP 39)ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

28 1: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
0: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

29 1: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

30 1: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
0: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

31 1: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

32 1: ﾏﾄﾘｸｽ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
0: ﾏﾄﾘｸｽ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

33 1: ﾏﾄﾘｸｽ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: ﾏﾄﾘｸｽ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

34 

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
0: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
1: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
2: ﾏﾄﾘｸｽ 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

35 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
0: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
1: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
2: ﾏﾄﾘｸｽ 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

36 

ﾏﾄﾘｸｽ 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
0: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
1: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
2: ﾏﾄﾘｸｽ 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 

2 CCD/ﾚｰｻﾞ 

37 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ 
0: abcd/abcd 
1: abcd/tn*e 
2: ABCD/ABCD 
3: ABCD/TN*E 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

38 1: ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り 
0: ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

39 

MSI ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査 
0: ｼﾝｸﾞﾙﾓｼﾞｭﾛ 10 
1: ﾀﾞﾌﾞﾙﾓｼﾞｭﾛ 10  
2: ﾓｼﾞｭﾛ 11 & ﾓｼﾞｭﾛ 10 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

40 

MSI ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信 
0: ﾗｽﾄﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 
1: 全ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
2: 全ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

41 1: Plessey ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: Plessey ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

42 1: Plessey→UK Plessey変換有り 
0: Plessey→UK Plessey変換無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

43 1: UPC-E→UPC-A変換有り 
0: UPC-E→UPC-A変換無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

44 1: UPC-A→UPC-E変換有り 
0: UPC-A→UPC-E変換無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

(*) ﾚｰｻﾞ=ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, CCD=ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ｴｸﾄﾗﾚｰｻﾞ=ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ/ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2D=ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
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配列(N1%) 設定値(N2%) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝ 

45 1: ISBN変換有り 
0: ISBN変換無し  

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

46 1: ISSN変換有り 
0: ISSN変換無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

47 1: UPC-E ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: UPC-E ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

48 1: UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
0: UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

49 1: JAN/EAN-8 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: JAN/EAN-8 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

50 1: JAN/EAN-13 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
0: JAN/EAN-13 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

51 1: UPC-E ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 
0: UPC-E ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

52 1: UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 
0: UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

53 1: JAN/EAN-8→JAN/EAN-13変換有り 
0: JAN/EAN-8→JAN/EAN-13変換無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

54 予備 --- --- 

55 1: 反転ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り有り 
0: 反転ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

56 

0: 読取照合回数無し(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 
1: 読取照合回数 1回(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 
2: 読取照合回数 2回(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 
3: 読取照合回数 3回(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

57 

0: 読取照合回数無し(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 2) 
1: 読取照合回数 1回(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 2) 
2: 読取照合回数 2回(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 2) 
3: 読取照合回数 3回(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 2) 

0 固定式ﾀｰﾐﾅﾙ専用 

58 1: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25最大桁数/最小桁数検査を使用 
0: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25固定桁数 1/固定桁数 2検査を使用 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

59 ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25最大桁数/固定桁数 1 64(max.) CCD/ﾚｰｻﾞ 
60 ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25最小桁数/固定桁数 2 1(min.) CCD/ﾚｰｻﾞ 

61 1: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25最大桁数/最小桁数検査を使用 
0: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25固定桁数 1/固定桁数 2検査を使用 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

62 ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25最大桁数/固定桁数 1 64(max.) CCD/ﾚｰｻﾞ 
63 ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25最小桁数/固定桁数 2 1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

64 1: ﾏﾄﾘｸｽ 25最大桁数/最小桁数検査を使用 
0: ﾏﾄﾘｸｽ 25固定桁数 1/固定桁数 2検査を使用 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

65 ﾏﾄﾘｸｽ 25最大桁数/固定桁数 1 64(max.) CCD/ﾚｰｻﾞ 
66 ﾏﾄﾘｸｽ 25最小桁数/固定桁数 2 1(min.) CCD/ﾚｰｻﾞ 

67 1: MSI最大桁数/最小桁数検査を使用 
0: MSI固定桁数 1/固定桁数 2検査を使用 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

68 MSI最大桁数/固定桁数 1 64(max.) CCD/ﾚｰｻﾞ 
69 MSI最小桁数/固定桁数 2 1(min.) CCD/ﾚｰｻﾞ 

(*) ﾚｰｻﾞ=ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, CCD=ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ｴｸﾄﾗﾚｰｻﾞ=ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ/ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2D=ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 123 
Copyright © 2011, WELCOM DESIGN KK 

 
配列(N1%) 設定値(N2%) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝ 

70 

読み取りﾓｰﾄﾞ(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 
0: ｵｰﾄｵﾌﾓｰﾄﾞ 
1: ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ 
2: ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞ 
3: ｵﾙﾀｰﾈｲﾄﾓｰﾄﾞ 
4: ﾓｰﾒﾝﾀﾘﾓｰﾄﾞ 
5: ﾘﾋﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ 
6: ﾚｰｻﾞﾓｰﾄﾞ 
7: ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 
8: ｴｲﾐﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ 

6 CCD/ﾚｰｻﾞ 

71 

読み取りﾓｰﾄﾞ(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 2) 
0: ｵｰﾄｵﾌﾓｰﾄﾞ 
1: ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ 
2: ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞ 
3: ｵﾙﾀｰﾈｲﾄﾓｰﾄﾞ 
4: ﾓｰﾒﾝﾀﾘﾓｰﾄﾞ 
5: ﾘﾋﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ 
6: ﾚｰｻﾞﾓｰﾄﾞ 
7: ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 
8: ｴｲﾐﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ 

6 固定式ﾀｰﾐﾅﾙ専用 

72 
読み取りﾀｲﾑｱｳﾄ(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 
ｴｲﾐﾝｸﾞ/ﾚｰｻﾞ/ｵｰﾄｵﾌ/ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞに適用 
設定範囲 0~255秒, 0 = 読み取りﾀｲﾑｱｳﾄ無し 

3 CCD/ﾚｰｻﾞ 

73 
読み取りﾀｲﾑｱｳﾄ(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 2) 
ｴｲﾐﾝｸﾞ/ﾚｰｻﾞ/ｵｰﾄｵﾌ/ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞに適用 
設定範囲 0~255秒, 0 = 読み取りﾀｲﾑｱｳﾄ無し 

3 固定式ﾀｰﾐﾅﾙ専用 

74 1: GS1 Databar ﾘﾐﾃｯﾄﾞ読み取り有り 
0: GS1 Databar ﾘﾐﾃｯﾄﾞ読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

75 予備 --- --- 

76 1: GS1 Databar ｵﾑﾆﾃﾞｨﾚｸｼｮﾅﾙ&ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ読み取り有り

0: GS1 Databar ｵﾑﾆﾃﾞｨﾚｸｼｮﾅﾙ&ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ読み取り無し
0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

77 1: GS1 Databar ｵﾑﾆﾃﾞｨﾚｸｼｮﾅﾙｺｰﾄﾞ ID送信有り 
0: GS1 Databar ｵﾑﾆﾃﾞｨﾚｸｼｮﾅﾙｺｰﾄﾞ ID送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

78 1: GS1 Databar ｵﾑﾆﾃﾞｨﾚｸｼｮﾅﾙｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID送信有り 
0: GS1 Databar ｵﾑﾆﾃﾞｨﾚｸｼｮﾅﾙｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

79 1: GS1 Databar ｵﾑﾆﾃﾞｨﾚｸｼｮﾅﾙﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: GS1 Databar ｵﾑﾆﾃﾞｨﾚｸｼｮﾅﾙﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

80 1: GS1 Databar ﾘﾐﾃｯﾄﾞｺｰﾄﾞ ID送信有り 
0: GS1 Databar ﾘﾐﾃｯﾄﾞｺｰﾄﾞ ID送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

81 1: GS1 Databar ﾘﾐﾃｯﾄﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID送信有り 
0: GS1 Databar ﾘﾐﾃｯﾄﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

82 1: GS1 Databar ﾘﾐﾃｯﾄﾞﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: GS1 Databar ﾘﾐﾃｯﾄﾞﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

83 1: GS1 Databar ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞｺｰﾄﾞ ID送信有り 
0: GS1 Databar ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞｺｰﾄﾞ ID送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

84 1: Telpen数字ﾓｰﾄﾞ 
0: Telpen ASCII ﾓｰﾄﾞ 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

85 1: Telpen読み取り有り 
0: Telpen読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

86 1: UPC-E1 & UPC-E0有効 
0: UPC-E0のみ有効 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

87 1: GTIN有効 
0: GTIN無効 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

88 ~ 147 N/A --- --- 
(*) ﾚｰｻﾞ=ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, CCD=ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ｴｸﾄﾗﾚｰｻﾞ=ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ/ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2D=ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
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配列(N1%) 設定値(N2%) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝ 

148 1: UPC-E1 ﾄﾘﾌﾟﾙﾁｪｯｸ有効 
0: UPC-E1 ﾄﾘﾌﾟﾙﾁｪｯｸ無効 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

149 
ｴｲﾐﾝｸﾞﾀｲﾑｱｳﾄ 
設定範囲 1~65535(設定単位 5 ﾐﾘ秒) 
0 = ｴｲﾐﾝｸﾞ無し 

200(1秒) CCD/ﾚｰｻﾞ 

150 

配列(N1%)9を 1=ｺｰﾄﾞ 128&EAN-128読み取り有りに設定 
0: ｺｰﾄﾞ 128&GS1-128読み取り有り(旧ﾌｧｰﾑ互換用) 
1: GS1-128のみ読み取り有り 
2: ｺｰﾄﾞ 128のみ読み取り有り 
3: ｺｰﾄﾞ 128&GS1-128読み取り有り 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

151 
配列(N1%)9を 1=ｺｰﾄﾞ 128&EAN-128読み取り有りに設定 
1: GS1-128 ｺｰﾄﾞ ID送信無し 
0: GS1-128 ｺｰﾄﾞ ID送信有り 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

152 1: ISBT-128読み取り有り 
0: ISBT-128読み取り無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

153 ~ 170 N/A --- --- 

171 1: COOP 25(NEC 25)ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
0: COOP 25(NEC 25)ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD/ﾚｰｻﾞ 

172 1: COOP 25(NEC 25)ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: COOP 25(NEC 25)ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD/ﾚｰｻﾞ 

(*) ﾚｰｻﾞ=ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, CCD=ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ｴｸﾄﾗﾚｰｻﾞ=ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ/ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2D=ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
(*)8500 ｼﾘｰｽﾞは、COOP 25(NEC 25)をｻﾎﾟｰﾄしていません。 
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ｽｷｬﾅ配列表 2 
配列(N1%) 設定値(N2%) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝ 

1 1: ｺｰﾄﾞ 39読み取り有り 
0: ｺｰﾄﾞ 39読み取り無し  

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

2 1: ｲﾀﾘｱﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ(ｺｰﾄﾞ 32)読み取り有り 
0: ｲﾀﾘｱﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ(ｺｰﾄﾞ 32)読み取り無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

3 N/A --- --- 
4 N/A --- --- 

5 1: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25読み取り有り 
0: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

6 1: ﾏﾄﾘｸｽ 25読み取り有り 
0: ﾏﾄﾘｸｽ 25読み取り無し 

0 8200/8400/8700-2D

7 1: ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り有り 
0: ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

8 1: ｺｰﾄﾞ 93読み取り有り 
0: ｺｰﾄﾞ 93読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

9 1: ｺｰﾄﾞ 128読み取り有り 
0: ｺｰﾄﾞ 128読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

10 1: UPC-E0読み取り有り 
0: UPC-E0読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

11,12 

1: UPC/EAN/JAN ﾌｧﾐﾘｰｱﾄﾞｵﾝ 2/5読み取り有り 
 (何れかを読み取る場合は、全てを 1にｾｯﾄ) 
0: UPC/EAN/JAN ﾌｧﾐﾘｰｱﾄﾞｵﾝ 2/5読み取り有り 
 (何れも読み取らない場合は、全てを 0にｾｯﾄ) 
(*)配列(N1%)14,15,17,18,107,19を参照 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

13 1: JAN/EAN-8読み取り有り 
0: JAN/EAN-8読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

14,15 (*)配列(N1%)11,12を参照 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

16 1: JAN/EAN-13読み取り有り 
0: JAN/EAN-13読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

17,18 (*)配列(N1%)11,12を参照 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

19 1: MSI読み取り有り 
0: MSI読み取り無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

20 N/A --- --- 
21 予約 --- --- 
22 N/A --- --- 

23 1: ｺｰﾄﾞ 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
0: ｺｰﾄﾞ 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

24 1: ｺｰﾄﾞ 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: ｺｰﾄﾞ 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

25 1: ｺｰﾄﾞ 39 ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り有り 
0: ｺｰﾄﾞ 39 ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り無し  

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

26 N/A --- --- 
27 N/A --- --- 
28 N/A --- --- 

29 1: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

30 N/A --- --- 
31 N/A --- --- 

(*) ﾚｰｻﾞ=ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, CCD=ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ｴｸﾄﾗﾚｰｻﾞ=ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ/ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2D=ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
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配列(N1%) 設定値(N2%) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝ 

32 1: ﾏﾄﾘｸｽ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
0: ﾏﾄﾘｸｽ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

0 8200/8400/8700-2D

33 1: ﾏﾄﾘｸｽ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: ﾏﾄﾘｸｽ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

0 8200/8400/8700-2D

34 N/A --- --- 
35 N/A --- --- 
36 N/A --- --- 
37 N/A --- --- 

38 1: ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り 
0: ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

39 

MSI ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査 
0: ｼﾝｸﾞﾙﾓｼﾞｭﾛ 10 
1: ﾀﾞﾌﾞﾙﾓｼﾞｭﾛ 10  
2: ﾓｼﾞｭﾛ 11 & ﾓｼﾞｭﾛ 10 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

40 

MSI ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信 
0: ﾗｽﾄﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 
1: 全ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
2: 全ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

41 N/A --- --- 
42 N/A --- --- 

43 1: UPC-E0→UPC-A変換有り 
0: UPC-E0→UPC-A変換無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

44 N/A --- --- 
45 N/A --- --- 
46 N/A --- --- 

47 1: UPC-E0 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: UPC-E0 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

48 1: UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
0: UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

49 N/A --- --- 
50 N/A --- --- 

51 1: UPC-E0 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 
0: UPC-E0 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

52 1: UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 
0: UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

53 1: JAN/EAN-8→JAN/EAN-13変換有り 
0: JAN/EAN-8→JAN/EAN-13変換無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

54 予備 --- --- 
55 N/A --- --- 
56 N/A --- --- 
57 N/A --- --- 
58 N/A --- --- 
59 N/A --- --- 
60 N/A --- --- 

61 1: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25最大桁数/最小桁数検査を使用 
0: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25固定桁数 1/固定桁数 2検査を使用 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

62 ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25最大桁数/固定桁数 1 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 
63 ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25最小桁数/固定桁数 2 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

64 1: ﾏﾄﾘｸｽ 25最大桁数/最小桁数検査を使用 
0: ﾏﾄﾘｸｽ 25固定桁数 1/固定桁数 2検査を使用 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

65 ﾏﾄﾘｸｽ 25最大桁数/固定桁数 1 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 
66 ﾏﾄﾘｸｽ 25最小桁数/固定桁数 2 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

(*) ﾚｰｻﾞ=ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, CCD=ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ｴｸﾄﾗﾚｰｻﾞ=ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ/ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2D=ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
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配列(N1%) 設定値(N2%) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝ 

67 1: MSI最大桁数/最小桁数検査を使用 
0: MSI固定桁数 1/固定桁数 2検査を使用 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

68 MSI最大桁数/固定桁数 1 31(max.) 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 
69 MSI最小桁数/固定桁数 2 3(min.) 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

70 

読み取りﾓｰﾄﾞ(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 
0: ｵｰﾄｵﾌﾓｰﾄﾞ 
1: ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ 
2: ﾚｰｻﾞﾓｰﾄﾞ 
3: ｵﾙﾀｰﾈｲﾄﾓｰﾄﾞ 
4: ﾚｰｻﾞﾓｰﾄﾞ 
5: ﾚｰｻﾞﾓｰﾄﾞ 
6: ﾚｰｻﾞﾓｰﾄﾞ 
7: ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 
8: ｴｲﾐﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ 

6 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

71 N/A --- --- 
72 N/A --- --- 
73 N/A --- --- 
74 N/A --- --- 
75 N/A --- --- 
76 N/A --- --- 
77 N/A --- --- 
78 N/A --- --- 
79 N/A --- --- 
80 N/A --- --- 
81 N/A --- --- 
82 N/A --- --- 
83 N/A --- --- 
84 N/A --- --- 
85 N/A --- --- 
86 N/A --- --- 
87 N/A --- --- 

88 1: ｺｰﾄﾞ 39最大桁数/最小桁数検査を使用 
0: ｺｰﾄﾞ 39固定桁数 1/固定桁数 2検査を使用 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

89 ｺｰﾄﾞ 39最大桁数/固定桁数 1 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 
90 ｺｰﾄﾞ 39最小桁数/固定桁数 2 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

91 1: UPC-E1 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 
0: UPC-E1 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

92 1: UPC-E1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: UPC-E1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

93 1: UCC.EAN ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ GS1-128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ有効 
0: UCC.EAN ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ GS1-128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ無効 

0 2D 

94 1: TCIF Linked ｺｰﾄﾞ 39読み取り有り 
0: TCIF Linked ｺｰﾄﾞ 39読み取り無し 

1 2D 

95 1: UPC-E1→UPC-A変換有り 
0: UPC-E1→UPC-A変換無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

96 1: ｺｰﾄﾞ 11読み取り有り 
0: ｺｰﾄﾞ 11読み取り無し 

1 2D/8300-LR/8700-LR

97 
配列(N1%)16を 1=JAN/EAN13読み取り有りに設定 
1: Bookland EAN読み取り有り 
0: Bookland EAN読み取り無し 

0 
2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

98 1: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25(ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ)読み取り有り 
0: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25(ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ)読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

99 1: ISBT128読み取り有り 
0: ISBT128読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

(*) ﾚｰｻﾞ=ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, CCD=ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ｴｸﾄﾗﾚｰｻﾞ=ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ/ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2D=ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
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配列(N1%) 設定値(N2%) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝ 

100 1: Trioptic ｺｰﾄﾞ 39読み取り有り 
0: Trioptic ｺｰﾄﾞ 39読み取り無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

101 1: GS1-128読み取り有り 
0: GS1-128読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

102 1: GS1 Databar→UPC/EAN変換有り 
0: GS1 Databar→UPC/EAN変換無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

103 1: GS1 Databar ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ読み取り有り 
0: GS1 Databar ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

104 1: GS1 Databar ﾘﾐﾃｯﾄﾞ読み取り有り 
0: GS1 Databar ﾘﾐﾃｯﾄﾞ読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

105 1: GS1 Databar ｵﾑﾆﾃﾞｨﾚｸｼｮﾅﾙ読み取り有り 
0: GS1 Databar ｵﾑﾆﾃﾞｨﾚｸｼｮﾅﾙ読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

106 1: UPC-A読み取り有り 
0: UPC-A読み取り無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

107,109 

1: UPC/EAN/JAN ﾌｧﾐﾘｰｱﾄﾞｵﾝ 2/5読み取り有り 
 (何れかを読み取る場合は、全てを 1にｾｯﾄ) 
0: UPC/EAN/JAN ﾌｧﾐﾘｰｱﾄﾞｵﾝ 2/5読み取り有り 
 (何れも読み取らない場合は、全てを 0にｾｯﾄ) 
(*)配列(N1%)11,12,14,15,17,18 を参照 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

108 1: UPC-E1読み取り有り 
0: UPC-E1読み取り無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

110 
2: UPC ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ自動識別 
1: UPC常にﾘﾝｸ有り 
0: UPC常にﾘﾝｸ無し 

1 2D 

111 1: ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-A/B読み取り有り 
0: ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-A/B読み取り無し 

0 2D ﾞ 

112 1: ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-C読み取り有り 
0: ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-C読み取り無し 

0 2D ﾞ 

113 1: ｺｰﾄﾞ 93最大桁数/最小桁数検査を使用 
0: ｺｰﾄﾞ 93固定桁数 1/固定桁数 2検査を使用 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

114 ｺｰﾄﾞ 93最大桁数/固定桁数 1 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 
115 ｺｰﾄﾞ 93最小桁数/固定桁数 2 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

116 1: ｺｰﾄﾞ 11最大桁数/最小桁数検査を使用 
0: ｺｰﾄﾞ 11固定桁数 1/固定桁数 2検査を使用 

0 2D/8300-LR/8700-LR

117 ｺｰﾄﾞ 11最大桁数/固定桁数 1 0 2D/8300-LR/8700-LR
118 ｺｰﾄﾞ 11最小桁数/固定桁数 2 0 2D/8300-LR/8700-LR

119 

1: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25(ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ 25)最大桁数/最小桁数検査を

 使用 
0: ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25(ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ 25)固定桁数 1/固定桁数 2 
 検査を使用 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

120 ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25(ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ 25)最大桁数/固定桁数 1 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 
121 ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25(ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ 25)最小桁数/固定桁数 2 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

122 1: ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)最大桁数/最小桁数検査を使用 
0: ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)固定桁数 1/固定桁数 2検査を使用 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

123 ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)最大桁数/固定桁数 1 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 
124 ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)最小桁数/固定桁数 2 0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

125 1: US Postal ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り 
0: US Postal ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し 

1 2D 

126 1: Maxicode読み取り有り 
0: Maxicode読み取り無し 

1 2D 

127 1: Data Matrix読み取り有り 
0: Data Matrix読み取り無し 

1 2D 

(*) ﾚｰｻﾞ=ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, CCD=ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ｴｸﾄﾗﾚｰｻﾞ=ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ/ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2D=ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 129 
Copyright © 2011, WELCOM DESIGN KK 

 

配列(N1%) 設定値(N2%) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝ 

128 1: QR ｺｰﾄﾞ読み取り有り 
0: QR ｺｰﾄﾞ読み取り無し 

1 2D 

129 1: US Planet読み取り有り 
0: US Planet読み取り無し 

1 2D 

130 1: US Postnet読み取り有り 
0: US Postnet読み取り無し 

1 2D 

131 1: MicroPDF417読み取り有り 
0: MicroPDF417読み取り無し 

1 2D 

132 1: PDF417読み取り有り 
0: PDF417読み取り無し 

1 2D 

133 予約 -- -- 

134 1: 日本郵便ｺｰﾄﾞ(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)読み取り有り 
0: 日本郵便ｺｰﾄﾞ(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)読み取り無し 

1 2D 

135 1: ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り有り 
0: ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り無し 

1 2D 

136 1: ｵﾗﾝﾀﾞ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り有り 
0: ｵﾗﾝﾀﾞ郵便ｺｰﾄﾞ読み取り無し 

1 2D 

137 1: UK Postal ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
0: UK Postal ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

1 2D 

138 1: UK Postal読み取り有り 
0: UK Postal読み取り無し 

1 2D 

139 
1: 複合ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ UPC/EAN ﾌｧﾐﾘｰｱﾄﾞｵﾝ無し/ｱﾄﾞｵﾝ 2/ｱ
 ﾄﾞｵﾝ 5読み取り有り 
0: 複合ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

140 
2: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 OPCC ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
1: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 USS ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
0: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

141 1: UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&ｶﾝﾄﾘｰｺｰﾄﾞ送信有り 
0: UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&ｶﾝﾄﾘｰｺｰﾄﾞ送信無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

142 1: UPC-E0 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&ｶﾝﾄﾘｰｺｰﾄﾞ送信有り 
0: UPC-E0 ｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&ｶﾝﾄﾘｰｺｰﾄﾞ送信無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

143 1: UPC-E1 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&ｶﾝﾄﾘｰｺｰﾄﾞ送信有り 
0: UPC-E1 ｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&ｶﾝﾄﾘｰｺｰﾄﾞ送信無し 

1 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

144 1: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25→EAN-13変換有り 
0: ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25→EAN-13変換無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

145 
読み取りﾀｲﾑｱｳﾄ 
ｴｲﾐﾝｸﾞ/ﾚｰｻﾞ/ｵｰﾄｵﾌ/ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞに適用 
設定範囲 0~255秒, 0 = 読み取りﾀｲﾑｱｳﾄ無し 

3 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

146 

Macro PDF送信/ﾃﾞｺｰﾄﾞﾓｰﾄﾞ 
2: 順序に関係なく全てのｼﾝﾎﾞﾙをﾜﾝｾｯﾄで送信 
1: 全てのｼﾝﾎﾞﾙをﾊﾞｯﾌｧし、Macro PDF完結後、送信 
0: 全てのｼﾝﾎﾞﾙをﾊﾟｽｽﾙｰで送信 

0 2D 

147 1: Macro PDF ｴｽｹｰﾌﾟｷｬﾗｸﾀ有効 
0: Macro PDF ｴｽｹｰﾌﾟｷｬﾗｸﾀ無効 

0 2D 

148 N/A --- --- 

149 
ｴｲﾐﾝｸﾞﾀｲﾑｱｳﾄ 
設定範囲 1~65535(設定単位 5 ﾐﾘ秒) 
0 = ｴｲﾐﾝｸﾞ無し 

200(1秒) 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

150 N/A --- --- 
151 N/A --- --- 
152 N/A --- --- 

(*) ﾚｰｻﾞ=ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, CCD=ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ｴｸﾄﾗﾚｰｻﾞ=ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ/ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2D=ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
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配列(N1%) 設定値(N2%) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ｽｷｬﾅｴﾝｼﾞﾝ 

153 

ﾌｫｰｶｽﾓｰﾄﾞ 
2: ｽﾏｰﾄﾌｫｰｶｽ 
1: ﾆｱﾌｫｰｶｽ 
0: ﾌｧｰﾌｫｰｶｽ 

0 8500-2D 

154 1: ｴｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾀｰﾝ有効 
0: ｴｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾀｰﾝ無効 

1 2D 

155 1: 読み取り照明有効 
0: 読み取り照明無効 

1 2D 

156 1: ﾋﾟｯｸﾘｽﾄﾓｰﾄﾞ有効 
0: ﾋﾟｯｸﾘｽﾄﾓｰﾄﾞ無効 

0 8200-2D, 8400-2D, 
8700-2D 

157 

1次元反転ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り 
2: 通常/反転ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ自動読み取り 
1: 反転ﾊﾞｰｺｰﾄﾞのみ読み取り 
0: 通常ﾊﾞｰｺｰﾄﾞのみ読み取り 

0 8200-2D, 8400-2D, 
8700-2D 

158 1: ｼｽﾃﾑがｻｽﾍﾟﾝﾄﾞ時、ﾘｰﾀﾞをｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞに移行 
0: ｼｽﾃﾑがｻｽﾍﾟﾝﾄﾞ時、ﾘｰﾀﾞをﾊﾟﾜｰｵﾌする 

0 8200-2D, 8400-2D, 
8700-2D 

159 

1: USPS 4CB/One Code/Intelligent Mail 
 読み取り有り 
0: USPS 4CB/One Code/Intelligent Mail 
 読み取り無し 

0 8200-2D, 8400-2D, 
8700-2D 

160 1: UPU FICS Postal読み取り有り 
0: UPU FICS Postal読み取り無し 

0 8200-2D, 8400-2D, 
8700-2D 

161 
UPC/EAN-Bookland ISBN ﾌｫｰﾏｯﾄ 
1: UPC/EAN-Bookland ISBN 13 
0: UPC/EAN-Bookland ISBN 10 

0 8200-2D, 8400-2D, 
8700-2D 

162 

反転 Data Matrix読み取り 
2: 通常/反転 Data Matrix自動読み取り 
1: 反転 Data Matrixのみ読み取り 
0: 通常 Data Matrixのみ読み取り 

0 8200-2D, 8400-2D, 
8700-2D 

163 

ﾐﾗｰﾄﾞ Data Matrix読み取り 
2: 通常/ﾐﾗｰﾄﾞ Data Matrix自動読み取り 
1: ﾐﾗｰﾄﾞ Data Matrixのみ読み取り 
0: 通常 Data Matrixのみ読み取り 

0 8200-2D, 8400-2D, 
8700-2D 

164 

反転 QR ｺｰﾄﾞ読み取り 
2: 通常/反転 QR ｺｰﾄﾞ自動読み取り 
1: 反転 QR ｺｰﾄﾞのみ読み取り 
0: 通常 QR ｺｰﾄﾞのみ読み取り 

0 8200-2D, 8400-2D, 
8700-2D 

165 1: MicroQR ｺｰﾄﾞ読み取り有り 
0: MicroQR ｺｰﾄﾞ読み取り無し 

1 8200-2D, 8400-2D, 
8700-2D 

166 1: Aztec読み取り有り 
0: Aztec読み取り無し 

1 8200-2D, 8400-2D, 
8700-2D 

167 

反転 Aztec読み取り 
2: 通常/反転 Aztec自動読み取り 
1: 反転 Aztecのみ読み取り 
0: 通常 Aztecのみ読み取り 

0 8200-2D, 8400-2D, 
8700-2D 

168 1: Coupon ｺｰﾄﾞ読み取り有り 
0: Coupon ｺｰﾄﾞ読み取り無し 

0 2D/ｴｸｽﾄﾗﾚｰｻﾞ 

169 1: ﾁｬｲﾅ 25読み取り有り 
0: ﾁｬｲﾅ 25読み取り無し 

0 8200-2D, 8400-2D, 
8700-2D 

170 
2: ｺｰﾄﾞ 11 2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
1: ｺｰﾄﾞ 11 1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り 
0: ｺｰﾄﾞ 11 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し 

0 2D/8300-LR/8700-LR

171 ~ 172 N/A --- --- 
(*) ﾚｰｻﾞ=ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, CCD=ﾘﾆｱｲﾒｰｼﾞｬ, ｴｸﾄﾗﾚｰｻﾞ=ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ/ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ, 2D=ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ 
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補足 2. ﾎｽﾄｺﾏﾝﾄﾞ 
ここで紹介するﾎｽﾄｺﾏﾝﾄﾞをﾀｰﾐﾅﾙに送信することで、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙやﾘｱﾙﾀｲﾑｸﾛｯｸの操作が可能になります。ﾎｽﾄｺﾏﾝ

ﾄﾞの処理は、BASIC ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝがﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞで行っているため、ﾕｰｻﾞｰは BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成する必要はありま

せん。 
 
 

参考 
 ﾎｽﾄｺﾏﾝﾄﾞは、必ずｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ(CR=0Dhex)を終端に付加する必要があります。 

 
 

CLEAR 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙの全ﾃﾞｰﾀを削除します。 

構文 REM A$は戻り値を代入するための文字列型変数です。 
 A$ = CLEAR 
 A$ = CLEAR file% 

解説 引数 file%には、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号を 1~6の範囲で指定します。省略した場合は、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌ 
 ｧｲﾙ番号 1の全ﾃﾞｰﾀを削除します。 
 
 ｺﾏﾝﾄﾞを実行すると、戻り値が返されます。 

 

戻り値 説明 
OK<CR> 処理完了 
NAK<CR> ｺﾏﾝﾄﾞが正しくありません 

 

使用例 ‘ Visual Basic ｻﾝﾌﾟﾙ 
 MSComm1.CommPort = 1 
 MSComm1.Settings = “9600,n,8,1” 
 MSComm1.InputLen = 1 
 … 
 MSComm1.PortOpen = True 
 MSComm1.Output = “CLEAR3” & vbCr ‘ ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号 3からﾃﾞｰﾀを削除 
 … 
 Hst = MSComm1.Input 
 If Hst=”NAK” Then 
   … 
 End If 
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READ 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙから最初のﾃﾞｰﾀを取得します。 

構文 REM A$は戻り値を代入するための文字列型変数です。 
 A$ = READ 
 A$ = READ file% 

解説 引数 file%には、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号を 1~6の範囲で指定します。省略した場合は、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌ 
 ｧｲﾙ番号 1からﾃﾞｰﾀを取得します。 
 
 ｺﾏﾝﾄﾞを実行すると、戻り値が返されます。 

 

戻り値 説明 
ﾃﾞｰﾀ<CR> 取得したﾃﾞｰﾀ 
OVER<CR> ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙにﾃﾞｰﾀがありません 
NAK<CR> ｺﾏﾝﾄﾞが正しくありません 

 

使用例 ‘ Visual Basic ｻﾝﾌﾟﾙ 
 MSComm1.CommPort = 1 
 MSComm1.Settings = “9600,n,8,1” 
 MSComm1.InputLen = 1 
 … 
 MSComm1.PortOpen = True 
 MSComm1.Output = “READ3” & vbCr ‘ ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号 3からﾃﾞｰﾀを取得 

 … 
 Hst = MSComm1.Input 
 If Hst = ”OVER” Then 
   … 
 Else If Hst = “NAK” 
   … 
 End If 
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REMOVE 
適用機種 ALL 

目的 指定のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙの最後に保存されたﾃﾞｰﾀを削除します。 

構文 REM A$は戻り値を代入するための文字列型変数です。 
 A$ = REMOVE 
 A$ = REMOVE file% 

解説 引数 file%には、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号を 1~6の範囲で指定します。省略した場合は、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌ 
 ｧｲﾙ番号 1からﾃﾞｰﾀを削除します。 
 
 ｺﾏﾝﾄﾞを実行すると、戻り値が返されます。 

 

戻り値 説明 
ﾃﾞｰﾀ<CR> 取得したﾃﾞｰﾀ 
OVER<CR> ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙにﾃﾞｰﾀがありません 
NAK<CR> ｺﾏﾝﾄﾞが正しくありません 

 

使用例 ‘ Visual Basic ｻﾝﾌﾟﾙ 
 MSComm1.CommPort = 1 
 MSComm1.Settings = “9600,n,8,1” 
 MSComm1.InputLen = 1 
 … 
 MSComm1.PortOpen = True 
 MSComm1.Output = “REMOVE3” & vbCr ‘ ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号 3からﾃﾞｰﾀを削除 

 … 
 Hst = MSComm1.Input 
 If Hst = ”OVER” Then 
   … 
 Else If Hst = “NAK” 
   … 
 End If 
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TR 
適用機種 ALL 

目的 ｼｽﾃﾑ日付･時刻を取得します。 

構文 REM A$は戻り値を代入するための文字列型変数です。 
 A$ = TR 

解説 ｺﾏﾝﾄﾞを実行すると、戻り値が返されます。 

 

戻り値 説明 
ﾃﾞｰﾀ<CR> 取得したｼｽﾃﾑ日付･時刻ﾃﾞｰﾀ(yyyymmddhhnnss) 
NAK<CR> ｺﾏﾝﾄﾞが正しくありません 

 

使用例 ‘ Visual Basic ｻﾝﾌﾟﾙ 
 MSComm1.CommPort = 1 
 MSComm1.Settings = “9600,n,8,1” 
 MSComm1.InputLen = 1 
 … 
 MSComm1.PortOpen = True 
 MSComm1.Output = “TR” & vbCr  ‘ ｼｽﾃﾑ日付･時刻ﾃﾞｰﾀを取得 

 … 
 Hst = MSComm1.Input 
 If Hst = ”NAK” Then 
   … 
 End If 
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TW 
適用機種 ALL 

目的 ｼｽﾃﾑ日付･時刻を設定します。 

構文 REM A$は戻り値を代入するための文字列型変数です。 
 A$ = TWyyyymmddhhnnss 

解説 引数 yyyymmddhhnnssには、設定したい日付･時刻ﾃﾞｰﾀを指定します。 
 
   yyyy : 西暦 4桁 
   mm : 月 2桁 
   dd : 日 2桁 
   hh : 時 2桁(24時間ﾌｫｰﾏｯﾄ) 
   nn : 分 2桁 
   ss : 秒 2桁 
 
 ｺﾏﾝﾄﾞを実行すると、戻り値が返されます。 

 

戻り値 説明 
OK<CR> 設定完了 
NAK<CR> ｺﾏﾝﾄﾞが正しくありません 

 

使用例 ‘ Visual Basic ｻﾝﾌﾟﾙ 
 MSComm1.CommPort = 1 
 MSComm1.Settings = “9600,n,8,1” 
 MSComm1.InputLen = 1 
 … 
 MSComm1.PortOpen = True 
 MSComm1.Output = “TW20120215101010” & vbCr ‘ 2012/02/15 10:10:10 に設定 

 … 
 Hst = MSComm1.Input 
 If Hst = ”NAK” Then 
   … 
 End If 
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補足 3. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞｺﾏﾝﾄﾞ 
Cipher BASIC では、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの診断、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを行うためのｺﾏﾝﾄﾞが用意されています。START_DEBUG ｺﾏﾝﾄﾞをｺ

ｰﾙすることで、指定の COM ﾎﾟ-ﾄを通して、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行状況を逐次ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞし、問題解決を容易にします。 
 

START_DEBUG 
適用機種 ALL 

目的 ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾓｰﾄﾞを開始します。 

構文 START_DEBUG(port%, baudrate%, parity%, data%, handshake%) 

解説 下記の表を参照して、各引数に適切な値を指定します。衝突を避けるため、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中で使用して 
 いる COM ﾎﾟｰﾄ以外を指定するようにしてください。 

 

引数 値 説明 
port% 1, 2, 5の何れか ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾒｯｾｰｼﾞを出力する COM ﾎﾟｰﾄを指定 

baudrate% 

1: 115200bps 
2: 76800bps 
3: 57600bps 
4: 38400bps 
5: 19200bps 
6: 9600bps 
7: 4800bps 
8: 2400bps 

ﾎﾞｰﾚｰﾄを指定 

parity% 
1: 無し 
2: 奇数 
3: 偶数 

ﾊﾟﾘﾃｨを指定 

data% 1: 7 ﾋﾞｯﾄ 
2: 8 ﾋﾞｯﾄ 

ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄを指定 

handshake% 
1: 無し 
2: CTS/RTS 
3: XON/XOFF 

ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸを指定 

 

 ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾓｰﾄﾞでは、指定された COM ﾎﾟｰﾄにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行状況を示すﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾒｯｾｰｼﾞが出力されま 
 す。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾒｯｾｰｼﾞの詳細については、次頁以降を参照ください。 

使用例 SET_COM_TYPE(1, 1)  ‘ RS232C, COM1 
 START_DEBUG(1, 1, 1, 2, 1) ‘ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾓｰﾄﾞ開始 COM1,115.2K/8/N/N 

 

STOP_DEBUG 
適用機種 ALL 

目的 ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾓｰﾄﾞを終了します。 

構文 STOP_DEBUG 

解説 ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾓｰﾄﾞを終了します。 

使用例 STOP_DEBUG   ‘ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾓｰﾄﾞ終了 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 137 
Copyright © 2011, WELCOM DESIGN KK 

 

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾒｯｾｰｼﾞ 
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾒｯｾｰｼﾞ 説明 
ABS(n) ABS ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
ADD(n1%,n2%) 足し算を実行 
ADD_RECORD(file%,data$) ADD_RECORD ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
ALPHA_LOCK(status%) ALPHA_LOCK ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
AND 論理演算 AND を実行 
ARY(n%) n要素の配列を宣言 
ASC(x$) ASC ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
ASGN(a) 変数に値 aを代入(aは、整数,長整数,文字,文字列など) 
AUTO_OFF(n%) AUTO_OFF ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、設定時間) 
BACK_LIGHT_DURATION(n%) BACK_LIGHT_DURATION ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、設定時間) 
BACKLIT(state%) BACKLIT ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
BACKUP_BATTERY BACKUP_BATTERY ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
BEEP(…) BEEP ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
BIT_OPERATOR(…) BIT_OPERATOR ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
BT_INQUIRY$ BT_INQUIRY$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
BT_PAIRING(addr$,type%) BT_PAIRING ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
CHANGE_SPEED(N%) CHANGE_SPEED ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、設定値) 
CHR$(N%) CHR$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
CIRCLE(…) CIRCLE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
CLOSE_COM(N%) CLOSE_COM ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、COM ﾎﾟｰﾄ番号) 
CLR_KBD CLR_KBD ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
CLR_RECT(…) CLR_RECT ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
CLS CLS ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
CODE_TYPE CODE_TYPE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
COM_DELIMITER(N%,C%) COM_DELIMITER ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
CURSORX CURSOR_X ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
CURSORY CURSOR_Y ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
DATE$ DATE$ｺﾏﾝﾄﾞを実行(ﾘｱﾙﾀｲﾑｸﾛｯｸ取得) 
DATE$(x$) DATE$ｺﾏﾝﾄﾞを実行(ﾘｱﾙﾀｲﾑｸﾛｯｸ設定、x$は設定値) 
DAY_OF_WEEK DAY_OF_WEEK ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
DEL_RECORD(file%[,index%]) DEL_RECORD ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
DEL_TRANSACTION_DATA(n%) DEL_TRANSACTION_DATA ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
DEL_TRANSACTION_DATA_EX(file%,n%) DEL_TRANSACTION_DATA_EX ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
DISABLE_READER(n%) DISABLE_READER ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
DISABLE_TOUCHSCREEN DISABLE_TOUCHSCREEN ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
DIV(n1%,n2%) 割り算を実行 
DNS_RESOLVER(a$) DNS_RESOLVER ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
DOWNLOAD_BASIC(file%,port%) DOWNLOAD_BASIC ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
EMPTY_FILE(file%) EMPTY_FILE ｺﾏﾝﾄﾞを実行(file%は、DBF ﾌｧｲﾙ番号) 
EMPTY_TRANSATION EMPTY_TRANSATION ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
EMPTY_TRANSATION_EX(file%) EMPTY_TRANSATION_EX ｺﾏﾝﾄﾞを実行(file%は、ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ番号) 
ENABLE_READER(n%) ENABLE_READER ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
ENABLE_TOUCHSCREEN ENABLE_TOUCHSCREEN ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
EQU?(n1%,n2%) IF文(IF n1%=n2%)を実行 
EVENT(0) COM(1)ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(1) COM(2)ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(2) COM(3)ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(3) 予約 
EVENT(4) 予約 
EVENT(5) 予約 
EVENT(6) 予約 
EVENT(7) 予約 
EVENT(8) 予約 
EVENT(9) TIMER(1)ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(10) TIMER(2)ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
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ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾒｯｾｰｼﾞ 説明 
EVENT(11) TIMER(3)ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(12) TIMER(4)ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(13) TIMER(5)ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(14) ON MINUTE EVENT ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(15) ON HOUR EVENT ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(16) ON READER(1) EVENT ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(17) ON READER(2) EVENT ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(18) FUNCTION(1)ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(19) FUNCTION(2)ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(20) TIMER(5)ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(21) ON MINUTE EVENT ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(22) ON HOUR EVENT ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(23) ON READER(1) EVENT ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(24) ON READER(2) EVENT ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(25) TIMER(4)ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(26) TIMER(5)ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(27) ON MINUTE EVENT ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(28) ON HOUR EVENT ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(29) ON READER(1) EVENT ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EVENT(30) ON READER(2) EVENT ｲﾍﾞﾝﾄが発生 
EXP(n1%,n2%) べき乗を実行 
FALSE?(n%) IF文又は WHILE文を実行 
FILL_RECT(…) FILL_RECT ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
FIND_RECORD(…) FIND_RECORD ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
FLASH_READ$(n%) FLASH_READ$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
FLASH_WRITE(n%,a$) FLASH_WRITE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
FREE_MEMORY FREE_MEMORY ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
FUNCTION_TOGGLE(status%) FUNCTION_TOGGLE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GE?(n1%,n2%) IF文(IF n1%>=n2%)を実行 
GET_ALPHA_LOCK GET_ALPHA_LOCK ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_ALPHA_STATE GET_ALPHA_STATE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_CTS(n%) GET_CTS ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、COM ﾎﾟｰﾄ番号) 
GET_DEVICE_ID GET_DEVICE_ID ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_FILE_ERROR GET_FILE_ERROR ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_IMAGE GET_IMAGE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_LANGUAGE GET_LANGUAGE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_NET_PARAMETER$(index%) GET_NET_PARAMETER$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_NET_STATUS(index%) GET_NET_STATUS ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_READER_DATA$(n%) GET_READER_DATA$ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ番号) 
GET_READER_SETTING(n%) GET_READER_SETTING$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_RECORD$(file%,[,index%]) GET_RECORD$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_RECORD_NUMBER(file%,[,index%]) GET_RECORD_NUMBER ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_RFID_KEY(tagtype%) GET_RFID_KEY ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_SCREENITEM GET_SCREEN_ITEM ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_TARGET_MACHINE$ GET_TARGET_MACHINE$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_TCPIP_MESSAGE GET_TCPIP_MESSAGE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_TRANSACTION_DATA$(n%) GET_TRANSACTION_DATA$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GET_TRANSACTION_DATA_EX$(file%,n%) GET_TRANSACTION_DATA_EX$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GOSUB(n%) GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの先頭行番号) 
GOTO(n%) GOTO ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ｼﾞｬﾝﾌﾟ先の行番号) 
GSM_CHANGE_PIN(old$,new$) GSM_CHANGE_PIN ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GSM_CHECK_PIN(pin$) GSM_CHECK_PIN ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GSM_SET_PINLOCK(pin$,mode%) GSM_SET_PINLOCK ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
GT?(n1%,n2%) IF文(IF n1%>n2%)を実行 
HEX$(n%) HEX$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
ICON_ZONE_PRINT(status%) ICON_ZONE_PRINT ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
INKEY$(a$) INKEY$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
INPUT INPUT ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
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ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾒｯｾｰｼﾞ 説明 
INPUT_MODE(mode%) INPUT_MODE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
INSTR([n%],x$,y$) INSTR ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
INT(n%) INT ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
IOPIN_STATUS(n%) IOPIN_STATUS ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
IRDA_STATUS(n%) IRDA_STATUS ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
IRDA_TIMEOUT(n%) IRDA_TIMEOUT ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
KEY_CLICK(status%) KEY_CLICK ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
L(n%) 実行した行番号 
LCASE$(x$) LCASE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
LCD_CONTRAST(n%) LCD_CONTRAST ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
LE?(n1%,n2%) IF文(IF n1%<=n2%)を実行 
LED(…) LED ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
LEFT$(x$,n%) LEFT$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
LEN(x$) LEN ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
LINE(…) LINE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
LOCATE(n1%,n2%) LOCATE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
LOCK LOCK ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
LT?(n1%,n2%) IF文(IF n1%<n2%)を実行 
MAIN_BATTERY MAIN_BATTERY ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
MENU(item$) MENU ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
MEMORY_INFORMATION(n%) MEMORY_INFORMATION ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
MID$(x$,n%[,m%]) MID$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
MOD(n1%,n2%) MOD ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
MOVE_TO(file%,[,index%],record_no%) MOVE_TO ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
MOVE_TO_NEXT(file%,[,index%]) MOVE_TO_NEXT ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
MOVE_TO_PREVIOUS(file%,[,index%]) MOVE_TO_PREVIOUS ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
MUL(n1%,n2%) 掛け算を実行 
NEG(n1%) 否定(-)を実行 
NEQ?(n1%,n2%) IF文(IF n1%<>n2%)を実行 
NCLOSE(n%) NCLOSE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
NOT 論理演算子 NOTを実行 
NREAD(n%) NREAD ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
NWRITE(n%,a$) NWRITE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
OCT$(n%) OCT$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
OFF_ALL OFF ALL ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
OFF_COM(n%) OFF COM ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、COM ﾎﾟｰﾄ番号) 
OFF_ESC OFF ESC ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
OFF_HOUR_SHAPE OFF HOUR_SHAPE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
OFF_KEY(number%) OFF KEY ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
OFF_MINUTE_SHAPE OFF MINUTE SHARP ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
OFF_READER(n%) OFF READER ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ番号) 
OFF_TCPIP OFF TCPIP ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
OFF_TIMER(n%) OFF TIMER ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ﾀｲﾏｰ番号) 
OFF_TOUCHSCREEN OFF TOUCHSCREEN ｺﾏﾝﾄﾞを実行 

ON_COM(n1%,n2%) 
ON COM GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
(n1%は、COM ﾎﾟｰﾄ番号、n2%は、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの先頭行番号) 

ON_ESC(n%) ON ESC GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの先頭行番号) 
ON_GOSUB(n%) ON GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの先頭行番号) 
ON_GOTO(n%) ON GOTO ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ｼﾞｬﾝﾌﾟ先の行番号) 
ON_HOUR_SHARP(n%) ON HOUR_SHARP GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの先頭行番号) 
ON_KEY(n%) ON KEY GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの先頭行番号) 
ON_MINUTE_SHARP(n%) ON MINUTE SHARP GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの先頭行番号)
ON_POWER_ON(n%) ON POWER_ON GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの先頭行番号) 

ON_READER(n1,n2%%) 
ON READER GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
(n1%は、ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ番号、n2%は、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの先頭行番号) 

ON_TCPIP(n%) ON TCPIP GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの先頭行番号) 

ON_TIMER(n1%,n2%) 
ON TIMER GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
(n1%は、ﾀｲﾏｰ番号、n2%は、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの先頭行番号) 
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ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾒｯｾｰｼﾞ 説明 
ON_TOUCHSCREEN(n%) ON TOUCHSCREEN GOSUB ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの先頭行番号)
OPEN_COM(n%) OPEN ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、COM ﾎﾟｰﾄ番号) 
OR 論理演算子 OR を実行 
POWER_ON(n%) POWER_ON ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
PRINT(a$) PRINT ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
PUT_PIXEL(…) PUT_PIXEL ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
PUTKEY(n%) PUTKEY ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
RAM_SIZE RAM_SIZE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
READ_COM$(n%) READ_COM$ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、COM ﾎﾟｰﾄ番号) 
READER_CONFIG READER_CONFIG ｺﾏﾝﾄﾞを実行 

READER_SETTING(n1%,n2%) 
READER_SETTING ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
(n1%は、設定番号、n2%は、設定値) 

RECORD_COUNT(file%) RECORD＿COUNT ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
RECTANGLE(…) RECTANGLE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
RESTART RESTART ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
RETURN(n%) RETURN ｺﾏﾝﾄﾞを実行(n%は、ﾘﾀｰﾝ先の行番号) 
RIGHT$(x$,n%) RIGHT$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
ROM_SIZE ROM_SIZE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SAVE_TRANSACTION(data$) SAVE_TRANSACTION ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SAVE_TRANSACTION_EX(file%,data$) SAVE_TRANSACTION_EX ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SD_FREE_MEMORY SD_FREE_MEMORY ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SD_SIZE SD_SIZE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SELECT_FONT(font%) SELECT_FONT ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SEND_WEDGE(data$) SEND_WEDGE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SET_COM(…) SET_COM ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SET_COM_TYPE(n%,type%) SET_COM_TYPE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SET_CURSOR(status%) SET_CURSOR ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SET_LANGUAGE(n%) SET_LANGUAGE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SET_NET_PARAMETER(index%,a$) SET_NET_PARAMETER ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SET_PRECISION(n%) SET_PRECISION ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SET_RFID_KEY(…) SET_RFID_KEY ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SET_RFID_READ(…) SET_RFID_READ ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SET_RFID_WRITE(…) SET_RFID_WRITE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 

SET_RTS(n1%,n2%) 
SET_RTS ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
(n1%は、COM ﾎﾟｰﾄ番号、n2%は設定値) 

SET_SCREENITEMS(…) SET_SCREENITEMS ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SET_SIGNAREA(…) SET_SIGNAREA ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SET_VIDEO_MODE(…) SET_VIDEO_MODE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SET_WEDGE(wedgesetting$) SET_WEDGE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SHOW_IMAGE(…) SHOW_IMAGE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SIGN(n%) SIGN ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SOCKET_CAN_SEND(…) SOCKET_CAN_SEND ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SOCKET_HAS_DATA(…) SOCKET_HAS_DATA ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SOCKET_OPEN(n%) SOCKET_OPEN ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
START_TCPIP START TCPIP ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
STOP_BEEP STOP BEEP ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
STOP_TCPIP STOP TCPIP ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
STR$(n%) STR$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
STRING$(…) STRING$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SUB(n1%,n2%) 引き算を実行 
SYSTEM_INFORMATION(index%) SYSTEM_INFORMATION ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
SYSTEM_PASSWORD(a$) SYSTEM_ PASSWORD ｺﾏﾝﾄﾞを実行 

T(n%) 
ｽﾀｯｸﾚﾍﾞﾙを表示 
ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝをｺｰﾙすると、ﾚﾍﾞﾙが 1増加し、ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝからﾘﾀｰﾝすると 1減少

ｽﾀｯｸｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰｴﾗｰ発生時のﾃﾞﾊﾞｯｸに利用します 
TCP_ERR_CODE TCP_ERR_CODE ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
TCP_OPEN(…) TCP_OPEN ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
TIME$ TIME$ｺﾏﾝﾄﾞを実行(ｼｽﾃﾑ時刻の取得) 
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ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾒｯｾｰｼﾞ 説明 
TIME$(x$) TIME$ｺﾏﾝﾄﾞを実行(ｼｽﾃﾑ時刻の設定) 
TIMER TIMER ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
TRANSACTION_COUNT TRANSACTION_COUNT ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
TRANSACTION_COUNT_EX(file%) TRANSACTION_COUNT_EX ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
TRIM_LEFT$(x$) TRIM_LEFT$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
TRIM_RIGHT$(x$) TRIM_RIGHT$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
UCASE$(x$) UCASE$ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
UNLOCK UNLOCK ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
UPDATE_BASIC(file%) UPDATE_BASIC ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
UPDATE_RECORD(…) UPDATE_RECORD ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
UPDATE_TRANSACTION(n%,data$) UPDATE_TRANSACTION ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
UPDATE_TRANSACTION_EX(…) UPDATE_TRANSACTION_EX ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
VAL(x$) VAL ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
VALR(x$) VALR ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
VERSION(a$) VERSION ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
VIBRATOR(x$) VIBRATOR ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
WAIT(duration$) WAIT ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
WAIT_HOURGLASS(…) WAIT_HOUR_GLASS ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
WEDGE_READY WEDGE_READY ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
WRITE_COM(n%,a$) WRITE_COM ｺﾏﾝﾄﾞを実行 
XOR 論理演算子 XORを実行 
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補足 4. ﾗﾝﾀｲﾑｴﾗｰ 
 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
1 Unkown operator 
2 Operand count mismatch 
3 Type mismatch 
4 Can’t perform type conversion 
5 No available temp string 
6 Illegal operand 
7 Not an L-value 
8 Float error 
9 Bad array subscript 
10 Unkown function 
11 Illegal function call 
12 Return without GOSUB 
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補足 5. ｷｰｺｰﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ 
 

 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 145 
Copyright © 2011, WELCOM DESIGN KK 

 

 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 146 
Copyright © 2011 WELCOM DESIGN KK 

 

 



Cipher Basic Reference Manual Part I 
http://www.e-welcom.com 

pg. 147 
Copyright © 2011, WELCOM DESIGN KK 

 

 


	1. はじめに
	2. 開発環境
	2.1. 構成ﾌｧｲﾙとｲﾝｽﾄｰﾙ
	2.2. BASICﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝ
	2.3. 開発ﾌﾛｰ
	2.3.1. BASICﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
	2.3.2. BASICﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ/ｺﾝﾊﾟｲﾙ
	2.3.3. BASICｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ


	3. BASICｺﾝﾊﾟｲﾗを使ってみよう
	3.1. File Menu(ﾌｧｲﾙﾒﾆｭｰ)
	3.2. Edit Menu(編集ﾒﾆｭｰ)
	3.3. Configure Menu(ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾒﾆｭｰ)
	3.4. Compile Menu(ｺﾝﾊﾟｲﾙﾒﾆｭｰ)
	3.5. Help Menu(ﾍﾙﾌﾟﾒﾆｭｰ)

	4. CipherLab BASIC言語の基礎
	4.1. 定数
	4.1.1. 文字列型
	4.1.2. 数値型

	4.2. 変数
	4.2.1. 変数名と修飾子
	4.2.2. 配列変数

	4.3. 演算子
	4.3.1. 代入演算子
	4.3.2. 算術演算子
	4.3.3. 比較演算子
	4.3.4. 論理演算子
	4.3.5. 演算子の優先順位

	4.4. ﾗﾍﾞﾙ
	4.5. ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ

	5. BASICﾘﾌｧﾚﾝｽ
	5.1. 一般的なｺﾏﾝﾄﾞ
	ABS 
	BIT_OPERATOR
	DIM
	GOSUB
	GOTO
	INT
	REM
	SET_PRECISION
	SGN

	5.2. 条件処理ｺﾏﾝﾄﾞ
	IF … THEN … [ELSE] END IF
	IF … THEN … {ELSE IF …} [ELSE] END IF
	ON … GOSUB …
	ON … GOTO …

	5.3. ﾙｰﾌﾟ処理ｺﾏﾝﾄﾞ
	EXIT
	FOR … NEXT
	WHILE … WEND

	5.4. 文字列処理ｺﾏﾝﾄﾞ
	5.4.1. 文字列の結合
	5.4.2. 文字列の比較
	5.4.3. 文字列の長さ
	LEN

	5.4.4. 文字列の検索
	INSTR

	5.4.5. 文字列の抽出･編集
	LEFT$
	MID$
	RIGHT$
	TRIM_LEFT$
	TRIM_RIGHT$

	5.4.6. 文字列の変換
	ASC
	CHR$
	HEX$
	LCASE$
	OCT$
	STR$
	UCASE$
	VAL
	VALR

	5.4.7. 文字列の生成
	STRING$


	5.5. ｲﾍﾞﾝﾄ処理ｺﾏﾝﾄﾞ
	5.5.1. 割り込みｲﾍﾞﾝﾄ
	OFF ALL
	OFF COM
	OFF ESC
	OFF HOUR_SHARP
	OFF KEY
	OFF KEY
	OFF MINUTE_SHARP
	OFF READER
	OFF TCPIP
	OFF TIMER
	OFF TOUCH SCREEN
	ON COM ... GOSUB …
	ON ESC GOSUB …
	ON HOUR_SHARP GOSUB …
	ON KEY … GOSUB …
	ON KEY … GOSUB …
	ON MINUTE_SHARP GOSUB …
	ON POWER_ON GOSUB …
	ON READER GOSUB …
	ON TCPIP GOSUB …
	ON TIMER … GOSUB …
	ON TOUCHSCREEN … GOSUB …

	5.5.2. 割り込みｲﾍﾞﾝﾄﾛｯｸとｱﾝﾛｯｸ
	LOCK
	UNLOCK


	5.6. ｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞ
	AUTO_OFF
	CHANGE_SPEED
	IOPIN_STATUS
	MENU
	POWER_ON
	RESTART
	DEVICE_ID$
	GET_TARGET_MACHINE$
	SYSTEM_INFORMATION$
	VERSION
	SYSTEM_PASSWORD
	DOWNLOAD_BASIC
	UPDATE_BASIC

	5.7. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ
	DISABLE READER
	ENABLE READER
	GET_READER_DATA$
	READER_CONFIG
	CODE_TYPE
	GET_READER_SETTING
	READER_SETTING

	5.8. RFIDﾘｰﾀﾞ/ﾗｲﾀ
	仮想COMﾎﾟｰﾄ
	ﾊﾟﾗﾒｰﾀとﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ
	SET_RFID_READ
	ENABLE READER
	GET_RFID_KEY
	SET_RFID_KEY

	5.9. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ
	SEND_WEDGE
	SET_WEDGE
	SEND_READY

	5.10. ﾌﾞｻﾞｰｺﾏﾝﾄﾞ
	BEEP
	STOP BEEP

	5.11. LEDｺﾏﾝﾄﾞ
	LED

	5.12. ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｺﾏﾝﾄﾞ
	VIBRATOR

	5.13. ﾘｱﾙﾀｲﾑｸﾛｯｸｺﾏﾝﾄﾞ
	DATE$
	DAY_OF_WEEK
	TIME$
	TIMER
	WAIT

	5.14. ﾊﾞｯﾃﾘｰｺﾏﾝﾄﾞ
	BACKUP_BATTERY
	MAIN_BATTERY

	5.15. ｷｰﾊﾟｯﾄﾞｺﾏﾝﾄﾞ
	CLR_KBD
	INKEY$
	INPUT
	INPUT_MODE
	KEY_CLICK
	PUTKEY
	ALPHA_LOCK
	GET_ALPHA_LOCK
	GET_ALPHA_STATE
	FUNCTION_TOGGLE

	5.16. ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｺﾏﾝﾄﾞ
	BACK_LIGHT_DURATION
	BACKLIT
	LCD_CONTRAST
	SET_VIDEO_MODE
	CURSOR
	CURSOR_X
	CURSOR_Y
	LOCATE
	FILL_RECT
	ICON_ZONE_PRINT
	PRINT
	WAIT_HOURGLASS
	CLR_RECT
	CLS
	GET_IMAGE
	SHOW_IMAGE
	CIRCLE
	LINE
	PUT_PIXEL
	RECTANGLE

	5.17. ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝｺﾏﾝﾄﾞ
	DISABLE_TOUCHSCREEN
	ENABLE_TOUCHSCREEN
	GET_SCREENITEM
	SET_SCREENITEMS
	SET_SIGNAREA

	5.17. ﾌｫﾝﾄｺﾏﾝﾄﾞ
	GET_LANGUAGE
	GET_LANGUAGE
	SELECT_FONT

	5.18. ﾒﾓﾘｺﾏﾝﾄﾞ
	MEMORY_INFORMATION
	FLASH_READ$
	FLASH_WRITE
	ROM_SIZE
	FREE_MEMORY
	RAM_SIZE
	SD_FREE_MEMORY
	SD_SIZE

	5.19. ﾌｧｲﾙ操作ｺﾏﾝﾄﾞ
	5.19.1. ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ(DATﾌｧｲﾙ)
	DEL_TRANSACTION_DATA
	DEL_TRANSACTION_DATA_EX
	EMPTY_TRANSACTION
	EMPTY_TRANSACTION_EX
	GET_TRANSACTION_DATA$
	GET_TRANSACTION_DATA_EX$
	SAVE_TRANSACTION
	SAVE_TRANSACTION_EX
	TRANSACTION_COUNT
	TRANSACTION_COUNT_EX
	UPDATE_TRANSACTION
	UPDATE_TRANSACTION_EX

	5.19.2. DBFﾌｧｲﾙとIDXﾌｧｲﾙ
	ADD_RECORD
	DEL_RECORD
	EMPTY_FILE
	FIND_RECORD
	GET_RECORD
	GET_RECORD_NUMBER
	MOVE_TO
	MOVE_TO_NEXT
	MOVE_TO_PREVIOUS
	RECORD_COUNT
	UPDATE_RECORD

	5.19.3. ﾌｧｲﾙｴﾗｰｺｰﾄﾞ
	GET_FILE_ERROR


	5.20. SDｶｰﾄﾞ
	ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾌｧｲﾙ(DATﾌｧｲﾙ)
	DBFﾌｧｲﾙとIDXﾌｧｲﾙ
	5.20.1. ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ
	5.20.2. ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ
	5.20.3. ﾌｧｲﾙ名


	補足1. ｽｷｬﾅ配列
	ｽｷｬﾅ配列表1
	ｽｷｬﾅ配列表2

	補足2. ﾎｽﾄｺﾏﾝﾄﾞ
	CLEAR
	READ
	REMOVE
	TR
	TW

	補足3. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞｺﾏﾝﾄﾞ
	START_DEBUG
	STOP_DEBUG
	ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾒｯｾｰｼﾞ
	ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾒｯｾｰｼﾞ例

	補足4. ﾗﾝﾀｲﾑｴﾗｰ
	補足5. ｷｰｺｰﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ

